
日
第18巻第1号

昭和47年3月31日発行

特集堀内文書の研究

堀内文書にみる蘭学者の生活と思想

第一回杉出玄白の手紙から．……“･…･…“”“…･…小ﾉ|｜ 鼎三
堀内文言に見られるオランダ語について…．…““…･大鳥蘭三郎

米沢藩々医，堀内家とその周辺…………………”･…堀内淳一

堀内文書よりみた江戸時代後期の医療（第一報）…大塚恭男
堀内文書関係年譜･““…･“…･･･“…““･･･“…･…･……酒井シヅ

原 著

弘前における渋江抽斎の遺族と伊沢巣車|：

－伊沢閲軒覚之書（二）－．．…………･……”･……松木明

JapanischeMedizinundDeutschland…..,TeizoOGAWA

資 料

堀内文言の研究（五）………“…･……………………･片桐一男

戸塚静海より兄柳斎宛の書簡の紹介…”“･……･…“戸塚芳男

例会記事･“･…“…………“･…“”…“･…“･………………………“･･･

昭和46年度医史学関係文献目録（一）・”･……･ ･……”･………”…

雑 報“･…“…･……“…･“･……･…“………･･ ･･…･”……………．

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

ｌ
ｌ
７
９
９

１
１
２
３

／
１
／
ｔ
／
ｉ
ｆ
巡
〆
１

Ｄ
幻

一
Ｄ
Ｑ
Ｊ

く
く

(55）

(61)

(67）

(68）

(74）

通巻第1387号

日本医史学
へ
云

東京都文京区本郷2～1～1

順天堂大学医学部医史学研究室内

振替口座・東京15250番

電話 （813）3111 内線544



雷等の寳玉、 』Ⅷ|鵬▲

復元シリーズ

弊社創業百年記念事業として、

わが国医学の宝玉を完全復元し 第三回作品発売中

雄
華
岡
青
洲
書

禧
医
惟
在
活
物
窮
理

青
洲
震

Ｏす
緒

巧
芸
版
・
絹
本
軸
装
掘
×
蝿
四

まし
学
援

桐
箱
入
・
緒
方
富
雄
先
生
箱
書

供
誌
識

に
東
名

限
定
五
○
○
部

賞
修

定
価
四
○
、
○
○
○
円
霊
射
理

嶬
監
●
次
回
頒
布

稚
総
日
展
審
査
員
長
谷
川
義
起
作

杉
田
玄
白
翁
ブ
ロ
ン
ズ
像

、

て
（
高
さ
謁
哩

一

将？!'
ｊ
毎
淘
七

９

脚
ふ
ん●

解
脱

緒
方
一
邑
雄

「
活
物
」
と
は
「
生
体
」
の
こ
と
「
窮
理
」
と
は
「
探
究
」
『
研
究
」

の
こ
と
で
あ
る
。
「
活
物
嗣
理
」
と
は
生
体
に
つ
い
て
研
究
・

探
究
す
る
こ
と
で
あ
る
．

世
界
に
さ
き
が
け
て
、
’
八
０
ｈ
年
以
来
争
身
麻
酔
下
に

乳
癌
そ
の
他
の
大
手
術
に
よ
い
成
績
を
あ
げ
．
世
界
の
近
代

外
科
の
先
馴
と
な
っ
た
華
岡
青
洲
（
一
七
六
○
一
八
三
五
）

は
、
「
沽
物
閑
理
」
を
外
科
医
と
し
て
の
生
命
を
か
け
た
信
条

し
Ｌ
ｌ
レ
ハ
Ｌ
Ｃ

Ｆ
Ｔ
ｕ

い
ま
な
ら
当
然
の
こ
と
と
お
も
え
る
力
そ
の
知
見
の
と

ぼ
し
か
っ
た
当
時
、
青
洲
が
先
入
観
を
排
し
て
・
こ
れ
を
強
く

主
張
し
た
の
は
、
た
い
し
た
見
識
で
あ
る
．
膏
洲
の
画
期
的

な
成
功
の
秘
訣
も
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

．
質
と
量
と
の
差
こ
そ
あ
れ
、
青
洲
の
「
医
惟
在
沽
物
窮
理
」

は
、
今
日
で
も
あ
じ
わ
う
べ
き
名
一
言
で
あ
る
．

青
洲
は
書
家
と
し
て
も
そ
の
名
が
高
く
、
こ
と
に
そ
の
草

書
は
自
由
自
在
で
見
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
履
製
Ｌ
た
一
幅
も

そ
の
一
つ
で
あ
み
。
原
品
は
絹
本
で
あ
っ
て
、
絹
本
で
な
け

肌
ば
出
な
い
味
を
た
た
え
て
い
る
の
で
・
原
品
に
あ
る
大
き

な
染
み
を
製
服
の
過
程
で
取
り
除
い
て
仕
上
げ
た
。

落
款
に
あ
る
震
は
。
青
洲
の
名
で
あ
る
．
ま
た
三
代
随
賢
を

称
し
た
。
（
二
代
華
岡
青
洲
氏
茂
）
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こ
こ
に
堀
内
文
書
と
い
う
の
は
米
沢
藩
上
杉
氏
に
医
を
も
っ
て
代
々
仕
え
た
堀
内
家
に
残
っ
た
江
戸
後
半
期
（
一
部
は
明
治
に
及
ぶ
）
の
書

状
な
ど
三
百
余
点
と
軸
物
十
八
点
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
録
は
片
桐
一
男
氏
が
本
誌
第
十
六
巻
三
号
（
昭
和
四
五
年
九
月
）
に
発
表
し

た
。
こ
の
文
書
の
所
有
者
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
放
射
線
科
の
堀
内
淳
一
博
士
で
あ
る
。
私
ど
も
数
人
（
大
鳥
蘭
三
郎
、
片
桐
一
男
、
堀
内

淳
一
、
大
塚
恭
男
、
酒
井
シ
ヅ
、
小
川
）
は
研
究
班
を
つ
く
り
、
文
部
省
の
綜
合
研
究
費
を
得
て
、
そ
の
解
読
と
内
容
の
検
討
に
つ
と
め
、
昭

和
四
五
年
度
か
ら
ほ
ぼ
定
期
的
に
会
合
を
重
ね
て
き
た
。
結
果
の
一
部
は
す
で
に
本
誌
の
資
料
編
に
片
桐
一
男
氏
が
整
理
し
、
若
干
の
説
明
を

付
し
て
載
せ
た
（
第
十
六
巻
四
号
、
第
十
七
巻
二
号
、
四
号
）
。

本
研
究
班
の
仕
事
は
ま
だ
全
体
の
半
ば
に
も
達
し
な
い
が
、
す
で
に
読
み
得
た
所
か
ら
興
味
あ
る
点
を
拾
っ
て
み
る
。

は

志
特

堀
内
家
の
系
譜
か
ら

日
本
で
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
西
洋
小
児
科
書
が
堀
内
素
堂
（
一
八
○
一
’
五
四
）
の
「
幼
々
精
義
」
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
１

じ
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素
堂
の
諄
は
忠
寛
、
字
は
君
果
ま
た
忠
竜
、
の
ち
忠
亮
と
い
う
。
素
堂
は
号
で
あ
る
。
素
堂
の
孫
に
あ
た
る
堀
内
亮
一
氏
（
堀
内
淳
一
博
士
の
２

祖
父
）
が
昭
和
七
年
に
内
容
の
充
実
し
た
伝
記
「
堀
内
素
堂
」
を
公
け
に
さ
れ
た
。
堀
内
家
の
家
系
が
そ
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

そ
の
大
要
を
特
に
名
君
上
杉
麿
山
（
一
七
五
一
’
一
八
二
二
）
お
よ
び
江
戸
の
閾
学
者
た
ち
と
の
関
係
に
お
い
て
み
る
。
堀
内
家
の
初
代
忠
明

は
初
め
信
州
に
住
ん
だ
武
士
で
上
杉
景
勝
の
臣
と
な
り
、
関
ヶ
原
の
前
哨
戦
で
板
谷
峠
を
守
っ
て
戦
死
し
た
と
い
う
。
上
杉
氏
は
こ
の
天
下
分

け
目
の
戦
い
で
会
津
百
二
十
万
石
か
ら
米
沢
三
十
万
石
に
移
封
さ
れ
、
さ
ら
に
寛
文
四
年
（
一
六
六
六
）
上
杉
家
の
血
統
が
絶
え
よ
う
と
し

て
、
吉
良
義
央
の
子
が
迎
え
ら
れ
上
杉
綱
憲
と
し
て
米
沢
藩
主
と
な
っ
た
と
き
、
知
行
の
半
分
を
と
り
上
げ
ら
れ
、
十
五
万
石
と
な
っ
た
。
米

沢
藩
の
困
窮
と
苦
悩
お
も
う
べ
し
で
あ
る
。

系
譜
を
み
る
と
堀
内
家
第
五
代
の
直
董
（
忠
哲
）
が
同
藩
の
飯
田
忠
林
に
オ
ラ
ン
ダ
流
外
科
を
学
び
、
初
め
て
医
者
と
し
て
上
杉
氏
に
仕
え

た
。
そ
の
後
は
代
々
医
を
も
っ
て
藩
主
の
側
近
に
侍
し
た
よ
う
で
あ
る
。
直
菫
の
孫
、
堀
内
易
庵
（
忠
智
）
は
安
永
年
間
の
末
か
ら
上
杉
麿
山

の
侍
医
を
勤
め
、
麿
山
が
天
明
五
年
に
隠
居
し
た
後
も
そ
の
お
側
医
で
あ
っ
た
。
麿
山
は
隠
居
後
も
三
の
丸
餐
霞
館
に
住
ん
で
永
く
政
務
を
み

た
ね
よ
し

た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
天
明
七
年
に
鷹
山
の
実
父
秋
月
種
美
（
日
向
高
鍋
藩
主
）
が
江
戸
で
重
病
に
陥
っ
た
と
き
、
易
庵
が
米
沢

か
ら
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
藩
の
重
臣
香
坂
右
仲
が
江
戸
の
易
庵
に
書
き
送
っ
た
多
数
の
手
紙
が
残
っ
て
い
る
（
文
書
一
号
’
二
号
）
。

そ
し
て
秋
月
種
美
が
そ
の
九
月
に
没
す
る
と
、
十
一
月
に
は
麿
山
の
養
父
上
杉
重
定
が
病
気
と
の
報
に
接
し
、
易
庵
は
鷹
山
の
お
伴
を
し
て
大

急
ぎ
で
米
沢
に
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
易
庵
が
藩
医
と
し
て
鷹
山
ら
の
信
任
が
厚
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

易
庵
の
子
で
家
督
を
継
い
だ
堀
内
忠
明
（
忠
意
、
初
め
林
哲
、
号
壺
天
）
は
寛
政
元
年
か
ら
二
カ
年
間
江
戸
詰
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
問
に

杉
田
玄
白
、
大
槻
玄
沢
に
学
ん
だ
。
当
時
は
玄
沢
の
芝
閉
堂
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
蘭
学
界
が
大
き
い
発
展
に
ふ
み
だ
し
た
時
機
に
あ
た
る
。

忠
明
は
江
戸
で
閏
学
者
と
の
交
友
が
広
く
、
彼
に
あ
て
た
江
戸
の
学
者
た
ち
の
手
紙
が
甚
だ
多
数
残
っ
て
い
る
。
今
回
述
べ
る
杉
田
玄
白
の
書

状
も
、
忠
明
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
忠
明
は
寛
政
四
年
米
沢
に
帰
り
、
そ
の
年
逝
く
な
っ
た
父
の
跡
を
つ
い
で
、
薦
山
の
侍
医
と
な
っ
た
。

そ
の
寛
政
四
年
八
月
に
江
戸
の
本
草
学
者
佐
藤
平
三
郎
（
中
陵
）
が
米
沢
に
招
か
れ
、
翌
寛
政
五
年
十
一
月
に
好
生
堂
と
称
す
る
医
学
校
が
初



め
て
設
け
ら
れ
た
。
米
沢
藩
の
医
学
が
興
隆
に
向
っ
た
時
と
い
え
る
。

忠
明
の
子
、
堀
内
忠
寛
が
本
項
の
初
め
に
あ
げ
た
素
堂
で
あ
る
。
彼
は
初
め
米
沢
で
關
方
医
高
橋
桂
山
に
学
び
、
後
に
そ
の
女
を
妻
と
す
る

が
、
文
政
三
年
廿
才
の
と
き
江
戸
詰
と
な
り
、
玄
白
の
実
子
杉
田
立
卿
の
門
に
入
り
、
ま
た
青
池
林
宗
に
も
学
び
、
儒
学
を
古
賀
穀
栄
に
う
け

た
。
幅
ひ
ろ
い
教
養
を
身
に
つ
け
て
、
詩
文
や
書
道
に
も
甚
だ
長
じ
て
い
た
。
麿
山
亡
き
あ
と
で
あ
り
、
藩
主
上
杉
斉
定
の
侍
医
を
勤
め
江
戸

と
米
沢
が
彼
の
主
な
活
躍
の
場
所
で
あ
っ
た
。
著
書
は
刊
本
「
幼
々
精
義
」
（
二
輯
合
せ
て
七
巻
、
一
八
四
三
’
四
八
年
）
の
他
に
未
刊
の
医
書

や
随
筆
（
日
渉
園
随
筆
奇
々
雅
記
な
ど
）
の
類
が
多
数
あ
っ
た
。

素
堂
の
子
、
堀
内
忠
淳
（
忠
廸
、
の
ち
忠
亮
、
号
適
斎
）
は
三
四
才
の
若
さ
で
没
し
た
が
、
「
医
家
必
携
」
（
三
巻
、
一
八
五
七
）
を
刊
行
し

て
い
る
。
堀
内
家
歴
代
の
墓
は
米
沢
の
館
山
寺
に
あ
る
。
江
戸
後
期
に
米
沢
が
奥
羽
に
お
い
て
蘭
学
の
主
な
中
心
地
を
な
し
た
の
に
は
堀
内
家

の
存
在
が
大
き
く
影
響
し
た
と
お
も
う
。

杉
田
玄
白
の
手
紙
（
目
録
の
第
十
八
号
と
第
廿
号
）

堀
内
文
書
の
第
十
八
号
は
江
戸
の
玄
白
か
ら
米
沢
の
堀
内
忠
意
に
あ
て
た
手
紙
で
、
別
筆
で
付
記
し
て
あ
る
「
文
化
庚
午
」
（
七
年
）
に
よ

り
一
八
一
○
年
、
玄
白
七
八
才
の
筆
と
考
え
ら
れ
、
日
付
は
四
月
十
六
日
で
あ
る
。
同
年
の
七
月
に
は
石
川
大
浪
が
玄
白
の
像
を
描
き
、
そ
の

画
が
「
形
影
夜
話
」
の
巻
頭
を
飾
る
の
で
あ
る
。
玄
白
は
文
化
四
年
に
家
督
を
養
子
の
伯
元
に
譲
り
、
隠
居
し
て
三
年
後
の
手
紙
で
あ
る
。

「
老
拙
こ
と
、
只
今
は
世
事
ど
も
は
伯
元
立
卿
両
人
に
任
懸
け
、
療
治
も
心
に
向
き
次
第
に
致
し
、
余
年
を
楽
し
み
居
り
申
し
候
、
歯
は
残
ら

ず
落
ち
尽
し
候
ゆ
え
、
何
も
給
候
者
も
之
な
く
、
今
年
際
り
ｊ
‐
、
と
存
じ
、
花
紅
葉
を
老
人
二
三
輩
懇
意
の
者
申
し
合
せ
、
油
断
な
く
見
歩

き
行
き
申
す
事
に
候
。
当
春
も
見
に
参
り
候
処
、
腰
折
を
よ
み
出
し
申
し
候
。
日
記
同
前
少
し
計
り
別
紙
認
め
御
目
に
懸
け
候
‐
・
…
・
」

日
記
同
前
の
腰
折
を
書
い
た
と
い
う
別
紙
は
い
ま
見
当
ら
な
い
。
こ
の
手
紙
を
う
け
と
っ
た
忠
意
（
壺
天
）
の
年
令
は
不
明
だ
が
、
玄
白
よ

り
ず
っ
と
若
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
後
に
述
べ
る
他
の
手
紙
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
忠
意
が
こ
の
手
紙
の
翌
年
閨
二
月
廿
八
日
に
没
３

９



「
さ
て
今
時
は
御
聞
及
も
下
さ
れ
候
は
ん
、
老
拙
事
も
不
慮
に
去
月
明
、
比
隣
よ
り
失
火
に
て
相
延
び
、
弊
屋
に
及
申
し
候
て
御
存
じ
の
小
詩

仙
堂
を
初
め
、
一
時
灰
塵
と
相
成
候
。
堂
に
以
て
箸
一
方
無
之
と
申
候
類
焼
に
候
得
共
、
幸
に
蘭
書
の
分
は
土
蔵
納
め
候
故
差
な
く
候
。
其

外
愛
翫
の
物
よ
り
珍
薬
類
は
皆
焼
失
い
た
し
候
。
和
漢
書
籍
も
差
な
き
は
希
、
半
は
全
き
は
少
々
御
座
候
。
一
通
り
よ
り
は
長
寿
に
て
都
下

に
住
み
候
故
、
自
然
と
箸
の
付
き
候
ゆ
え
天
よ
り
許
さ
ざ
る
所
と
一
つ
は
怖
れ
候
。
一
つ
は
楽
も
能
程
い
た
し
候
故
、
身
の
恥
を
残
し
申
さ

ず
幸
と
存
候
得
ば
、
お
し
く
存
じ
申
さ
ず
候
…
：
．
」

こ
の
手
紙
は
玄
白
の
居
宅
が
寛
政
九
年
十
一
月
廿
二
日
に
神
田
佐
久
間
町
か
ら
起
き
た
大
火
で
類
焼
し
た
こ
と
を
米
沢
に
住
む
忠
意
に
知
ら
せ

た
の
で
あ
る
。
丸
焼
け
だ
が
、
土
蔵
に
納
め
て
あ
っ
た
藺
書
は
助
か
っ
た
。
一
番
の
宝
物
だ
か
ら
蘭
聿
日
の
助
か
っ
た
の
は
実
に
良
か
っ
た
。
玄

白
が
そ
の
以
前
か
ら
自
分
の
書
斎
の
あ
る
居
宅
（
の
一
部
か
）
を
小
詩
仙
堂
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
鶉
斎
日
録
の
寛
政
十

次
は
堀
内
文
書
第
廿
号
の
手
紙
で
や
は
り
玄
白
が
忠
意
に
あ
て
て
十
二
月
十
一
日
の
日
付
で
書
い
た
も
の
で
、
内
容
か
ら
し
て
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
と
お
も
う
。
そ
う
す
る
と
玄
白
は
六
五
才
で
あ
り
前
の
手
紙
よ
り
十
三
年
も
若
い
。
こ
の
手
紙
は
昭
和
七
年
の
刊
本
「
堀
内
素

堂
」
に
全
文
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
要
所
を
と
り
、
少
し
く
読
み
や
す
く
し
て
み
た
。
ま
た
解
読
の
文
字
を
改
め
た
所
も
あ

る
。
ま
ず
後
半
か
ら
始
め
る
。

る
。
「
す
で
に
入
歯
存

か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
歯
に
関
し
て
謁
斎
日
録
の
文
化
元
年
七
月
廿
四
日
の
所
に
「
入
歯
出
来
」
の
四
字
が
あ
る
。
玄
白
七
二
才
の
と
き
で
あ
る
。
そ
し
て
文

唯

う

て

つ

つ
げ

化
十
二
一
年
八
四
才
の
と
き
に
書
い
た
毫
奎
独
語
に
は
下
地
を
黄
楊
で
作
っ
た
入
歯
が
ど
ん
な
に
工
合
の
悪
い
も
の
で
あ
る
か
を
繧
々
述
べ
て
い

る
。
「
す
で
に
入
歯
を
作
り
て
用
ひ
し
事
あ
り
し
に
…
…
」
と
過
去
形
に
書
い
て
い
る
か
ら
、
一
時
用
い
た
だ
け
で
、
晩
年
は
入
歯
を
用
い
な

す
る
。
当
年
七
八
才
の
玄
白
は
今
年
限
り
ノ
、
の
生
命
と
思
い
な
が
ら
、
親
し
い
友
人
と
花
見
な
ど
を
「
油
断
な
く
」
し
て
歌
を
よ
み
余
生
を

楽
ん
で
い
た
。
世
事
ど
も
は
養
子
の
伯
元
と
実
子
の
立
卿
に
ま
か
せ
て
あ
る
。
し
か
し
診
療
も
気
の
向
い
た
と
き
少
し
は
自
分
で
や
る
。
悠
々

自
適
の
生
活
だ
が
、
歯
が
全
部
脱
け
落
ち
た
の
に
は
困
っ
た
と
あ
る
。

4



一
年
七
月
廿
八
日
の
所
に
小
詩
仙
堂
柱
立
と
あ
る
の
は
自
分
の
書
斎
の
復
興
建
築
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
決
し
て
小
詩
仙
堂
が
こ
の

時
に
創
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
火
事
で
箸
の
片
方
も
持
ち
出
せ
ぬ
よ
う
な
丸
焼
け
に
な
っ
た
の
を
一
つ
は
天
の
罰
で
あ
る
と
怖
れ
、
し
か
し

身
の
恥
を
残
さ
ず
に
す
む
の
で
、
焼
失
を
惜
し
い
と
思
わ
ぬ
と
述
懐
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
あ
と
に
「
小
詩
仙
堂
罹
災
、
因
り
て
賦
す
」
と
題
し
て
漢
詩
二
篇
を
書
い
て
い
る
が
、
右
の
述
懐
と
同
じ
趣
旨
で
、
一
つ
は
「
造
物
が

能
く
老
を
憐
れ
み
て
、
此
の
身
を
軽
く
し
て
く
れ
た
」
、
い
ま
一
つ
は
「
風
流
の
生
活
が
祝
融
の
妬
み
を
買
っ
た
」
の
意
と
お
も
う
。
刊
本
「
堀

内
素
唯
」
の
第
八
ペ
ー
ジ
に
あ
る
こ
の
詩
の
最
後
の
一
宇
は
烟
で
な
く
、
畑
で
あ
ろ
う
と
私
は
考
え
る
。

こ
の
手
紙
の
前
半
で
は
堀
内
忠
意
が
米
沢
か
ら
野
鴨
を
贈
っ
た
こ
と
の
お
礼
の
文
が
「
奥
羽
両
国
の
烏
は
格
別
の
風
味
に
て
賞
味
い
た
し
、

帖
腸
を
潤
し
怡
悦
少
か
ら
ず
恭
く
存
じ
奉
り
候
」
と
あ
る
。
続
い
て

「
さ
て
労
擦
（
肺
病
を
指
す
か
）
の
病
客
尿
血
の
所
、
精
不
熟
な
る
故
と
の
御
説
面
白
き
事
に
候
。
右
に
付
き
猿
を
御
観
蔵
に
て
弥
御
発
明
の

段
御
中
越
面
白
き
事
に
御
座
候
。
左
も
有
る
べ
き
の
義
と
存
じ
候
。
と
か
く
医
者
は
医
者
臭
き
程
に
平
日
好
て
心
頭
に
忘
れ
ず
ぱ
、
自
然
と

古
人
未
発
の
所
も
出
来
申
す
事
御
座
候
。
未
だ
春
秋
に
富
み
候
御
身
分
、
折
角
御
心
懸
け
成
ら
る
べ
く
候
」
と
あ
る
。
忠
意
が
猿
を
解
剖
し

て
調
べ
た
こ
と
を
賞
め
て
、
あ
な
た
は
ま
だ
若
い
の
だ
か
ら
大
い
に
勉
強
し
な
さ
い
と
激
励
し
て
い
る
。
「
医
者
は
医
者
の
に
お
い
が
す
る
程

に
い
つ
も
医
事
を
好
ん
で
心
頭
に
忘
れ
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
の
は
形
影
夜
話
の
中
に
も
同
じ
趣
旨
の
文
が
あ
る
。

い
ま
鵠
斎
日
録
の
寛
政
九
年
十
一
月
廿
二
日
の
分
を
み
る
と
（
そ
の
前
の
日
記
が
断
絶
し
て
い
な
い
の
で
、
「
箸
一
方
無
之
と
申
候
類
焼
」

と
あ
る
の
は
文
字
ど
お
り
に
は
解
さ
れ
な
い
、
少
く
と
も
日
記
は
持
ち
出
し
て
い
る
）
「
西
北
風
強
、
佐
久
間
町
朝
五
ッ
時
（
午
前
八
時
）
頃

出
火
、
薬
研
堀
へ
飛
火
し
、
夫
よ
り
新
大
橋
向
へ
飛
、
木
場
に
て
夜
九
ッ
（
午
後
十
二
時
）
頃
留
。
十
右
衛
門
妻
七
月
に
て
大
橋
よ
り
落
、
腹

破
死
」
と
あ
る
。
自
宅
が
焼
け
た
こ
と
は
何
も
書
い
て
な
く
て
、
妊
婦
（
知
人
か
）
が
橋
か
ら
落
ち
て
腹
が
破
れ
て
（
？
）
死
ん
だ
と
い
う
医

事
を
書
い
た
の
は
医
者
臭
い
玄
白
の
面
目
が
躍
如
と
し
て
い
る
。
そ
の
大
火
で
彼
の
家
が
焼
失
し
た
こ
と
は
日
録
で
は
翌
々
日
の
廿
四
日
に
万

年
町
の
「
三
左
衛
門
殿
長
屋
へ
仮
宅
引
移
」
っ
て
い
る
こ
と
、
廿
六
日
に
火
事
の
た
め
に
藩
の
金
を
借
り
て
い
る
こ
と
、
そ
の
年
の
終
り
に
－
５



い録
0 「

武
江
年
表
」
（
嘉
永
二
、
三
年
刊
）
で
は
右
の
大
火
が
寛
政
九
年
十
月
廿
二
日
と
な
っ
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

堀
内
文
書
に
は
い
ま
一
つ
火
事
に
関
連
し
た
玄
白
の
手
紙
（
第
廿
八
号
）
が
あ
り
、
十
二
月
廿
五
日
付
で
杉
田
伯
一
兆
と
玄
白
の
連
名
（
伯
元

の
筆
蹟
と
お
も
う
）
で
、
米
沢
の
堀
内
忠
意
と
内
村
洞
翁
の
両
人
が
火
聿
見
舞
と
し
て
白
銀
一
枚
を
送
っ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
で
あ
る
。
冒

頭
に
「
先
月
廿
一
口
の
貴
翰
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
火
事
見
舞
の
手
紙
と
思
わ
れ
る
の
で
、
「
先
月
」
は
十
一
月
だ
か
ら
寛
政
九
年
の
火
事
の
あ

と
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
こ
れ
は
寛
政
五
年
十
月
廿
五
日
の
江
戸
大
火
で
三
シ
叉
に
近
い
玄
白
の
家
が
焼
け
た
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
鵲
斎
日

録
（
昭
和
十
九
年
刊
）
は
寛
政
五
年
九
月
か
ら
同
七
年
五
月
ま
で
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
火
事
の
と
き
玄
白
が
ど
う
振
舞
っ
た
か
分
ら
な

堀
内
忠
意
に
「
小
詩
仙
並
罹
災
、
因
り
て
賊
す
」
と
題
し
て
一
弓
の
詩
を
並
べ
て
書
き
送
っ
た
の
が
十
二
月
十
一
Ｈ
で
、
そ
の
少
し
前
の
十

二
月
二
日
に
「
災
後
謁
成
」
と
題
し
て
別
の
一
詩
を
作
っ
て
い
る
。
大
鳥
關
三
郎
氏
が
最
近
に
本
誌
第
十
七
巻
一
号
（
昭
和
四
六
年
九
月
）
に

発
表
し
た
も
の
を
参
考
し
Ｈ
録
の
分
と
合
せ
る
と

灰
塵
遠
接
東
海
雲
、
街
阻
縦
横
路
不
し
分
、

天
定
人
間
春
色
近
、
携
レ
尊
将
し
間
野
梅
薫
。

と
な
り
、
前
の
二
詩
と
は
甚
だ
ち
が
っ
た
趣
き
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
前
半
は
荒
蓼
た
る
焼
け
跡
風
景
で
あ
る
が
、
後
半
は
、
天
定
ま
り
春
が
近

づ
い
た
。
尊
（
さ
か
だ
る
）
を
携
え
て
将
に
野
梅
の
薫
を
問
わ
ん
と
す
、
と
い
う
の
で
、
家
の
丸
焼
け
が
天
の
罰
だ
と
か
、
い
や
天
の
恵
み
だ

等
と
い
う
深
刻
な
問
題
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
焼
け
跡
に
立
っ
て
も
、
近
づ
く
春
を
楽
し
も
う
と
す
る
六
五
才
の
玄
白
の
余
裕
あ
る
気
持
が
現
わ
れ

て
い
る
。

年
の
収
入
を
垂
曰
く
所
で
「
当
年
災
前
不
相
分
」
と
あ
る
こ
と
で
も
歴
然
と
し
て
い
る
。
収
入
を
記
し
た
メ
モ
ま
で
焼
け
た
か
、
或
い
は
紛
失
し
６

た
。武

江
年
表
に
は
「
十
月
廿
五
日
、
湯
島
松
平
雲
州
侯
御
別
館
よ
り
出
火
、
神
田
辺
、
本
町
、
石
町
、
堺
町
、
葺
屋
町
芝
居
、
日
本
橋
辺
ま
で



焼
け
た
と
思
わ
れ
る
。

類
焼
す
」
と
あ
る
。
火
事
は
江
戸
の
名
物
で
あ
り
、
玄
白
は
生
涯
に
少
く
と
も
四
度
（
宝
暦
十
年
と
同
十
二
年
、
寛
政
五
年
と
同
九
年
）
家
が

宛
名
の
一
人
、
内
村
洞
翁
（
直
則
、
覚
端
）
は
米
沢
の
藩
医
で
、
「
天
明
八
年
中
治
広
公
に
御
供
、
翌
年
（
寛
政
元
）
四
月
中
杉
田
玄
白
え

寄
宿
仕
り
候
」
と
い
う
書
類
が
発
表
さ
れ
て
い
る
（
米
沢
医
界
の
あ
ゆ
み
、
昭
和
三
八
年
刊
）
。
ま
た
鶉
斎
日
録
の
寛
政
元
年
九
月
廿
四
日
に

覚
端
が
江
戸
を
発
ち
帰
郷
す
る
の
で
玄
白
が
詩
を
作
り
与
え
て
い
る
。
寛
政
五
年
十
月
．
の
火
事
の
と
き
米
沢
で
は
堀
内
忠
意
と
内
村
洞
翁
の
二

人
が
玄
白
の
門
人
と
し
て
見
舞
の
状
を
発
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

玄
白
の
い
ま
一
つ
の
手
紙
（
目
録
の
第
十
九
号
）

堀
内
忠
意
に
あ
て
て
八
月
廿
八
日
の
夜
に
書
き
あ
げ
た
と
い
う
甚
だ
長
文
の
手
紙
で
、
終
り
に
近
く
「
会
津
御
人
数
へ
北
地
へ
参
候
御
見
物

の
由
・
…
・
・
」
と
あ
る
の
は
文
化
五
年
、
会
津
藩
の
将
兵
が
宗
谷
、
唐
太
、
利
尻
、
松
前
方
面
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
と
お
も
う
、
玄
白
は

七
六
才
で
あ
り
、
そ
の
前
年
に
家
督
を
伯
元
に
ゆ
ず
り
隠
居
の
身
と
な
っ
て
い
た
。
書
状
の
始
ま
り
は
「
本
月
十
五
日
早
便
滞
り
無
く
相
達
し

…
：
．
」
で
忠
意
の
発
し
た
手
紙
が
至
急
便
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
米
沢
藩
主
上
杉
治
広
、
隠
居
の
実
力
者
上
杉
薦
山
の
病
気
に
つ
い
て
の

問
合
せ
で
あ
り
、
玄
白
は
老
躯
に
鞭
う
っ
て
長
々
と
巻
き
紙
三
メ
ー
ト
ル
七
○
セ
ン
チ
に
認
め
た
。
終
り
に
「
此
度
の
御
状
ハ
返
事
早
ク
と
被

仰
下
候
ゆ
え
、
早
々
拙
案
灯
下
に
て
相
認
め
、
老
筆
落
字
乱
耆
能
々
御
照
察
御
看
過
下
さ
る
可
く
候
：
．
…
」
と
断
わ
り
書
き
し
て
い
る
。
行
燈

の
そ
ば
で
大
急
ぎ
に
書
い
た
も
の
と
い
う
。
も
し
一
気
呵
成
に
こ
の
長
文
を
認
め
た
と
す
れ
ば
七
六
才
の
玄
白
の
脳
力
も
体
力
も
大
し
た
も
の

内
容
を
詳
述
し
な
い
が
、
ま
ず
君
侯
す
な
わ
ち
在
府
中
の
上
杉
治
広
を
玄
白
が
診
察
し
た
こ
と
の
報
告
で
あ
る
。
足
の
親
指
の
根
も
と
が
腫

れ
て
紫
色
を
呈
し
、
刺
す
よ
う
な
痛
み
が
あ
る
。
腹
部
の
調
子
も
よ
く
な
い
と
い
う
の
で
、
玄
白
は
西
洋
の
液
体
病
理
説
に
よ
っ
て
症
状
の
説

明
に
努
め
て
い
る
。
血
液
が
凝
滞
し
、
そ
の
「
御
凝
血
の
味
ひ
苛
烈
に
相
成
り
、
和
間
に
て
申
し
候
神
経
へ
少
し
浸
入
仕
り
候
ゆ
え
御
刺
痛
遊
７

で
辛
の
プ
。
。



「
其
気
を
御
膝
蓋
の
脂
嚢
相
妨
げ
候
故
ま
す
ま
す
水
液
御
流
行
悪
く
相
成
候
て
御
腫
出
候
事
哉
と
存
じ
奉
り
候
、
尤
も
水
は
血
と
遠
い
其
質
薄

き
者
ゆ
え
聚
り
易
く
消
し
易
き
者
に
候
て
、
御
腫
出
没
候
義
と
恐
察
仕
り
候
」

そ
こ
で
忠
意
た
ち
が
鷹
山
に
カ
ン
フ
ル
（
ｅ
四
日
目
○
愚
樟
脳
）
ブ
ラ
ン
ト
エ
ン
（
切
目
目
号
君
旨
火
酒
、
強
い
酒
）
、
バ
シ
リ
コ
ン
（
国
儲
晨
ｏ
巨
日

薬
用
植
物
め
ぼ
う
き
）
を
差
し
上
げ
た
の
は
下
行
の
火
気
を
延
ば
し
及
ぼ
す
の
で
、
一
端
は
回
復
し
た
。
し
か
し
再
発
し
た
の
は
や
は
り
膝
下

の
所
が
正
常
で
な
い
か
ら
で
、
こ
ん
ど
は
温
泉
に
浴
し
て
桂
枝
附
子
の
入
っ
た
薬
を
服
用
し
て
全
快
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
恐
悦
至
極
で
す
。
し

か
し
万
一
ま
た
起
っ
た
と
き
は
ど
う
す
る
か
と
の
お
尋
ね
に
対
し
て
、
自
分
は
老
人
は
下
行
の
気
が
薄
い
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
温
め
る
た
め

の
蒸
薬
が
よ
ろ
し
い
、
カ
ル
ク
ワ
ー
テ
ル
（
石
灰
水
）
に
カ
リ
石
鹸
な
ど
を
用
い
る
の
が
良
い
と
お
も
う
。

そ
の
後
に
続
く
文
句
が
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
る
。

た
と
え

じ
か

「
去
り
な
が
ら
十
思
一
見
の
仮
如
の
通
り
直
に
拝
診
申
さ
ず
候
上
、
愚
老
の
義
度
々
拝
診
候
て
も
真
実
の
所
は
相
分
ら
ず
候
義
、
‐
殊
に
御
容
体

書
ば
か
り
に
て
は
猶
更
の
事
に
御
座
候
。
去
り
な
が
ら
御
尋
ね
に
就
き
愚
案
申
し
述
べ
ざ
る
も
如
何
ゆ
え
御
懇
意
に
任
せ
申
し
入
れ
候
」
鷹

ぱ
さ
れ
候
事
と
存
じ
奉
り
候
」
と
あ
る
。
江
戸
詰
の
米
沢
藩
医
た
ち
と
も
相
談
し
て
治
療
に
当
っ
て
い
る
。
衝
心
と
い
う
よ
う
な
危
険
が
な
い

だ
ろ
う
か
と
の
御
心
配
を
承
っ
た
が
、
自
分
は
ま
あ
そ
の
心
配
は
い
ら
ぬ
と
お
も
う
。
し
か
し
万
一
に
も
増
悪
し
て
治
し
難
い
腫
物
に
変
っ
た

り
し
な
い
か
と
自
分
は
気
づ
か
っ
て
い
る
。
右
の
こ
と
を
鷹
山
侯
に
お
伝
え
下
さ
い
。

つ
ぎ
に
老
侯
す
な
わ
ち
米
沢
に
住
む
上
杉
鷹
山
の
去
る
六
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
膝
の
病
気
を
侍
医
堀
内
忠
意
の
報
告
か
ら
推
察
し

よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
「
人
々
の
膝
と
申
し
候
者
は
膝
蓋
の
直
下
に
脂
を
入
れ
候
膜
嚢
数
多
こ
れ
あ
り
候
、
其
襄
内
へ
悪
水
を
貯
し
て
数

々
同
様
に
相
成
候
と
自
ら
鶴
膝
の
状
に
相
成
候
。
之
を
鶴
膝
風
（
と
）
名
じ
候
」
と
、
ま
ず
膝
の
解
剖
学
を
述
べ
て
、
そ
こ
に
脂
肪
を
入
れ
る
嚢

が
多
数
あ
る
と
い
う
。
鶴
膝
風
は
漢
方
の
用
語
で
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
関
節
疾
患
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。

玄
白
は
ま
た
そ
の
患
部
で
水
液
す
な
わ
ち
リ
ン
パ
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
毒
虫
が
咬
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
老
人
で
は
下

行
の
気
が
薄
い
の
だ
と
い
う
。

8



な
お
一
つ
玄
白
の
手
紙
（
第
廿
五
号
）

堀
内
忠
意
に
あ
て
た
八
月
廿
Ｈ
付
の
も
の
で
、
内
容
か
ら
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
と
お
も
う
、
そ
う
す
れ
ば
玄
白
は
七
二
才
で
あ
る
。
文

中
に
「
日
々
天
気
ハ
晴
不
申
。
今
様
成
事
七
十
年
来
覚
不
申
事
の
み
御
座
候
、
其
地
も
同
様
と
奉
存
候
」
と
あ
る
。
こ
の
手
紙
の
終
り
に

「
御
同
国
酒
田
之
大
変
扱
々
可
嘆
の
事
に
御
座
候
、
酒
田
の
民
如
何
な
る
罪
御
座
候
哉
、
又
大
水
の
沙
汰
承
申
候
、
実
説
に
も
御
座
候
哉
、
乍

去
此
度
の
様
成
大
変
も
百
年
の
内
ニ
ハ
一
度
も
二
度
も
有
之
事
と
相
見
可
申
候
。
老
拙
覚
候
て
も
浅
間
抜
（
天
明
三
年
）
、
薩
州
霧
島
（
安
永

八
年
の
桜
島
の
誤
り
か
）
の
焼
、
先
年
の
肥
州
天
草
の
変
、
其
地
に
在
候
て
ハ
鷲
候
得
ど
も
、
天
よ
り
見
申
候
て
差
有
事
と
も
不
被
存
候
。

木
曽
山
中
或
美
濃
国
よ
り
石
蛤
石
螺
の
類
掘
出
候
事
有
之
候
得
は
、
今
の
辺
海
｜
一
て
あ
り
し
事
も
有
之
候
事
と
被
存
候
、
可
恐
怖
事
に
御
座

候
。
只
不
朽
者
ハ
名
と
徳
と
一
一
御
座
候
。
無
御
油
断
御
出
精
可
相
成
候
・
・
：
．
」
と
あ
る
。

き
き
鰊
た

右
文
中
の
「
酒
田
の
大
変
」
は
文
化
元
年
六
月
四
日
の
羽
前
、
羽
後
の
大
地
震
と
そ
れ
に
伴
っ
て
お
き
た
洪
水
を
指
す
と
お
も
う
。
象
潟
の
大

崩
れ
で
あ
る
。
重
田
鉄
夫
「
荘
内
史
料
」
（
大
正
元
年
刊
）
に
よ
れ
ば
価
内
の
田
畑
損
耗
は
七
万
四
千
余
石
で
、
内
四
万
七
千
余
石
が
地
震
の

た
め
、
二
万
六
千
余
石
が
地
震
に
伴
っ
た
出
水
の
た
め
と
あ
る
。
ま
た
酒
田
の
総
家
数
八
百
二
軒
の
う
ち
潰
家
が
三
七
八
軒
、
大
痛
が
四
二
八

軒
、
酒
田
の
土
蔵
五
百
六
十
棟
の
う
ち
棟
潰
が
一
七
八
、
大
痛
が
三
八
二
棟
と
い
う
。

「
先
年
の
肥
州
天
草
の
変
」
と
あ
る
の
は
寛
政
四
年
の
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
起
き
た
島
原
領
温
泉
岳
の
噴
火
と
地
震
、
眉
山
の
崩
壊
に
よ
９

山
は
こ
の
と
き
五
八
才
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
は
、
つ
ま
り
玄
白
は
直
接
に
診
な
け
れ
ば
何
も
い
え
な
い
。
そ
の
う
え
実
際
に
は
度
々
み
て
も
自

分
は
本
当
の
事
が
分
ら
な
い
の
だ
。
容
体
書
だ
け
で
は
何
も
云
え
ぬ
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
あ
と
で
は
話
が
急
に
く
つ
ろ
い
で
、
蘭
の
植
え
方
を
玄
白
が
細
か
く
教
え
る
。
玄
白
じ
し
ん
が
園
芸
少
く
と
も
蘭
の
栽
培
に
大
き
い
興

味
を
も
ち
、
自
ら
や
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
人
か
ら
聞
い
た
り
、
本
な
ど
読
ん
だ
一
夜
漬
け
で
は
こ
の
「
藺
植
様
の
事
」
は
書
け
な
い

と
お
も
う
。



研
究
余
滴Ｉ解

体
新
書
に
引
用
さ
れ
た
本

解
体
新
書
に
参
考
に
し
た
書
目
は
そ
の
凡
例
で
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
人
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
文
に
引
用
さ
れ
た

本
は
そ
れ
よ
り
少
く
、
し
か
も
そ
こ
に
挙
げ
て
い
な
い
中
国
の
書
物
が
あ
る
。

引
用
文
の
で
て
く
る
の
は
巻
の
二
か
ら
で
あ
り
、
「
翼
按
ず
る
に
…
．
：
」

の
言
出
し
で
始
る
。
い
わ
ゆ
る
洋
書
か
ら
の
引
用
は
カ
ス
パ
ル
、
プ
ラ
ン
カ

ー
ル
、
ヘ
ス
リ
ン
ギ
ゥ
パ
、
ア
ン
プ
ル
の
四
人
で
あ
り
、
後
二
者
は
わ
ず
か

一
カ
所
だ
け
で
あ
る
。
カ
ス
パ
ル
が
そ
れ
よ
り
少
し
多
く
、
プ
ラ
ン
カ
ー
ル

が
最
も
最
い
。
し
か
も
、
内
容
が
整
っ
て
お
り
、
彼
の
解
剖
書
が
タ
ー
ヘ
ル

・
ア
ナ
ト
ミ
ァ
に
次
い
で
よ
く
読
み
こ
な
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。
本
の
名
は

昌
①
匡
葛
の
胃
『
く
○
・
日
：
四
目
８
目
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
そ
の
後
も
Ｈ
本
で

よ
く
読
ま
れ
、
医
範
提
綱
の
附
則
の
扉
絵
に
彼
の
肖
像
が
あ
る
。

中
国
の
も
の
は
眼
目
篇
と
耳
篇
に
、
方
以
智
の
「
物
理
小
識
」
か
ら
の
引

用
文
を
み
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
「
夢
溪
筆
談
」
と
「
漉
斎
問
覧
」
か
ら
の
引

用
文
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
物
理
小
識
」
に
引
用
さ
れ
た
も
の

を
ひ
い
て
い
る
。

そ
の
他
、
ヨ
ン
ス
ト
ン
の
動
物
図
譜
、
ド
ド
’
一
ユ
ス
の
植
物
図
譜
を
参
照

し
て
い
る
。
（
酒
井
シ
ヅ
）

' 1
る
大
水
害
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
手
紙
は
文
化
元
年
の
も
の
で
、
そ
の
中
で
と
く
に
面
白
い
の
は
木
曽
の
山
中
や
美
濃
の
国
か
ら

貝
類
の
化
石
が
掘
り
出
さ
れ
た
。
だ
か
ら
こ
の
辺
り
も
昔
は
海
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
火
山
の
爆
発
や
地
震
洪
水
な
ど
の
天
変
地
異
に
よ
る
世
の

中
の
移
り
変
り
は
実
に
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。
た
だ
不
朽
な
の
は
名
と
徳
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
あ
な
た
も
「
御
油
断
な
く
御
出
精
」
し
て
ほ
し

い
と
い
う
論
議
の
進
め
方
で
あ
る
。

タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ァ
の
出
版
事
情

解
体
新
書
の
原
本
が
ク
ル
ム
ス
の
解
剖
書
の
第
三
版
の
蘭
訳
本
で
あ
り
、

一
七
三
四
年
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ク
ル
ム
ス
は
そ
の
初
め
の
も
の
を
一
七
一
三
年
に
、
自
分
の
講
義
を
聞
く

学
生
の
た
め
に
出
版
し
た
。
そ
れ
故
に
、
各
項
目
は
き
わ
め
て
簡
潔
な
記
述

で
あ
り
、
ま
た
挿
図
の
符
号
と
各
項
目
の
符
号
が
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
が

表
題
が
タ
ー
ヘ
ル
な
る
所
以
で
あ
る
。
図
は
す
べ
て
銅
版
で
あ
る
。
そ
れ
で

改
訂
す
る
毎
に
図
ま
で
作
り
直
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
を

短
的
に
示
し
た
の
が
第
三
版
の
第
二
十
一
図
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
胸
管
が
鎖

骨
下
静
脈
に
入
る
角
度
が
誤
っ
た
た
め
、
こ
の
部
分
の
正
確
な
図
を
添
え
て

い
る
。
解
体
新
書
の
附
図
は
そ
の
正
誤
図
を
と
も
に
う
つ
し
て
い
る
。
ま

た
、
本
文
を
読
む
う
ち
に
、
符
号
の
一
部
が
欠
番
と
な
っ
た
り
、
順
序
の
乱

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
、
別
の
種
類
の
記
号
の
つ
い
た
項
目
も
あ

る
。
こ
れ
ら
は
図
の
訂
正
が
き
か
な
い
た
め
、
本
文
の
訂
正
し
た
個
所
が
歴

然
と
残
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
解
体
新
書
で
は
そ
れ
に
忠
実
に
従
い
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
当
る
い
ろ
は
の
一
部
を
欠
番
に
し
て
い
る
。
ま
た
記
号

も
原
著
の
通
り
に
写
し
て
い
る
が
、
巻
の
一
で
は
＋
と
士
は
避
け
て
、
別
の

符
号
を
使
っ
て
い
る
。
（
酒
井
シ
ヅ
）

（
昭
和
四
七
年
一
月
一
一
九
日
、
日
本
医
史
学
会
例
会
で
演
説
し
た
）
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志
特堀

内
文
耆
の
大
多
数
を
占
め
る
蘭
学
者
の
書
簡
の
中
に
出
て
来
る
オ
ラ
ン
ダ
語
（
外
来
語
）
に
つ
い
て
調
べ
た
が
、
そ
れ
等
は
た
だ
一
つ
の

例
を
除
け
ば
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
単
語
を
発
音
に
し
た
が
っ
て
片
カ
ナ
で
書
き
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
片
カ
ナ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
綴
を
す
ぐ
思
い
出
さ
せ
る
も
の
も
多
い
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
ま
た
す
ぐ
な
く
な
い
。
な
か
に
は

い
ま
だ
に
な
ん
と
も
考
え
つ
か
ぬ
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
△
印
を
つ
け
て
お
い
た
。

人
名
、
薬
名
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
オ
ラ
ン
ダ
語
と
は
言
い
得
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
差
別
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

た
だ
一
つ
の
例
外
と
い
う
の
は
、
文
書
番
号
一
九
○
号
の
竹
内
玄
同
の
手
紙
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
そ
の
ま
ま
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
該
当
箇
所
で
説
明
を
加
え
た
。

こ
れ
ら
の
カ
ナ
書
き
で
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
文
書
番
号
順
に
差
出
人
別
に
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
表
を
作
り
、
カ
ナ
書
に
相
当
す
る
原
綴

を
あ
げ
、
そ
の
日
本
語
の
訳
名
を
附
し
た
。

内
文
書
を
調
べ
る
機
会
を
得
た
の
で
、

し
考
察
し
た
と
こ
ろ
を
報
告
し
た
い
。

私
は
前
々
か
ら
日
本
へ
伝
え
ら
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
消
長
に
つ
い
て
す
ぐ
な
か
ら
ず
関
心
を
寄
せ
て
い
た
が
、
こ
の
程
同
僚
諸
氏
と
共
に
堀

文
書
を
調
べ
る
機
会
を
得
た
の
で
、
同
文
書
中
に
あ
る
多
く
の
蘭
学
者
の
手
紙
の
中
に
散
見
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
（
外
来
語
）
に
つ
い
て
調
査

集
“
堀
内
文
書
の
研
究

堀
内
文
書
に
見
ら
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
に
つ
い
て

細
蔀
韮
喚
跨
辨
崎
ヤ
壗
軒
斗
罐
昭
和
四
十
七
年
二
月
一
日
受
付

大
鳥
蘭
三
郎
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表 1

｜
轌
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虹

｜
’
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書き）（外

r語（カナ
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kalkwater
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， 力 ン フ ラ kamfer

l テ リ ア ー カ ヒheriaca

｜

I

’
’
１
－
１

白

ｌ
刈
一
訓

腫

ン硬膏

杉田玄白
癌

堀内忠明

忠意
ロージ

’ 樟 脳

テリア－ク

|驚麗
|硝 酸

セ
ヘ

カ
テ

セ

391 大槻玄沢 ヘワチク seergewaszich

レッヶル veel lekkel

ワートル | ｡terkwate\

ーノレ

ヘ一ノレ

スタノレキ

521森島森島 中良 ソッ ヒルマート Sublimaat

ノ､ルサ●モコパイノ、 balsamcopaiba

｜昇 示
決明科植物CO、

|藍雛螺
｜
卯 コ ン ス | Consbruch

シ 1 － ﾉﾚ Zuur

レ ウマチセ rheumatisch

シンキ ン フ zinking

ガステ リ セ gastrisch

ウ オ ル ム worm

ガルコールツ galkoorts

レウマチーセコールツ rhematischekoor･ts

ローデロ－プ roodeloop

インゲワンデン ingewanden

コーデヒュール koudevuur

スレーペンデ sleepende

フリュクテロース vruchteloos

シキ ュ － タ cicuta

プリッケルパールステ prikkelbaarste

フルメールデレン vermeerderen

ワーレズヮッヵ waarezwak

人名G.W.C.Co-
nsbruch(1764-18
37）ドイツの医者

坪井信道

坪井信道

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

坪井信道

〃

〃

胸 や け

リウマチ様の

力 タ ー ノレ

冑 炎 の

塁， 回 塁

胆 汗 熱

リ ウマチ熱

赤 痢

卵
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
．
｜
‐
叫
ｌ
‐

腸

疽

性

効 の

芹

だ敏感の

や す

に弱き

壊
慢
無
毒
一
甚
増
真

12



オランヲ語（カナ
書き）（外来語） ｜ 原 綴 ’且本名蕊|差山人氏名’

941坪井信道
971 〃

△モ義ギナ没荊 ｜
カ ル ，、 ′｜
チキ タ リ ス

ソ イ ケ ル

’ 直流通電療法

ジギタ リス

糖

galvano

digitalis

suiker

981 〃

揮発油樹脂等の
原料そのチンキ
剤は外傷に用う
る消毒刺激剤

脱 腸 帯

アルニカ花 l arnica花99 〃

｜
皿 breukbandプレウクバンド〃

△

″
″
″

毒gift

kalomel

ギ フ ト

カ ロ － メル

ホックホウトノ､ルス
ケレモル

セ ン ナ 葉

107

甘 末

センナ葉（主成
分は潟下性配糖
体）

seneblad〃

｜109 〃 △フルキュルデン

〃 △ポトアースペレンス

111坪井芳州 ヤッハン文典

〃 コ ス 卜

〃 ブ リ ツ キ

日本文典

値 段

プ リ キ

japan

kost

blik

１
４
Ｉ
４
Ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
画
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

フーフェランド

小児散薬

脱 腸 帯

沃度原液

単純ヨジム

フヘランド(1762
-1836)，人名，
ドイツの内科医

翻 訳

神経熱学

(前 掲）

文 字

天 然 痘

ヒュヘランドキンデ
ルプーテル

フレウクパンド

プロトヨヂレチュム

単 ヨ ヂ ム

Hufelandkinderpoeder

breukband

115杉田成卿

125大槻俊斎

'"| % 単jodium

胄木研蔵｜ ヒ ュヘランド | Hufeland128

vertaal

typhuskunde

Hufeland

letter

pok

フ ノレ タ ー ノレ

チフスキュンデ

ヒ 1へランド

レ ツ テ ノレ

ポ ツ グ

'351林 洞海

毒芹エキス

ペラドンナヱキ
ス

失鳩答ヱキス extractumcicuta

へラトナヱキス extractumbelladonnae

136 〃

〃

13



蕊|差出人屋名 ’
オランダ語（カナ
書き）（外来語） ｜ 原 綴 ｜日 本名

138林洞海 サ ピ ナ Sabina

杜松属の植物
JuniperusSabi-
､aの葉および
枝梢で，サピナ
油oleumsabina
の原植物，通経
剤また吐剤
＝

母 芹

癌 腫

手 術

人 名

’｜
’

シキ 1 － ・タ〃 C1Cuta

’
I

139 kanker

operatie

Wather

″
″
″

カ ン ク

オペ ラ チ

ワ － ト

ノレ

ﾉレ

’

｜

’

｜
エ
耐
旭

ア
佳
岬
職
臘

147 桑田立斎
〃

〃

〃

〃

〃

'501大木忠意
'531吉村皇洲

レ
ー

エ
フ
ノ
マ
エ
屈
ダ

ル
サ
》

ル
ン
リ
ロ
僅
キ

ス
ピ

ァ
ヵ
ァ
ワ
シ
ア
貌
シ

aloe

kamfer

arm

waszalf

sublimaat

aloe

breukband

cicuta熱

ン
ル
ム
フ
ト
ン
｜
帯
一
熱

ロ

腕
軟

昇
ア

膏
求
エ’ ロ

ヘルニア帯

毒 芹 熱
’

△アペセリングアルレ
17O坪井信良 allen

－ン

力ランセイン kransje |{・ ”
甚だ危険な

危 険 な

(1756-1830)人
名ドイツの医者

皮 膚 病

傾 向

171坪井信友 セールケ,､-ル $ec!gevaa:

△ｾｰデｳｰｲ ｜
ゲ ハ ー ル gevaar

1751大槻俊斎｜・ イ '|wait,
182竹内玄同 ホイ ドシーキ huidziek

インスラーン inslaan ’
’ ヒホコンデリー hypOchonderie

ヘイステ リ ー hysterie

ｦ-ストスコヲンゾヲン| ｡｡st sch｡｡nm

184 〃
ヒボコンデリー

ヒステリ－

東 養 子

オーストリーの

医者人名
JosephJacob

vOnP. (1738-
1803）

最も直接の原因

粘液性の

’1861 〃

’

竹内玄同190 プ レ ン キ PIenck

″
″

naasteoorzaak

eeneslijmachtige’
14



文書 オランダ語（カナ差出人氏名 原 綴
番号 書き）（外来語）

190竹内玄同’ zuchtachtige

〃 kr･opzurige

" Opvulling

" vandebaarmoeder

" opwekkendeooTzaak

" verkoeling

// stoppingvandemaanden

" droefheid

〃 ヒ ヲ シヤム hyoscyam
e

〃 ヲ 上 ユ ム oplum

〃 ヲヒュムカロメル opiumkalomel

〃 コ ンセ ノレ フ conserva

l91竹内玄同 マ クネシア magnesla

弓 － ド r額d

シ ユ ル Zuur

l94箕作秋坪 レ ー ル leer

l96手塚艮斎｜ イ ペ Ipij
〃 ワ ト ル Wather

l97 〃 フ ノレ タ ール vertaal

日 本名

腫 状 の

瘤 状 の

充 満

子 宮 の

刺激性原因

flコ
ツへ え

月経停止

罹 患

ヒオスチアム

阿 片

阿片甘禾

糖 剤

マグネシア

忠告，助言

胸 焼 け

け い こ

人 名

人 名

翻 訳

ドイツの医学者
人名Theodor
G.A､R.(1771-
1803）

人 名

出 血

膿 様 の

肺結核様の

198 〃 ロ セ Roose

l99 〃 ヱ ペ 一 Ipij
ブルージング bloeding

ヱットルアフチへ etterachtige

ロングコノッペノレセ
longknobbeiselige

-リヘ

235堀内忠亮 ヒ ヲ ス hyoscyam

メ ン タ mentha

△へ ル ラ ト

マ ク ネ シ magnesla

キリステーノレ klisteer

239高橋玄勝 メルク リユス mercurls

ステレキノ、一トル sterkwater

△卜 リ シ ス

シ ユ ル chijl

ヒオスチアム

薄 荷

マクネシア

灌 腸

水 銀

硝 酸

運I
すし 蕊

｜
媚



文書

差出峻名｜ 譽雪犠鰯’ ’ ｜日 本名
宝 典

（1756-1830）

人名
ドイツの医者

熱帯気候

新 本

原 綴

schatbaareboek

AugustChristian

Waitz

keerklingsklimaat

nieuweboek

番号

玄朴シカットパーレプック

ワ イ ツ

ケールキリングスキ
リマト

ニーウェブック

241

’
伊東

考
按

一
、
堀
内
文
書
中
の
多
く
の
蘭
学
者
た
ち
の
日
本
文
の
書
翰
に
見
え
る
片
仮
名
書
き
の
オ
ラ
ン
ダ
語
（
外
来

語
）
に
つ
い
て
し
ら
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
に
日
本
訳
名
を
附
し
た
。
そ
れ
等
の
中
に
は
薬
名
・
人

名
あ
る
い
は
医
療
器
具
名
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
ま
た
蘭
学
者
た
ち
が
お
そ
ら
く
日
常
使

用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
オ
ラ
ン
ダ
語
を
片
仮
名
書
き
で
表
わ
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ち

ょ
う
ど
現
在
多
く
の
日
本
人
が
英
語
ま
た
は
そ
の
他
の
外
国
語
を
日
本
文
の
手
紙
の
な
か
に
カ
ナ
書
き
で
表

示
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
よ
く
似
て
い
る
。

二
、
薬
名
を
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
も
と
ず
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も

学
名
に
よ
っ
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
が
分
明
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
蘭
学
者
の
間
で
は
薬
名
を
学
名
で
呼
ぶ

の
が
む
し
ろ
通
常
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。

二
一
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
片
仮
名
で
書
き
表
わ
し
て
い
る
例
は
蘭
学
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
人
々
の
手
紙

の
中
に
見
ら
れ
る
が
、
文
書
番
号
一
三
九
号
の
高
橋
玄
勝
は
米
沢
藩
の
藩
医
者
で
あ
り
、
長
崎
で
吉
雄
定
次

郎
に
蘭
方
を
学
ん
だ
人
で
あ
る
。

四
、
文
書
番
号
一
八
六
の
竹
内
玄
同
の
手
紙
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
ヲ
－
ス
ト
ス
コ
ヲ
ン
ゾ
ヲ
ン
を
字
義
通

り
に
翻
訳
す
れ
ば
東
養
子
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
伊
東
養
子
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
。
こ
の
推
定
に

は
あ
な
が
ち
理
由
の
な
い
こ
と
で
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
手
紙
の
筆
者
竹
内
玄
同
と
伊
東
玄
朴
と
の
間
柄
で
あ

り
、
伊
東
玄
朴
に
は
実
子
が
な
く
、
み
な
養
子
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
養
子
な
ど

と
い
う
こ
と
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
余
り
あ
ら
わ
に
は
し
な
い
の
が
な
ら
わ
し
の
よ
う
で
伊
東
を
た
だ
の
東

で
暗
に
表
わ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
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医
家
以
前
の
堀
内
家

堀
内
家
（
ほ
り
の
う
ち
）
が
米
沢
藩
主
上
杉
氏
に
藩
医
と
し
て
代
々
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
七
一
四
年
（
正
徳
四
年
）
、
忠
哲
直
董
の

代
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
判
明
す
る
限
り
の
始
祖
は
堀
内
権
兵
衛
忠
明
で
武
田
氏
に
仕
え
信
州
堀
の
内
村
に
在
っ
た
が
、
上
杉
景
勝
の
時

代
か
ら
上
杉
家
に
仕
え
知
行
百
五
十
石
、
足
軽
五
十
人
を
預
り
板
谷
の
押
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

慶
長
五
年
（
一
六
○
○
年
）
五
月
、
関
ヶ
原
戦
に
先
立
っ
て
徳
川
家
康
は
上
杉
景
勝
を
討
つ
べ
く
、
ま
づ
伊
達
正
宗
ら
奥
州
勢
を
上
杉
攻
め

に
当
ら
せ
た
が
そ
の
勢
頭
に
板
谷
を
死
守
し
た
権
兵
衛
忠
明
は
五
月
五
日
、
討
死
し
た
と
い
う
（
註
一
）
。
周
知
の
如
く
関
ケ
原
役
後
、
慶
長
六

年
八
月
十
七
日
、
上
杉
景
勝
は
会
津
百
二
十
万
石
か
ら
米
沢
三
十
万
石
に
減
封
さ
れ
た
が
、
堀
内
家
も
そ
の
際
に
米
沢
に
居
を
移
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
権
兵
衛
忠
明
の
戦
死
後
、
嫡
子
仁
右
衛
門
等
直
、
次
男
弥
兵
衛
と
も
若
輩
の
た
め
知
行
は
当
分
借
上
げ
と
な
り
僅
か
の
扶
持
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
年
三
人
扶
持
八
石
を
仁
右
衛
門
等
直
に
下
さ
れ
た
が
家
督
相
続
の
年
月
日
や
勤
務
期
間
は
不
明
で
明
暦
三
年
（
一

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
年
三
人
坐

以
下
、
米
沢
藩
先
祖
書
に
よ
る
と
仁
右
衛
門
嫡
子
の
治
部
等
栄
は
上
杉
綱
勝
（
藩
祖
謙
信
よ
り
四
代
目
）
の
代
、
明
暦
三
年
五
月
に
家
督
を

継
い
で
組
外
御
扶
持
方
組
へ
召
入
れ
ら
れ
御
細
工
頭
を
永
年
勤
め
て
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
七
月
二
十
六
日
死
亡
し
た
。
更
に
そ
の
嫡
子
善

六
五
七
）
一
月
十
七
日
残
し
て
い
る
。

赤
特
集
”
堀
内
文
書
の
研
究

米
沢
藩
々
医
、
堀
内
家
と
そ
の
周
辺

諦
毒
率
喫
罐
諏
醍
←
璋
軒
ユ
艫
昭
和
四
十
七
年
二
月
一
日
受
付

堀
内
淳
一
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直
董
は
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
の
江
戸
御
供
登
り
を
始
め
と
し
て
江
戸
御
番
に
転
ず
る
こ
と
四
度
に
及
ん
だ
。
こ
の
間
、
享
保
七
年
（
一

七
三
一
）
、
藩
主
と
し
て
宗
憲
が
跡
目
を
継
い
だ
が
幼
年
の
た
め
御
目
附
が
置
か
れ
、
享
保
十
年
、
江
戸
よ
り
国
政
を
監
す
る
為
米
沢
に
下
向

す
る
本
多
兵
部
（
近
江
守
正
庸
・
平
蔵
）
附
き
と
し
て
米
沢
に
逗
留
中
、
そ
の
家
来
大
勢
の
病
用
を
滞
り
な
く
勤
め
た
り
し
た
。
享
保
十
九
年

（
一
七
三
四
）
、
五
十
九
才
で
隠
居
し
た
。
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
十
一
月
三
日
残
す
。

医
家
と
し
て
二
代
目
の
忠
意
直
生
は
忠
哲
の
嫡
子
で
父
隠
居
の
享
保
十
九
年
三
月
、
家
督
相
続
し
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
、
藩
主
宗
房
（
八

代
）
の
御
供
登
を
命
ぜ
ら
れ
一
年
間
御
番
医
を
勤
め
、
翌
年
御
供
し
て
下
っ
た
。

尚
、
堀
内
家
系
図
（
堀
内
素
堂
、
昭
七
、
杏
林
舎
）
で
は
忠
意
直
生
に
つ
い
て
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
「
御
中
間
御
番
医
被
仰
付
、
身
立

飯
田
忠
林

四
）
願
の
‐

と
に
な
る
。

註
一
、
米
沢
藩
先
祖
書
に
は
「
慶
長
六
年
板
谷
口
江
仙
台
勢
押
寄
申
段
・
・
：
同
年
五
月
五
日
右
之
勢
押
懸
之
節
討
死
仕
申
候
：
：
．
」
と
あ
る
が
関
ヶ
原
戦
等
と

の
関
係
か
ら
五
年
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

註
二
、
「
堀
内
素
堂
」
昭
・
七
（
杏
林
舎
）
の
系
図
に
よ
る
と
善
左
衛
門
直
栄
（
正
徳
元
年
十
月
二
日
股
）
と
あ
る
が
系
図
が
焼
失
し
た
為
、
確
認
出
来
な
い
。

武
家
よ
り
医
家
へ

権
兵
衛
忠
明
か
ら
五
代
目
の
忠
哲
直
董
（
俗
名
、
仁
右
衛
門
）
は
善
左
衛
門
森
栄
の
実
子
、
権
之
助
が
早
世
し
た
の
で
吉
憲
（
六
代
）
の
世
、

正
徳
二
年
（
一
七
二
一
）
に
女
婿
と
し
て
家
督
を
相
続
し
、
組
外
仲
間
を
一
両
年
勤
め
た
。
彼
は
元
御
細
工
頭
、
金
沢
彦
六
の
弟
で
若
年
か
ら

飯
田
忠
林
（
正
貞
後
に
幽
閑
と
改
む
）
の
門
弟
と
し
て
阿
蘭
陀
流
の
外
科
を
十
二
、
三
年
間
修
行
、
伝
受
さ
れ
た
の
で
正
徳
四
年
（
一
七
一

四
）
願
の
上
、
外
様
御
外
科
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
時
か
ら
堀
内
家
は
武
家
か
ら
医
家
と
し
て
幕
末
に
至
る
ま
で
代
々
、
藩
医
を
勤
め
る
こ

左
衛
門
森
栄
は
綱
憲
（
五
代
）
の
代
、
天
和
二
年
十
月
、
家
督
相
続
し
一
人
半
扶
持
四
石
を
与
え
ら
れ
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
七
月
、
板
魁

谷
口
御
番
所
に
十
年
間
勤
め
た
後
、
御
兵
具
御
蔵
役
を
三
、
四
年
勤
め
隠
居
を
願
い
出
た
（
註
二
）
。



替
、
宝
暦
二
年
二
月
一
日
段
と
記
さ
れ
て
い
る
。

堀
内
文
書
に
関
連
す
る
四
代
と
勤
書

三
代
忠
智
（
易
庵
）
か
ら
四
代
忠
明
（
忠
意
）
、
五
代
忠
淳
（
忠
竜
）
、
六
代
忠
寛
（
忠
亮
）
ま
で
の
四
代
が
主
と
し
て
今
回
研
究
の
対
象
と

な
る
堀
内
文
書
に
関
係
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
米
沢
藩
の
記
録
で
あ
る
先
祖
書
に
は
医
家
と
し
て
二
代
目
忠
意
直
生
ま
で
記
載
が
あ
る

が
、
忠
智
（
易
庵
）
以
降
忠
寛
ま
で
は
勤
書
の
内
、
外
様
法
躰
、
外
様
外
科
に
「
御
中
之
間
御
番
医
師
中
天
明
五
年
十
月
以
来
代
々
勤
方
書

上
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
掲
げ
る
の
が
勤
書
の
内
容
で
あ
る
。

忠
意
直
生
嫡
子

堀
内
易
庵
忠
智

初
、
忠
意

右
者
天
明
五
年
九
月
中
迄
は
勤
方
者
同
十
月
中
治
憲
公
御
側
医
一
一
而
書
上
申
候

一
天
明
七
年
五
月
十
八
日
秋
月
長
門
守
種
美
君
御
病
中
為
御
伺
江
戸
急
登
被
仰
付
同
年
十
一
月
十
五
日
治
憲
公
御
看
病
御
下
之
節
御
供

一
寛
政
四
年
八
月
廿
一
日
迄
十
二
箇
年
相
勤
病
死
仕
候

一
寛
政
四
年
十
一
月
十
七
日

治
憲
公
御
薬
御
用
被
付
候

月
十
七
日

下
仕
候

遺
跡
相
続
被
仰
付
五
人
御
扶
持
五
石
被
成
下

易
庵
忠
智
嫡
子

堀
内
忠
意
忠
明

初
、
林
哲
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三
代
、
易
庵
忠
智

初
め
父
と
同
じ
忠
意
と
称
し
た
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
十
月
、
十
代
治
憲
（
後
の
庭
山
）
の
御
側
医
を
拝
命
し
た
。
こ
の
年
二
月
、
治

憲
は
三
十
五
才
の
若
さ
で
治
広
（
九
代
重
定
の
三
男
）
に
家
督
を
譲
っ
て
隠
居
、
城
本
丸
南
の
隠
殿
（
餐
霞
館
）
に
移
り
、
政
治
を
み
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
易
庵
は
命
に
よ
り
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
五
月
、
治
憲
の
実
父
で
あ
る
日
向
高
鍋
藩
の
秋
月
長
門
守
種
美
の
病
気
診
察
の

た
め
江
戸
に
上
り
、
九
月
二
十
五
日
長
門
守
死
去
ま
で
枕
頭
に
接
し
た
。
こ
の
間
、
時
時
刻
刻
移
り
変
る
病
状
其
の
他
を
国
許
に
具
に
報
告
す

一

一
天
明
七
年
六
月
中
父
忠
智
江
戸
留
守
中

一一一

一
同
八
年
正
月
廿
一
日

寛
政
元
年
四
月
中
江
戸
御
留
守
御
番
転
登
被
仰
付
詰
越
共
二
弐
箇
年
相
勤
候

忠
意
忠
明
嫡
子

堀
内
忠
竜
忠
寛

初
、
忠
公

文
化
八
年
六
月
十
一
日
遺
跡
相
続
被
仰
付
五
人
御
扶
持
五
石
被
成
下
組
並
之
御
奉
公
仕
罷
在
申
候

治
憲
公
御
薬
御
用
被
仰
付
相
勤
候

享
和
二
年
八
月
中
於
克
様
江
戸
御
登
之
節
御
附
添
登
被
付
相
勤
候

文
化
八
年
正
月
六
日
御
側
医
拾
六
箇
年
相
勤
候
付
御
加
扶
持
三
人
御
扶
持
被
成
下
候

同
年
閨
二
月
廿
三
日
病
死
仕
候

同
公
御
側
医
被
仰
付
相
勤
侯

部
屋
住
中
勤
方
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る
為
に
早
飛
脚
が
江
戸
米
沢
間
を
頻
回
に
往
復
し
た
と
思
わ
れ
る
。
斯
る
状
況
は
今
回
の
堀
内
文
書
の
内
、
江
戸
に
居
る
易
庵
に
宛
て
た
国
許

の
侍
頭
、
香
坂
右
仲
（
註
三
）
よ
り
の
書
簡
計
十
一
通
（
六
月
二
十
三
日
よ
り
八
月
十
二
日
ま
で
）
に
米
沢
よ
り
の
指
令
や
治
憲
発
駕
の
時

期
の
打
合
せ
な
ど
が
書
か
れ
て
居
り
、
窺
い
知
る
事
が
出
来
よ
う
。

秋
月
長
門
守
の
死
後
、
同
年
十
一
月
、
治
憲
の
養
父
重
定
の
病
篤
き
の
報
に
接
し
治
憲
に
供
奉
し
帰
国
し
た
。
勤
書
に
よ
れ
ば
寛
政
四
年

（
一
七
九
三
）
八
月
二
十
一
日
病
死
す
る
迄
十
二
年
間
勤
め
た
と
あ
る
。
戒
名
、
易
山
幽
庵
居
士
、
城
北
館
山
寺
（
現
、
米
沢
市
館
山
五
丁
目

（
一

七
九
三
）
八
両

易
庵
忠
智
に
は
一
人
の
姉
、
二
人
の
弟
が
あ
っ
た
。
姉
は
御
番
医
上
村
玄
立
嫡
子
玄
拙
（
後
の
上
村
玄
立
孝
斉
、
重
定
御
側
医
）
に
嫁
し
、

弟
、
治
部
蔵
（
註
四
）
は
草
刈
元
民
良
郷
の
死
跡
を
相
続
（
宝
暦
七
年
七
月
）
し
た
草
刈
道
格
良
興
で
重
定
公
御
奥
御
薬
御
用
を
勤
め
た
。
好

生
堂
会
頭
、
草
刈
道
庵
の
父
で
も
あ
る
。
尚
、
易
庵
末
弟
万
蔵
は
早
世
し
て
い
る
。

註
三
、
香
坂
右
仲
、
昌
諄
、
上
杉
藩
士
で
「
侍
頭
井
組
中
」
に
属
す
。
天
明
七
年
八
月
、
治
憲
が
実
父
秋
月
長
門
守
看
病
に
江
戸
在
府
中
、
家
老
代
を
命
ぜ
ら

註
四
、
易
庵
弟
、
沿
部
蔵
は
系
図
に
よ
る
名
称
で
勤
書
に
は
元
氏
良
郷
嫡
子
、
実
ハ
同
列
、
堀
内
忠
意
直
生
次
男
、
草
刈
道
格
良
興
、
初
、
次
郎
蔵
と
あ
る
。

四
代
、
忠
意
忠
明
（
始
、
林
哲
、
号
、
壺
天
）

父
易
庵
が
存
命
中
、
ま
だ
部
屋
住
中
勤
の
頃
、
前
述
の
天
明
七
年
、
易
庵
が
秋
月
長
門
守
看
病
に
江
戸
在
府
中
、
治
憲
の
御
薬
御
用
を
命
ぜ

ら
れ
、
ま
た
寛
政
元
年
（
一
七
九
○
）
四
月
に
は
江
戸
御
留
守
御
番
を
二
年
間
勤
め
て
い
る
。
父
死
去
に
よ
り
寛
政
四
年
（
一
七
九
三
）
十
一

月
十
七
日
、
遺
跡
を
相
続
し
五
人
扶
持
五
石
、
治
憲
の
御
薬
御
用
と
な
っ
た
。
更
に
寛
政
八
年
（
一
七
九
七
）
正
月
二
十
一
日
、
治
憲
御
側
医

（
外
科
）
に
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
勤
書
に
あ
る
通
り
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
、
相
模
勝
煕
（
九
代
藩
主
重
定
の
長
男
で
畠
山
氏
を
継
ぐ
、
そ

括
か
つ

の
長
男
宮
松
は
後
の
十
二
代
斉
定
）
の
女
於
克
（
日
野
資
英
に
嫁
す
）
に
供
し
て
江
戸
に
出
府
し
て
い
る
。

天
下
の
名
君
と
唱
わ
れ
た
治
憲
（
麿
山
）
は
隠
退
後
も
数
多
く
の
治
世
、
業
蹟
を
残
し
た
が
、
そ
の
一
つ
に
医
学
が
挙
げ
ら
れ
る
の
は
周
知

一
一
）

に
葬
ら
れ
た
。

れ
た

0
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の
事
で
あ
る
。
即
ち
江
戸
か
ら
本
草
学
の
大
家
、
佐
藤
平
三
郎
を
招
き
薬
草
園
を
開
拓
し
た
り
、
寛
政
五
年
十
一
月
に
は
自
ら
好
生
堂
と
名
付

け
た
医
学
館
を
創
設
、
医
師
の
講
習
に
資
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
侍
医
及
び
秀
才
の
医
師
を
当
時
漸
く
世
に
認
め
ら
れ
ん
と
し
た
關
方
医
学

の
碩
学
、
杉
田
玄
白
の
下
に
学
ば
せ
た
り
、
藩
の
財
政
窮
迫
を
告
げ
る
に
も
拘
ら
ず
一
局
価
な
オ
ラ
ン
ダ
製
の
外
科
器
械
を
購
入
す
る
な
ど
し
て

医
学
振
興
に
尽
力
し
た
。
忠
叫
も
鷹
山
の
意
を
帯
し
て
江
戸
に
於
て
杉
田
玄
白
に
師
事
し
、
蘭
方
医
術
を
学
ぶ
と
共
に
大
槻
玄
沢
、
司
馬
江

漢
、
森
島
中
良
な
ど
当
時
の
閏
学
者
と
も
親
交
を
深
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
江
戸
の
痘
瘡
医
津
江
柏
寿
（
註
五
）
と
も
親
し
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
忠
明
が
江
一
戸
留
学
後
に
米
沢
か
ら
上
杉
謄
山
の
病
状
や
治
療
法
を
中
心
と
し
て
師
の
杉
田
玄
白
及
び
大
槻
玄
沢
に
意
見
を

求
め
た
往
復
書
簡
数
通
は
当
時
の
蘭
学
界
の
水
準
を
推
測
す
る
に
足
る
資
料
で
注
目
に
値
す
る
事
は
既
に
片
桐
氏
が
堀
内
文
書
目
録
槁
（
医
史

学
雑
圭
沁
十
六
巻
第
三
号
）
で
述
べ
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
他
、
玄
白
の
圭
日
簡
に
は
江
一
戸
の
流
行
病
や
自
宅
の
火
事
、
ま
た
玄
白
の
処
世
哲

学
な
ど
を
書
き
記
し
た
り
師
弟
間
の
暖
い
交
流
が
窺
い
知
ら
れ
る
。

忠
明
の
門
人
に
は
赤
井
専
五
郎
宗
峻
、
宇
津
木
運
蔵
久
富
、
斎
藤
万
太
郎
祐
方
、
寺
嶋
式
次
、
小
池
忠
伯
、
佐
藤
秀
蔵
林
庸
、
小
田
切
清
左

衛
門
秀
政
、
佐
藤
長
吉
、
脇
本
友
右
衛
門
、
高
橋
忠
碩
、
村
山
元
孝
、
小
池
忠
叔
、
宇
津
木
良
助
、
相
沢
惣
助
等
が
あ
る
。

門
人
の
育
成
に
当
っ
て
は
厳
し
い
門
人
戒
令
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
一
部
を
掲
げ
る
と

「
膠
婦
女
之
疾
、
必
待
看
視
之
人
。
若
側
無
人
、
則
不
肯
近
其
状
辱
、
所
以
避
其
嫌
疑
也
。
苛
奉
其
職
業
之
間
不
可
有
宜
淫
洪
於
女
色
之
行
、

斯
医
家
之
所
厳
誠
也
。

、

薬
製
之門
義人
、戒

別令

別

右
吾
家
之
所
厳
誠
也
。
遊
於
我
門
之
徒
、
謹
誓
之
於
天
地
神
明
、
翼
莫
楡
斯
誓
実
。

寛
政
庚
申
初
夏
堀
内
忠
明
謹
記
印
」

ま
た
文
化
元
年
の
も
の
は

而
貞
寧
懇
篤
に
心
を
用
可
申
事
。
病
人
取
扱
無
如
在
、
深
切
に
誠
を
尽
し
可
申
事
。

りワ
白白



一
認
昼
夜
に
限
ら
ず
出
入
賓
客
に
対
し
、
貴
賤
と
な
く
無
礼
是
な
く
、
質
素
律
義
に
取
扱
、
茶
た
は
こ
送
迎
等
に
至
迄
心
を
尽
し
可
申
事
。

蛋
事
之
假
有
之
時
は
、
文
学
入
情
可
為
專
要
、
諸
会
業
広
く
参
会
可
致
事
。

医
事
之
暇
有
之
時
は
、
文
学
入
峠

忠
明
は
文
化
八
年
（
一
八
二
）
正
月
六
日
、
御
側
医
を
十
六
年
間
勤
め
た
功
に
よ
り
二
一
人
扶
持
加
増
に
な
っ
た
が
、
同
年
閨
一
月
二
十
二
一

日
病
段
し
た
。
戒
名
は
壺
天
院
清
亮
忠
明
居
士
、
館
山
寺
に
葬
ら
れ
た
。

忠
明
に
は
七
人
の
子
が
あ
っ
た
が
、
長
女
及
び
長
男
は
先
妻
（
寛
政
十
二
年
五
月
十
八
日
没
）
の
子
供
で
次
男
忠
寛
（
素
堂
）
以
下
五
人
が

後
妻
、
志
賀
氏
（
安
政
二
年
三
月
十
二
日
没
）
の
子
供
と
思
わ
れ
る
。

長
女
は
忠
明
の
叔
父
に
当
る
次
郎
蔵
即
ち
草
刈
道
格
の
嫡
子
道
庵
に
嫁
し
て
い
る
。
長
男
（
査
邑
と
三
男
は
早
世
、
次
男
忠
寛
の
妹
三
人

は
上
か
ら
運
（
御
側
医
筆
頭
、
有
壁
道
穏
に
嫁
す
）
、
駒
（
藩
士
、
山
崎
重
治
妻
）
で
末
妹
・
梅
は
上
村
内
記
に
嫁
し
た
が
夫
を
失
い
昌
寿
院

に
仕
え
老
女
八
十
瀬
と
し
て
江
戸
桜
田
邸
（
上
杉
家
上
屋
敷
）
に
勤
め
た
。

註
五
、
津
江
柏
寿
は
寛
政
七
年
十
一
月
、
痘
瘡
大
流
行
の
際
に
治
憲
の
招
き
で
米
沢
に
下
向
、
広
く
治
療
に
当
っ
た
。

、 、 、

一
、

私
用
に
は
仮
初
に
出
候
節
も
家
内
之
者
へ
断
候
而
可
罷
出
聿
。

世
上
之
噂
咄
、
男
女
み
た
り
成
儀
等
、
心
を
用
ひ
可
申
事
。

朝
夕
賄
之
事
一
汁
一
菜
家
内
大
勢
に
候
得
ば
、
自
分
自
分
支
度
可
致
事
。

家
之
不
為
に
相
成
候
事
に
よ
ら
ず
心
を
尽
し
可
申
候
聿

門
の
内
外
見
苦
敷
事
候
は
ば
召
仕
へ
心
を
付
可
申
候
聿
。

文
化
元
年
八
月
壺
天
主
人

朝
夕
座
敷
之
掃
除
心
を
可
用
事
。

23



幼
名
、
忠
公
、
忠
竜
は
字
で
後
に
忠
亮
と
改
め
た
。
素
堂
と
号
し
花
仙
、
花
倦
な
ど
の
名
も
あ
る
。
香
雨
は
俳
名
で
あ
る
。
忠
意
忠
明
の
次

男
（
長
男
杏
亮
は
早
世
）
と
し
て
元
篭
町
（
註
六
）
に
生
れ
、
父
死
亡
の
文
化
八
年
（
一
八
二
）
、
十
一
才
で
遺
跡
相
続
し
、
五
人
扶
持
五

石
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
頃
忠
寛
は
藩
の
学
館
興
讓
館
で
神
保
綱
忠
（
号
蘭
室
、
細
井
平
州
に
師
事
す
）
に
教
え
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
母

志
賀
氏
は
父
の
死
後
、
貧
し
い
家
計
の
中
を
内
職
な
ど
で
子
供
ら
を
養
育
し
て
い
た
が
、
忠
寛
の
篤
学
、
非
凡
な
の
を
み
て
十
六
才
の
文
化
十

三
年
、
藩
主
の
侍
医
で
江
戸
、
長
崎
に
て
蘭
方
医
学
を
学
ん
だ
高
橋
玄
勝
（
桂
山
）
の
下
に
預
け
医
学
を
修
め
さ
せ
た
。
桂
山
も
忠
寛
を
深
く

慈
し
み
後
年
、
娘
た
か
（
後
、
貞
）
を
要
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
忠
寛
の
江
戸
遊
学
に
就
て
藩
の
有
力
者
を
動
か
し
、
藩
主
（
十
二
代
斉
定
）
も

ま
た
忠
寛
の
父
祖
の
功
を
思
召
し
て
か
、
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
、
二
十
才
の
若
さ
で
江
一
戸
詰
を
命
じ
た
。

江
戸
で
は
桜
田
邸
に
起
居
し
杉
田
立
卿
（
玄
白
晩
年
の
子
）
の
門
下
と
し
て
蘭
学
を
学
ぶ
一
方
、
当
時
医
家
で
あ
り
且
、
天
文
学
、
窮
理
学

に
通
じ
て
い
た
青
池
林
宗
や
儒
学
者
、
古
賀
穀
堂
に
も
師
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
遊
学
、
満
二
年
の
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
二
月
、

藩
命
に
よ
り
帰
国
、
十
二
代
斉
定
の
侍
医
を
拝
命
し
た
。
時
に
忠
寛
は
弱
冠
二
十
二
才
で
異
例
の
抜
擢
と
い
う
べ
き
か
、
如
何
に
嘱
望
さ
れ
て

い
た
か
が
推
測
出
来
る
。
因
み
に
二
十
二
才
の
若
さ
で
侍
医
に
任
命
さ
れ
た
の
は
忠
寛
の
前
に
嵩
科
松
伯
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
尚
、
同
年

三
月
十
二
日
に
七
十
二
才
で
死
去
し
た
鷹
山
は
病
中
に
も
拘
ら
ず
、
御
礼
に
参
内
し
た
忠
寛
を
傍
に
召
し
て
懇
々
と
慢
心
を
戒
め
、
且
つ
励
ま

し
の
教
訓
を
与
え
た
事
が
忠
寛
の
著
わ
す
日
渉
園
随
筆
中
、
「
麹
楚
続
詔
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

同
年
五
月
、
藩
主
に
陪
従
し
て
再
び
江
戸
に
赴
い
た
が
、
元
来
、
藩
医
た
る
者
は
其
の
家
族
と
共
に
江
戸
に
移
る
事
を
許
さ
れ
て
い
た
に
も

拘
ら
ず
、
母
志
賀
氏
は
災
の
多
い
繁
都
に
移
り
住
む
事
を
喜
ば
な
か
っ
た
の
で
、
忠
寛
は
単
身
江
戸
に
住
み
、
妻
を
国
許
に
残
し
て
母
に
孝
養

せ
し
め
た
。
彼
自
身
は
藩
主
の
許
し
を
得
て
毎
年
、
帰
省
し
母
に
侍
養
す
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
忠
寛
は
ま
た
義
を
重
ん
じ
、
人
侠
厚

か
つ
た
事
が
次
の
挿
話
か
ら
想
像
出
来
る
。
江
戸
で
の
交
友
、
高
野
長
英
が
後
年
（
弘
化
二
年
）
獄
舎
焼
失
に
よ
り
一
旦
放
た
れ
た
ま
ま
米
沢

に
潜
行
し
て
秘
か
に
忠
寛
を
訪
ね
た
事
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
忠
寛
は
長
ら
く
自
宅
の
土
蔵
に
匿
い
、
妹
運
女
を
し
て
誰
に
も
知
ら
す
事
な
く

五
代
、
忠
竜
忠
寛
（
素
堂
）
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世
話
を
申
し
付
け
た
。
而
し
漸
く
探
索
の
手
が
延
び
自
宅
に
も
逗
留
さ
せ
る
事
が
許
さ
れ
ぬ
状
態
と
な
っ
た
の
で
壱
長
英
を
容
易
に
手
が
入
り

難
い
三
里
程
離
れ
た
天
領
地
内
で
医
業
を
開
く
門
人
、
高
橋
家
膳
の
下
に
落
し
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

忠
寛
が
江
戸
に
出
て
親
交
の
あ
っ
た
人
々
は
い
づ
れ
も
当
時
、
知
名
の
学
者
達
で
あ
っ
た
。
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
前
述
の
杉
田
立
卿
、
青

池
林
宗
、
古
賀
穀
堂
の
恩
師
を
始
め
と
し
て
坪
井
信
道
、
高
野
長
英
、
小
関
三
英
、
戸
塚
静
海
、
伊
東
玄
朴
、
箕
作
院
甫
、
竹
内
玄
洞
、
林
洞

海
、
大
槻
盤
渓
、
大
槻
俊
斎
、
鈴
木
春
山
、
織
田
貫
斎
、
川
本
幸
民
、
三
宅
艮
斎
、
桂
川
甫
周
、
青
木
周
弼
、
青
木
研
造
、
桑
田
立
斎
、
緒
方

洪
庵
、
安
井
息
軒
、
佐
久
間
象
山
、
野
田
笛
浦
、
広
瀬
旭
荘
、
塩
谷
宕
陰
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
文
書
の
内
、
焼
失
を
免
れ
た
も
の
が

現
在
、
堀
内
文
書
と
し
て
整
理
、
解
読
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
江
戸
の
閏
学
界
を
観
察
す
る
上
に
役
立
っ
て
い
る
。
忠
寛
は
此
等
の
人
々
と
の
交
流

に
よ
り
医
学
の
奥
義
を
究
め
た
の
み
な
ら
ず
、
見
聞
を
弘
め
世
界
の
大
勢
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

忠
寛
の
名
声
が
高
ま
る
と
共
に
彼
を
慕
っ
て
教
え
を
仰
ぐ
も
の
百
余
名
に
及
び
、
後
世
知
名
の
学
者
が
多
く
輩
出
し
た
。
こ
の
内
、
坪
井
信

友
は
誠
軒
坪
井
信
道
の
子
で
信
道
は
忠
寛
と
最
も
親
し
か
っ
た
の
で
我
が
子
を
忠
寛
に
託
し
、
忠
寛
も
ま
た
嫡
子
忠
廸
（
忠
淳
）
を
信
道
に
託

忠
寛
の
著
書
は
非
常
に
多
か
っ
た
と
い
う
が
多
く
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
ま
た
短
命
の
た
め
出
版
に
ま
で
及
ん
だ
害
も

極
く
少
い
。
特
筆
す
べ
き
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
出
版
の
「
幼
々
精
義
」
七
巻
で
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
（
扶
歌
蘭
度
）
の
著
書
を
オ
ラ
ン

ダ
の
サ
ク
セ
（
薩
窟
設
）
が
蘭
訳
し
た
も
の
を
和
訳
し
た
も
の
で
我
国
で
初
め
て
の
西
洋
小
児
科
医
書
と
し
て
意
味
が
あ
る
（
註
七
）
。
こ
の

他
、
保
嬰
輯
要
、
保
嬰
瓊
言
（
嘉
永
五
年
）
、
幼
々
一
言
（
文
政
十
一
年
）
、
骨
譜
（
文
政
十
一
年
）
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
二
月
二
日
、
斉
定
死
去
に
よ
り
夫
人
昌
寿
院
の
御
側
医
に
転
じ
た
忠
寛
は
嘉
永
六
年
夏
、
病
み
帰
養
を
命
じ
ら
れ

静
養
し
た
が
、
翌
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
三
月
十
八
日
に
没
し
た
。
時
に
五
十
四
才
、
花
仙
院
殿
蒋
度
素
堂
居
士
が
戒
名
で
館
山
寺
に
葬
ら

れ
た
。
尚
、
昭
和
三
年
十
一
月
、
在
世
中
、
西
洋
医
学
の
開
発
に
尽
力
し
た
功
に
よ
り
従
五
位
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。

忠
筧
の
妻
貞
は
そ
の
後
、
嫡
子
忠
寛
に
も
先
立
た
れ
た
が
八
十
四
才
の
高
令
を
保
っ
て
明
治
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
、
次
男
亮
之
輔
の

し
た
の
で
あ
る
。
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六
代
忠
寛
以
後
、
即
ち
藩
政
以
降
の
事
は
堀
内
文
書
と
は
直
接
の
関
連
は
な
い
が
附
記
す
る
と
、
忠
淳
弟
亮
之
輔
は
明
治
初
年
、
東
京
大
学

束
校
を
経
て
陸
軍
軍
医
と
な
り
西
南
の
役
な
ど
に
出
征
、
明
治
二
十
年
、
陸
軍
一
等
軍
医
と
な
り
明
治
二
十
九
年
三
月
十
一
日
病
没
し
た
。

忠
淳
の
嫡
子
、
分
家
亮
一
は
幼
名
勝
次
郎
、
万
延
元
年
十
月
十
日
、
米
沢
元
篭
町
に
生
れ
、
二
才
で
母
、
四
才
で
父
忠
寛
に
先
立
た
れ
た

為
、
祖
母
貞
の
厳
格
な
養
育
を
受
け
て
成
長
し
た
。
苦
学
し
つ
つ
宮
城
県
立
中
学
校
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
別
科
を
明
治
二
十
年
卒

忠
寛
嫡
子
忠
淳
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
生
れ
、
幼
名
忠
廸
、
字
は
忠
亮
、
適
斎
と
号
し
た
。
前
に
記
し
た
よ
う
に
父
の
親
友
、
坪
井
信

道
の
下
に
預
け
ら
れ
、
そ
の
教
育
を
受
け
た
。
坪
井
信
道
よ
り
忠
寛
に
宛
て
た
書
状
（
堀
内
文
言
第
一
○
八
号
）
に
信
道
が
、
忠
寛
の
息
子
な

の
で
来
客
の
玄
関
取
次
ぎ
を
免
除
し
た
り
食
事
も
台
所
で
世
話
し
よ
う
と
し
た
処
、
万
事
、
塾
則
通
り
に
一
般
の
塾
生
同
様
に
扱
う
よ
う
に
本

人
か
ら
た
っ
て
の
望
み
な
の
で
意
の
如
く
し
た
由
と
記
し
た
文
が
あ
る
。
儒
学
も
父
の
友
人
、
広
瀬
旭
荘
に
つ
い
て
学
び
詩
文
を
よ
く
し
た
。

著
書
と
し
て
医
家
必
携
（
安
政
四
年
）
、
扶
駄
蘭
度
氏
小
児
病
内
科
篇
な
ど
が
あ
り
、
特
に
医
家
必
携
は
諸
種
薬
物
の
効
用
、
用
量
、
処
方
例

な
ど
を
書
い
た
も
の
で
薮
医
必
携
と
俗
称
さ
れ
重
宝
が
ら
れ
た
と
い
う
。
不
幸
に
も
短
命
で
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
六
月
二
十
九
日
、
三
十

四
才
で
病
没
し
た
。
戒
名
、
賢
光
院
学
雄
適
斎
居
士
。
妻
孝
と
の
間
に
一
男
四
女
が
あ
り
、
内
三
女
が
早
世
、
残
る
長
女
く
に
は
大
槻
徳
寿
に

嫁
し
、
嫡
子
勝
次
郎
（
亮
一
）
は
幼
少
の
た
め
、
忠
寛
弟
忠
世
（
亮
之
輔
）
が
順
養
子
と
な
り
慶
応
元
年
八
月
二
十
八
日
遺
跡
を
相
続
し
た
。

任
地
豊
橋
で
病
没
し
た
（
真
竜
院
珍
貞
妙
宝
大
姉
）
。
忠
寛
に
は
二
男
二
女
が
あ
り
嫡
子
忠
淳
、
次
男
忠
世
（
亮
之
輔
）
、
長
女
綾
（
藩
士
上
村

儀
一
妻
）
、
次
女
牧
（
藩
士
大
竹
某
妻
）
で
あ
る
。

註
六
、
堀
内
家
は
藩
政
後
、
東
京
に
移
る
ま
で
米
沢
・
一
兀
籠
町
に
在
っ
た
。
初
ま
り
は
明
か
で
な
い
が
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
十
一
月
の
上
杉
御
城
下
見
取
図

に
は
元
籠
町
に
外
様
法
体
、
堀
内
忠
良
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
米
沢
市
中
央
二
丁
目
四
番
地
附
近
。

註
七
、
幼
々
精
義
は
天
保
十
四
年
刊
の
他
、
弘
化
一
一
年
版
の
も
の
も
あ
る
。

藩
政
以
後

六
代
、
忠
亮
忠
淳
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（
槁
を
終
る
に
当
り
並
々
な
ら
ぬ
御
指
導
を
頂
き
、
且
、
文
書
の
整
理
、
解
読
に
当
ら
れ
た
順
天
堂
大
学
小
川
鼎
三
教
授
を
始
め
、
文
部
省
科
学
研
究
費
（
綜

合
研
究
）
「
江
戸
時
代
後
半
の
關
方
医
術
の
発
展
に
関
す
る
研
究
」
の
班
員
、
大
鳥
關
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
片
桐
一
男
、
酒
井
シ
ヅ
の
各
先
生
に
謝
意
を
表
し
ま

す
。
併
せ
て
資
料
蒐
集
に
関
し
て
御
協
力
頂
い
た
米
沢
市
医
師
会
長
、
高
野
繁
、
上
杉
家
々
職
、
今
泉
亨
吉
、
米
沢
市
立
図
書
館
長
、
和
田
文
益
の
各
氏
及
び

関
係
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。
本
研
究
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
）

業
、
翌
年
二
月
開
業
免
状
を
交
付
さ
れ
、
医
科
大
学
第
二
医
院
介
補
と
し
て
修
行
後
、
二
十
二
年
十
二
月
、
東
京
府
下
千
住
町
に
開
業
、
藩
の

医
学
校
の
名
に
閃
み
好
生
堂
医
院
と
称
し
た
。
晩
年
は
医
業
の
か
た
わ
ら
幼
稚
園
、
女
学
校
、
中
学
校
設
立
な
ど
教
育
方
面
に
も
尽
力
し
昭
和

二
十
年
六
月
二
十
五
日
、
八
十
六
才
で
死
去
し
た
。
尚
、
祖
父
忠
寛
の
従
五
位
追
贈
を
記
念
し
て
長
男
勝
雄
ら
と
共
に
手
元
に
残
る
文
書
、
遺

稿
等
の
資
料
を
整
理
、
忠
寛
の
事
蹟
を
中
心
に
堀
内
家
の
伝
記
と
し
て
昭
和
七
年
に
出
版
し
た
「
堀
内
素
堂
」
は
、
そ
の
後
戦
災
に
よ
り
多
く

の
貴
重
な
資
料
が
失
わ
れ
た
現
在
、
堀
内
家
先
祖
や
そ
の
藩
内
に
お
け
る
関
係
、
交
友
関
係
、
業
蹟
な
ど
を
知
る
上
に
、
ま
た
今
回
、
整
理
中

の
堀
内
文
書
を
研
究
す
る
上
に
重
要
な
手
懸
り
の
害
と
な
っ
て
い
る
。

（
権
兵
衛
）
（
仁
右
衛
門
）
窪

忠
明
Ｉ
等
直
Ｉ
等
坐

ｌ
清
水
久
三
郎
（
名
左
衛
門
名
跡
）

ｌ
｜
ｌ
堀
内
五
右
衛
門
（
庄
兵
衛
名
跡
）

ｌ
堀
内
五
右
衛
門
（
庄
巨

（治

ｌ
女
（
忠
哲
妻
）
ｌ
女
（
芦
川
幸
左
衛
門
妻
）
Ｉ
女
（
上
村
玄
拙
妻
）

ｌ
①
直
鳥
鰡
灘
彦
六
弟
）
１
１
②
直
生
蕊
之
間
御
番
医
）
Ｌ
ｌ
③
忠
智
（
易
庵
、
治
憲
公
御
側
医
）
ｌ
④
忠
明
蕊
箭
側
崖
）
‐

ｌ
女
（
御
馬
廻
組
河
田
八
五
郎
妻
）
ｌ
次
郎
蔵
（
草
刈
家
相
続
）

１
万
蔵
（
早
世
）

Ｉ
堀
内
権
之
助
（
早
世
）

堀
内
家
略
系
図
（
数
字
は
医
家
の
世
代
）

部
）
（
善
左
衛
門
）

等
ｉ
直
栄
（
森
栄
？
）
Ｉ
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1
1

参
考
資
料

｜
川
副
鬮
鞘
訓
期
則
り

１

ｉ
女
梅
（
錘
銅
靹
嶽
嶬
十
瀬
）

’｜ ’ ｜ ｜
女女男⑤
駒運へ忠
,-、へ早寛

蕊譽襄
喜書 側堂

医、
ー

「1－｢－｜
女女忠⑥
牧綾世忠

へ病

'－，‘への亮f子

奇煮た之
某儀笛輔覺
妻一心、 、

－害瀞曾
養亮､_／
子一
と、
な幼

る年

｜

’

Ｉ
女
（
草
刈
道
庵
妻
）

ｌ
杏
亮
（
早
世
）

・
片
桐
一
男
堀
内
文
言
の
研
究
・
日
本
医
史
学
雑
誌
十
六
巻
四
号
（
昭
四
五
）
同
目
十
七
誉
一
号
（
昭
四
六
）
、
同
国
十
六
巻
四
号
（
昭
四
六
）

・
米
沢
藩
先
祖
書
及
び
勤
書

，
堀
内
亮
一
”
「
堀
内
素
堂
」
昭
和
七
年
、
杏
林
舎

・
米
沢
大
年
表
昭
和
十
九
年
、
米
沢
市
役
所

・
米
沢
医
界
の
あ
ゆ
み
、
昭
和
三
十
八
年
、
米
沢
市
医
師
会

’
1

’
ｌ
⑦
亮

｜ ’ ｜ ｜
女女女女
へへ，-、 く

！

’
⑨
淳
一
（
報
諏
犀
齢
檸
講
羅
本
医
大
卒
）

ｌ
好
子
（
医
師
川
崎
昌
妻
）

ｌ
武

早
世
）

一
一
》
諦
郵
琿
榊
》
－
１

｜
昭
和
二
十
年
六
一

一
月
二
十
五
日
没
』

に
（
大
槻
徳
寿
妻
）

早
世
）

早
世
）

’
１
女
貞
（
享
年
十
五
）

１
女
敬
（
享
年
二
十
）

Ｉ
亮
三
（
早
世
）

一
帳
耐
垂
》
》
酔
十
四
年
八
一

ｌ
③
勝
雄

ｌ
忠
雄
（
捧
岸
確
峰
癖
四
掘
罰
轌
琴
畔
）

ｌ
女
進
（
医
師
、
中
尾
直
妻
）

ｌ
信
雄
（
享
年
十
七
）

Ｉ
女
キ
ヨ
（
早
世
）

ｌ
正
明
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は
じ
め
に

米
沢
の
蘭
医
の
名
家
、
堀
内
家
に
伝
え
ら
れ
た
多
数
の
文
書
（
以
下
、
堀
内
文
書
と
略
称
）
が
当
主
淳
一
氏
の
御
好
意
で
研
究
の
便
に
供
せ

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
四
五
・
四
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
・
綜
合
研
究
「
江
戸
時
代
後
半
の
藺
方
医
術
の
発
展
に
関
す
る
研
究
」
が

発
足
し
た
。
小
川
鼎
三
、
大
烏
關
三
郎
、
堀
内
淳
一
、
片
桐
一
男
、
酒
井
シ
ヅ
の
各
氏
と
筆
者
が
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
が
、
筆
者
は
主
と
し

て
、
そ
の
う
ち
の
薬
物
治
療
の
部
分
を
分
坦
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

研
究
は
、
現
在
進
行
中
、
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
今
回
は
堀
内
家
四
代
忠
意
忠
明
（
以
下
堀
内
忠
明
）

関
係
の
資
料
の
一
部
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
い
、
第
一
報
と
す
る
。

赤
特
集
》
堀
内
文
書
の
研
究

堀
内
忠
明
と
そ
の
時
代

忠
明
の
生
年
は
詳
か
で
な
い
。
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
堀
内
亮
一
編
『
堀
内
素
堂
』
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
父
易
庵
の
江
戸
留
守
居
中
、
上
杉
治
憲
公
御
薬
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
あ
る
か
ら
、
少
く
と
も
そ
の
年
に
は
成
人
に
達
し
て
い

た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
は
江
戸
御
留
守
番
を
仰
付
ら
れ
、
二
年
間
勤
め
た
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
易

堀
内
文
書
よ
り
み
た
江
戸
時
代
後
期
の
医
療
（
第
一
報
）

諦
誌
竈
連
吟
袖
癖
ヤ
蝉
軒
聿
罐
昭
和
四
十
七
年
二
月
一
日
受
付

大
塚
恭
男
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庵
が
没
し
、
家
督
寺

八
一
己
で
あ
る
。

家
督
を

別
掲
し
た
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
忠
明
の
時
代
は
蘭
学
の
勃
興
期
に
あ
た
る
。
こ
の
点
、
蘭
学
が
す
で
に
強
固
な
地
歩
を
固
め
た
後
に
成
人

期
を
迎
え
た
素
堂
と
は
い
ろ
い
ろ
な
点
で
異
っ
て
い
る
。

忠
明
の
「
門
人
戒
令
」

忠
明
が
寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
に
つ
く
っ
た
「
門
人
戒
令
」
が
の
こ
っ
て
い
る
。
興
味
あ
る
こ
と
に
は
、
こ
の
戒
令
は
吉
益
束
洞
の
天

命
説
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
天
命
説
は
東
洞
の
医
諭
集
『
医
断
』
の
巾
に
み
え
る
。

忠
明
の
「
門
人
戒
令
」
は
云
う
。

そ

や

た

「
夫
れ
死
生
命
あ
り
。
も
と
よ
り
司
命
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
然
り
と
い
え
ど
も
、
そ
の
疾
み
て
、
起
つ
く
く
し
て
起
ち
得
ざ

る
も
の
往
々
こ
れ
あ
り
（
当
然
治
る
べ
き
病
気
で
治
ら
ず
に
死
ぬ
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
）
。
け
だ
し
、
人
事
を
尽
く
し
て
そ
の
起
つ
べ
き
を

し
て
必
ず
起
つ
を
得
せ
し
む
る
も
の
は
す
な
わ
ち
医
の
所
業
な
り
。
そ
の
仁
術
を
称
う
る
者
、
あ
に
虚
な
ら
ん
や
。
い
や
し
く
も
そ
の
後
を
志

あ
あ

す
者
、
鴫
乎
勉
め
ざ
ら
ん
や
。
も
し
あ
る
い
は
其
の
方
剤
を
誤
ら
ば
則
ち
そ
の
疾
い
癒
え
ざ
る
の
み
。
あ
る
い
は
そ
の
未
だ
必
し
も
死
す
べ
か

ら
ざ
る
者
を
し
て
、
そ
の
疾
に
死
せ
ず
し
て
、
そ
の
薬
に
死
せ
し
む
る
に
至
る
。
鳴
乎
恐
れ
ざ
ら
ん
や
。
後
略
（
原
漢
文
）
」

東
洞
の
「
死
生
」
（
『
医
断
』
中
）
は
云
う
。

な

「
死
生
は
命
な
り
。
天
よ
り
之
を
作
す
。
そ
れ
唯
天
よ
り
こ
れ
を
作
す
。
医
い
ず
く
ん
ぞ
能
く
之
を
死
生
せ
ん
や
。
故
に
仁
も
（
命
を
）
延

す
こ
と
能
わ
ず
。
勇
も
奪
う
こ
と
能
わ
ず
。
智
も
測
る
こ
と
能
わ
ず
。
医
も
救
う
こ
と
能
わ
ず
。
た
だ
疾
病
に
因
り
て
死
を
致
す
は
命
に
非
ざ

る
也
。
毒
薬
の
能
く
治
す
る
所
の
み
。
け
だ
し
死
生
は
医
の
あ
ず
か
ら
ざ
る
所
也
。
疾
病
は
医
の
ま
さ
に
治
す
べ
き
所
也
。
故
に
（
東
洞
）
先
生

曰
く
（
『
医
断
』
は
門
人
の
編
に
な
る
た
め
か
く
云
う
）
。
人
事
を
尽
し
て
天
命
を
待
つ
と
。
い
や
し
く
も
人
事
を
尽
さ
ず
し
て
、
あ
に
命
に
委

相
続
し
、
治
憲
公
御
薬
御
用
と
な
り
、
同
八
年
（
一
七
九
六
）
に
は
公
の
御
側
外
科
医
と
な
る
。
没
年
は
文
化
八
年
（
一
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紹
介
す
る
。

』

杉
田
玄
白
と
の
往
復
書
簡

忠
明
と
杉
田
玄
白
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
往
復
書
簡
が
二
通
あ
る
。
こ
れ
ら
は
忠
明
が
質
問
事
項
を
記
し
た
書
簡
を
玄
白
あ
て
に
発
送
し
、

同
じ
書
簡
の
行
間
に
玄
白
が
自
ら
の
所
見
を
朱
で
記
し
て
返
送
す
る
、
と
い
う
形
式
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
十
月
廿
三
日
付
の
忠
明
発
、
十
二
月
朔
日
付
の
玄
白
発
と
い
う
聿
日
簡
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
書
簡
中
の
一
部
の
例
に
つ
い
て

し
か
し
、
今
は
天
命
説
を
批
判
す
る
の
が
目
的
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
単
に
堀
内
忠
明
が
そ
の
医
療
の
大
方
針
と
し
て
東
洞
の
医
説

を
範
に
と
っ
た
事
実
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

た
だ
し
、
東
洞
と
忠
明
の
辻
〈
通
点
は
あ
く
ま
で
も
医
の
目
的
に
関
し
て
で
あ
っ
て
、
そ
の
方
法
に
関
し
て
は
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
道
を

歩
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
束
洞
は
張
仲
景
の
古
方
を
最
も
尊
崇
し
、
古
方
派
の
総
帥
と
し
て
活
躍
し
た
の
で
あ
り
、
忠
明
は
漢

方
に
理
解
を
も
ち
つ
つ
も
治
療
医
学
の
新
し
い
可
能
性
を
求
め
て
蘭
学
に
近
づ
い
た
の
で
あ
る
。

ぬ
る
こ
と
を
得
ん
や
。
是
の
故
に
術
の
明
ら
か
な
ら
ず
、
方
の
あ
た
ら
ず
し
て
死
を
い
た
す
者
は
命
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
後
略
。
（
原
漢
文
）
」

こ
の
両
者
を
く
ら
べ
れ
ば
、
そ
の
影
響
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
天
命
説
は
当
時
の
医
学
界
を
賛
否
両
論
に
一
一
分
し
た
ほ
ど
の
反
響
を
よ
ん
だ

学
説
で
あ
っ
た
。
い
ま
そ
の
詳
説
は
さ
け
る
が
、
一
言
に
し
て
云
え
ば
、
こ
れ
は
疾
病
の
予
後
を
云
々
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
考
え
で
あ
る
。

東
洞
に
云
わ
せ
れ
ば
「
予
後
と
は
、
医
師
が
あ
ら
か
じ
め
そ
の
責
任
を
回
避
す
る
方
弁
」
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
そ
う
い
う
一
面
は
否
定
で

き
な
い
。
一
方
、
反
対
派
に
云
わ
せ
れ
ば
、
「
天
命
説
こ
そ
過
失
に
よ
っ
て
人
を
死
な
せ
た
時
の
逃
口
上
」
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
も
無
論

一
理
は
あ
る
。

１
ラ
レ
メ
ン
ラ
ー
ナ

く諸
種
の
松
属
の
植
物
の
樹
幹
の
皮
部
を
切
傷
し
て
得
た
精
油
樹
脂
で
、
門
①
『
①
豆
ロ
ー
〕
ご
画
の
名
で
広
く
使
わ
れ
た
蘭
方
の
薬
で
あ
る
。
こ
の
書

テ
レ
メ
ン
テ
ー
ナ
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３
羽
一
展
腫
嬉
②
一
伊

く妊
娠
中
の
婦
人
の
右
の
乳
房
が
腫
れ
た
が
、
表
面
の
皮
一

房
に
比
べ
る
と
右
の
方
が
約
五
倍
も
大
き
く
、
硬
結
に
触
斗

明
」
の
病
気
に
つ
い
て
の
治
療
法
教
示
方
を
求
め
て
い
る
。

乳
房
腫
瘍
の
一
例

表
面
の
皮
層

て
の
意
見
を
求
め
て
い
る
。
》

を
す
る
よ
う
す
す
め
て
い
る
。

』 Ｊ２
胸
部
腫
瘍
の
一
例

く五
七
才
女
子
。
以
前
か

痛
み
を
訴
え
た
。
患
者
に

五
七
才
女
子
。
以
前
か

翰
は
、
テ
レ
メ
ン
テ
ー
ナ
の
輸
入
品
が
品
薄
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
代
替
品
を
国
産
植
物
に
求
め
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
の
話
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
八
月
廿
八
日
付
の
杉
田
玄
白
よ
り
忠
明
に
あ
て
た
手
紙
が
別
に
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
に
先
立
っ
て
忠
明
か
ら
玄
白
に

あ
て
た
手
紙
が
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
忠
明
か
ら
玄
白
に
あ
て
た
書
簡
は
残
っ
て
い
な
い
。
八
月
廿
八
日
付
の
書
簡
の
中
で
、

＊

玄
白
は
、
本
草
家
土
岐
新
甫
が
奥
羽
地
方
へ
採
薬
行
に
旅
立
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
新
甫
の
人
物
を
忠
明
に
紹
介
し
、
接
触
を
持
つ
よ
う
に
す
す

め
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
関
聯
し
て
、
蝦
夷
地
で
ト
ド
、
米
沢
辺
で
ツ
ガ
と
呼
ば
れ
る
杜
松
に
似
た
植
物
の
樹
脂
が
テ
レ
メ
ン
テ
ー
ナ
の
代

用
と
な
り
得
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
利
尿
作
用
に
つ
い
て
示
唆
し
て
い
る
。
い
ま
と
り
あ
げ
て
い
る
往
復
書
簡
中
で
忠
明
は
、
テ
レ
メ
ン
テ
ー

ナ
は
喬
木
で
深
山
に
多
生
し
て
お
り
、
い
く
ら
で
も
採
取
可
能
な
こ
と
、
ま
た
こ
れ
か
ら
得
た
薬
を
永
病
の
患
者
に
試
験
的
に
使
っ
た
と
こ
ろ

尿
利
が
つ
い
た
こ
と
を
玄
白
に
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
秋
田
に
居
る
土
岐
新
甫
に
つ
い
て
も
ふ
れ
、
来
春
米
沢
へ
来
る
と
云
っ
て
き
た
の
で
楽

し
み
に
し
て
い
る
旨
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
玄
白
は
忠
明
の
尿
利
が
つ
い
た
と
い
う
治
験
例
に
対
し
て
、
「
而
白
い
」
と
感
想
を
述
べ
で
あ
る
。

ら
肘
の
所
に
腫
瘍
が
あ
り
、
漸
時
進
行
中
だ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
胸
肋
部
に
石
の
よ
う
に
硬
い
腫
瘍
が
で
き
、
強
い

痛
み
を
訴
え
た
。
患
者
に
は
梅
毒
の
既
往
が
あ
る
。
そ
こ
で
白
効
散
、
大
熱
牡
皮
湯
を
服
用
さ
せ
、
乳
岩
盲
を
外
用
し
た
と
こ
ろ
痛
み
は
止
っ

た
が
、
全
身
に
細
い
発
疹
を
生
じ
た
。
ま
た
潰
瘍
部
は
肉
骨
が
露
出
し
、
鎖
骨
及
び
左
右
乳
房
中
に
硬
結
が
あ
る
。
こ
の
例
の
治
療
法
に
つ
い

て
の
意
見
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
玄
白
は
、
梅
毒
か
ら
カ
ン
ケ
ル
に
な
る
こ
と
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
事
を
考
慮
し
た
治
療

の
色
は
変
ら
ず
、
中
に
は
大
小
合
わ
せ
て
十
ケ
ほ
ど
の
硬
結
を
触
れ
る
。
左
の
乳

硬
結
に
触
れ
る
と
陰
痛
が
あ
る
。
う
な
じ
や
背
が
ひ
ど
く
こ
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
「
正
体
不

め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
玄
白
は
、
そ
の
婦
人
が
分
娩
を
す
ま
せ
た
ら
自
然
に
治
る
の
で
、
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二
十
才
の
痛
症
の
患
者
で
あ
る
。
性
別
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
去
年
麻
疹
を
し
て
か
ら
の
ち
に
発
症
し
、
上
を
見
て
は
倒
れ
、
足
の
指
先

に
何
か
さ
わ
っ
た
と
い
っ
て
は
倒
れ
、
人
と
ち
ょ
っ
と
長
話
を
す
る
と
倒
れ
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
は
気
分
が
ふ
さ
い
で
く
る
と

手
足
が
ふ
る
え
て
き
た
が
、
そ
の
都
度
虫
下
し
を
か
け
て
み
る
と
、
草
解
の
毛
の
よ
う
な
虫
が
た
く
さ
ん
下
っ
た
。
そ
し
て
此
の
虫
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
と
諸
症
は
軽
減
し
、
た
ま
っ
て
く
る
と
増
悪
し
た
が
、
結
局
、
虫
を
根
絶
や
し
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
そ
の
後
八
九
日
経
過

し
た
。
ほ
か
に
よ
い
考
え
も
な
い
の
で
沈
香
天
麻
湯
を
『
療
治
茶
談
』
に
あ
る
通
り
に
使
う
と
非
常
に
よ
く
な
り
、
従
来
冷
え
て
い
た
足
も
、

冷
い
所
に
居
て
も
温
く
な
り
、
夜
も
熟
睡
で
き
、
倒
れ
る
回
数
も
七
八
割
程
度
は
減
っ
た
（
つ
ま
り
前
の
卯
Ｉ
釦
％
位
に
な
っ
た
）
。
し
か
し

虫
を
根
絶
で
き
な
か
っ
た
た
め
全
快
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
先
日
心
痛
（
胸
腹
部
の
痛
み
）
が
お
こ
り
、
嘔
吐
し
た
の
で
甘
草
粉
蜜
湯
を
兼
用

し
た
と
こ
ろ
痛
み
は
忽
ち
止
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
例
の
草
蘇
の
毛
に
似
た
虫
が
た
く
さ
ん
で
た
。
こ
の
虫
を
尽
く
す
方
法
が
も
し
あ
っ
た
ら
是

非
御
教
示
願
い
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
玄
沢
は
「
別
紙
に
認
む
」
と
書
い
て
あ
る
。
問
題
が
問
題
な
の
で
、
行
間
に
書
き
入
れ
を
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
と
み
て
、

別
の
書
簡
で
解
答
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
該
当
す
る
内
容
の
玄
沢
の
書
簡
に
は
接
し
て
い
な
い
。

こ
こ
で
や
や
長
文
を
引
用
し
た
の
は
、
忠
明
の
臨
床
家
と
し
て
の
態
度
、
ま
た
、
そ
の
漢
方
、
蘭
方
に
対
す
る
姿
勢
が
よ
く
し
め
さ
れ
て
い

数
え
る
。

そ
れ
ま
で
は
治
り
に
く
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

澗
症
の
治
験

大
槻
玄
沢
と
の
往
復
書
簡

杉
田
玄
白
に
対
す
る
そ
れ
と
全
く
同
じ
形
式
の
往
復
書
簡
は
大
槻
玄
沢
と
の
間
に
も
交
わ
さ
れ
た
。
こ
の
方
は
数
が
多
く
、
全
部
で
六
通
を

こ
れ
ら
の
う
ち
の
一
通
（
一
部
欠
落
の
た
め
発
信
日
不
詳
）
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
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杉
田
玄
白
の
一
書
簡
（
八
月
廿
八
日
付
）

こ
の
書
簡
は
上
杉
麿
山
侯
の
膝
関
節
の
病
気
（
鶴
膝
風
）
の
治
療
に
関
し
て
、
忠
明
が
助
言
を
求
め
た
の
に
対
し
て
の
玄
白
の
解
答
で
あ

る
。
病
気
は
膝
関
節
嚢
内
に
水
が
た
ま
り
、
痛
み
を
訴
え
る
、
と
い
う
も
の
で
、
一
進
一
退
し
つ
つ
慢
性
に
経
過
し
て
い
た
。
一
度
カ
ン
フ
ル

ブ
ラ
ン
ト
エ
ン
バ
シ
リ
コ
ン
類
の
熱
薬
の
外
用
に
よ
り
軽
快
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
再
発
し
、
温
泉
に
行
っ
た
り
、
桂
附
（
桂
枝
・
附
子
）
の

入
っ
た
薬
の
服
用
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
全
快
に
達
し
た
が
、
更
に
再
発
の
可
能
性
も
あ
り
、
そ
う
し
た
時
の
手
当
の
方
法
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
玄
白
は
温
め
る
薬
と
し
て
、
カ
ル
ク
ワ
ー
テ
ル
加
石
鹸
な
ど
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
愚
老
の
義
度
々

拝
診
候
て
も
真
実
之
所
は
相
分
ら
ず
候
義
、
殊
に
御
容
体
書
ば
か
り
に
て
は
猶
更
の
こ
と
に
御
座
候
。
さ
り
な
が
ら
御
尋
ね
に
あ
ず
か
り
拙
案

申
し
述
べ
ざ
る
も
い
か
が
故
、
御
懇
意
に
任
せ
申
し
入
れ
候
」
と
記
し
て
お
り
、
書
簡
で
の
診
断
の
難
し
さ
を
訴
え
て
い
る
。
更
に
、
「
君
侯

御
容
体
な
ら
び
に
老
侯
御
病
状
皆
常
に
主
張
致
し
候
和
蘭
医
案
に
候
間
、
御
同
役
中
初
め
御
耳
馴
な
ら
ざ
る
事
の
み
多
き
事
と
存
じ
奉
り
候
」

と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
当
代
の
蘭
医
学
を
率
い
る
者
と
し
て
の
玄
白
の
自
覚
に
充
ち
た
表
白
と
う
け
と
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
苦
労
多
い
立
場

文
中
の
沈
香
天
麻
湯
は
李
朱
学
派
一
方
の
雄
で
あ
る
李
東
垣
の
門
人
で
あ
る
羅
天
益
の
著
わ
し
た
『
衛
生
宝
鑑
』
に
初
め
て
記
さ
れ
た
薬
方

で
あ
る
。
従
っ
て
日
本
の
系
統
と
し
て
は
、
後
世
方
に
属
す
る
薬
方
の
一
つ
で
あ
る
。

『
療
治
茶
談
』
は
白
河
の
人
、
津
田
玄
仙
の
著
書
で
あ
る
。
極
め
て
実
際
に
即
し
た
書
物
で
、
詳
し
い
臨
床
観
察
に
う
ら
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
も
多
い
。
問
題
の
沈
香
天
麻
湯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
第
二
巻
中
に
「
沈
降
天
麻
湯
間
証
秘
事
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
甘
草
粉
蜜
湯
は
張
仲
景
の
『
金
置
要
略
』
中
に
で
て
い
る
薬
方
で
あ
る
。

る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

を
も
う
ら
書
き
し
て
い
る
。

カ
ン
フ
ル
ブ
ラ
ン
ト
エ
ン
バ
シ
リ
コ
ン
は
⑦
四
目
目
①
【
頁
四
目
Ｑ
昌
言
９
，
罠
８
国
で
、
カ
ン
フ
ル
ブ
ラ
ン
ト
ェ
ン
に
つ
い
て
は
宇
田
川
榛
調



小
括

こ
こ
で
は
、
忠
明
の
臨
床
医
と
し
て
の
一
面
を
画
く
よ
う
に
努
め
た
。
と
り
あ
げ
た
資
料
は
少
く
、
今
後
の
追
加
に
よ
っ
て
よ
り
完
全
を
期

し
た
い
が
、
そ
れ
で
も
、
な
お
何
ほ
ど
が
は
人
間
忠
明
、
医
師
忠
明
を
写
し
得
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
ま
た
杉
田
玄
白
、
大
槻
玄
沢
と
の
往
復

書
簡
（
こ
こ
で
は
玄
沢
の
解
答
に
は
接
し
な
か
っ
た
が
）
と
い
う
形
式
も
面
白
く
、
ま
た
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
今
回
は
特
に
玄
白
と
の
交
流
が
述

べ
ら
れ
、
玄
白
そ
の
人
の
人
物
な
り
思
想
な
り
を
知
る
上
に
も
貴
重
な
示
唆
が
与
え
ら
れ
た
。

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
忠
明
の
時
代
は
蘭
学
の
勃
興
期
で
あ
り
、
蘭
学
者
と
い
え
ど
も
、
治
療
医
学
と
し
て
の
漢
方
に
つ
い
て
は
深
い

造
詣
と
十
分
な
理
解
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
一
八
世
紀
蘭
学
が
一
九
世
紀
蘭
学
と
相
異
す
る
最
大
の
点
で
あ
る
。
宇
田
川
玄
随
の
『
西

説
内
科
選
要
』
初
版
（
’
七
九
三
年
刊
）
に
多
紀
元
簡
が
序
を
寄
せ
た
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ま
た
蘭
学
の
胎
動
も
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
嘗
て
中
国
産
生
薬
の
代
替
薬
を
日
本
産
の
も
の
に
求
め
た
よ
う
に
、
關
方
薬
の
代
替
品

を
探
す
試
み
が
藺
方
医
と
本
草
家
の
提
携
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
テ
レ
メ
ン
テ
ー
ナ
に
関
す
る
そ
の
試
み
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

堀
内
文
書
関
係
で
は
、
な
お
依
蘭
苔
（
○
①
言
閏
旨
尉
］
営
呂
８
）
の
代
替
品
を
め
ぐ
る
話
が
忠
明
の
子
、
素
堂
に
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
他

口
記
す
こ
と
と
す
る
。

カ
ム
プ
ラ

斎
、
椿
庵
の
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
巻
七
に
掲
布
羅
精
と
し
て
製
法
、
主
治
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
外
敷
シ
テ
惨
透
開
達
シ
凝
血
ヲ
疏
解
シ
腐

敗
ヲ
遇
メ
弛
弱
ヲ
強
固
ス
。
傷
冷
毒
痛
、
打
撲
傷
、
閃
挫
、
転
筋
、
麻
痒
ヲ
治
ス
」
と
あ
る
。
、
バ
シ
リ
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
同
書
巻
二
に
抜
実

八
ヂ

Ⅱ
〃
ユ
ム

栗
格
謨
膏
と
し
て
製
法
、
主
治
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
古
来
、
關
方
の
最
も
基
方
的
な
薬
物
の
一
つ
と
し
て
重
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
こ
の
両
者
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を
外
用
に
供
し
た
の
で
あ
る
。

カ
ル
ク
ワ
ー
ト
ル
は
石
灰
水
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
掲
の
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
巻
三
十
に
詳
説
が
あ
る
。
ま
た
石
鹸
に
関
し
て
も

同
書
同
巻
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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ま
た
治
療
に
関
し
て
は
や
漢
方
で
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
を
間
方
に
期
待
し
て
い
る
様
子
が
や
こ
の
書
簡
の
中
に
は
っ
き
り
と
う
か
が
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
杉
田
玄
白
ら
闘
方
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
々
が
、
強
い
自
覚
を
も
っ
て
關
方
の
興
隆
に
尽
力
し
た
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
う
し

た
努
力
を
土
壌
と
し
て
一
九
枇
紀
蘭
学
の
繁
栄
を
み
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

＊
土
岐
新
甫
八
月
廿
八
日
付
け
の
杉
田
玄
白
の
書
簡
に
は
土
岐
俊
甫
と
み
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
す
る
返
書
の
意
味
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
十
月
廿
三
日
付

け
の
忠
明
の
書
簡
に
は
土
岐
紅
市
と
読
め
る
。
ま
た
こ
の
書
簡
の
文
面
か
ら
す
る
と
土
岐
氏
か
ら
忠
明
あ
て
の
書
簡
が
そ
の
間
に
忠
明
の
も
と
に
と
ど
い
て

い
る
。
と
い
う
の
は
、
忠
明
が
土
岐
氏
の
署
名
を
み
た
上
で
十
月
廿
三
日
付
書
簡
に
紅
甫
と
認
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
九
月
廿
二
日
付
け
の
津

江
柏
寿
の
忠
明
あ
て
書
簡
に
も
土
岐
紅
甫
と
あ
る
。
白
井
光
太
郎
の
『
博
物
学
年
表
』
の
寛
政
十
一
年
条
に
土
岐
新
甫
を
記
す
。
同
年
渋
江
長
伯
に
随
行
し

て
蝦
夷
地
採
藥
の
こ
と
に
あ
た
っ
た
と
い
う
。
国
会
図
書
館
伊
藤
文
庫
に
水
谷
豐
文
自
筆
の
『
鉤
致
堂
随
筆
』
と
い
う
稿
本
が
あ
る
。
こ
の
旧
蔵
者
伊
藤
圭

介
は
「
錦
羊
九
才
ノ
時
受
政
王
申
ｌ
大
塚
口
該
当
年
な
し
）
京
師
二
遊
学
ス
．
同
窓
ノ
臺
星
越
後
ノ
産
胎
薬
本
数
冊
ヲ
携
帯
ｆ
窒
定
ヲ
乞
ヘ

リ
。
中
一
一
ハ
奇
品
モ
ァ
レ
“
ハ
京
ヨ
リ
尾
二
送
り
水
谷
先
生
一
一
モ
見
セ
リ
。
翁
一
覧
シ
ソ
ノ
奇
遇
ヲ
驚
喜
セ
リ
。
是
往
年
鑿
定
セ
シ
土
岐
新
甫
ノ
謄
葉
ナ
リ
。

再
上
之
ヲ
抄
セ
ラ
レ
タ
リ
。
即
チ
此
冊
子
ニ
シ
テ
ソ
ノ
自
筆
ナ
リ
」
と
こ
の
手
稿
本
の
由
来
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
圭
介
は
「
此
草
稿
写
本
ハ
美
濃
赤
坂
駅

ノ
土
岐
新
甫
ノ
説
ニ
シ
テ
水
谷
助
六
翁
ノ
筆
記
セ
ラ
レ
シ
冊
子
也
。
後
日
反
古
変
紙
ト
ナ
ラ
ン
様
ヲ
恐
レ
バ
表
紙
ヲ
付
ケ
製
本
ス
ベ
キ
事
也
。
新
甫
ハ
海
内

東
西
諸
国
二
採
草
シ
北
海
道
迄
モ
渡
リ
タ
リ
。
一
奇
人
也
」
と
も
記
し
て
い
る
。
ま
た
『
蝦
夷
草
木
図
』
（
栗
本
昌
蔵
、
坂
丹
邸
考
証
、
栗
本
丹
洲
奥
書
、

国
会
図
書
館
蔵
）
の
ク
ィ
条
に
も
「
嘗
テ
土
岐
新
甫
ナ
ル
モ
ノ
彼
地
随
営
ノ
医
タ
リ
。
蘭
山
先
生
及
上
渋
江
西
園
二
随
テ
学
フ
。
諸
国
ヲ
巡
テ
薬
ヲ
採
ル
ー

夷
地
海
岸
ノ
草
木
ハ
富
士
五
合
辺
ニ
ァ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
る
。
以
上
の
こ
と
よ
り
、
文
書
中
に
俊
甫
、
あ
る
い
は
紅
甫
と
あ
る
も
の
を
新
甫
と
同
一
人
物

と
一
応
推
定
し
、
後
考
を
俟
つ
こ
と
と
す
る
。

文
献

目
堀
内
亮
一
編
』
堀
内
素
堂

目
鶴
沖
元
逸
著
・
中
西
惟
仲

目
津
田
玄
仙
著
》
療
治
茶
談

倒
宇
田
川
榛
斎
著
・
同
熔
庵

堀
内
亮
一
編
』
堀
内
素
堂

鶴
沖
元
逸
著
・
中
西
惟
仲

宇
田
川
榛
斎
著
・
同
椿
庵

校
補
亜
医
断

校
補
亜
遠
西
医
方
名
物
考

（
本
研
究
は
昭
和
四
五
・
四
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
饗
の
助
成
に
よ
っ
た
ｃ
）

n庁

0イ
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■黄牛病の謎

■アクラの野口博士

■ロスのマラリア研究を偲ぶ

■ズビニの鉤虫発見の跡

■杉山なか女の解剖願書

■ジヨセフ・メイステルの生涯
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り
、
あ
る
い
は
人
に
し

し
て
敢
て
発
表
す
る
。

赤
特
集
“
堀
内
文
書
の
研
究

参
照
資
料
は
終
り
は
挙
げ
た
が
、
堀
内
文
書
に
よ
る
も
の
は
各
項
目
の
下
に
分
類
番
号
を
付
け
た
。

尚
、
こ
の
年
表
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
小
川
鼎
三
、
大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
片
桐
一
男
、
堀
内
淳
一
諸
先
生
お
よ
び
米
沢
在
住
の
今
泉

亨
吉
、
和
田
文
益
、
高
野
繁
諸
氏
に
負
う
と
こ
ろ
の
多
か
っ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。
‐

（
本
研
究
は
昭
和
妬
・
妬
年
の
文
部
省
科
学
研
究
費
の
助
成
に
よ
っ
た
）
・
・
・
ゞ
。
：

と
っ
た
。

堀
内
家
の
系
図
は
慶
長
年
間
か
ら
判
明
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
武
家
よ
り
医
家
に
転
じ
た
代
か
ら
の
も
の
を
採
り
、
終
り
は
堀
内
家
最
後

の
藩
医
堀
内
忠
淳
の
残
し
た
後
、
弟
亮
之
助
の
家
督
し
た
年
（
慶
応
元
年
）
に
と
ど
め
た
Ｐ

堀
内
家
の
当
主
の
名
前
は
初
め
の
呼
び
名
と
名
乗
り
や
襲
名
し
た
名
前
が
あ
り
、
混
乱
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
最
も
区
別
し
や
す
い
名
前
を

は
じ
め
に

米
沢
藩
の
藩
医
で
あ
っ
た
堀
内
家
に
伝
わ
る
文
書
の
調
査
に
あ
た
り
、
こ
れ
に
関
係
あ
る
事
項
を
年
表
に
ま
と
め
た
。
資
料
は
時
代
に
よ

、
あ
る
い
は
人
に
よ
り
多
寡
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
調
整
せ
ず
採
用
し
た
た
め
、
年
表
に
粗
密
を
生
じ
た
が
、
基
礎
資
料
と

堀
内
文
書
関
係
年
譜

日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
十
八
巻
昭
和
四
十
七
年
二
月
一
日
受
付

第
一
号
，
昭
和
四
十
七
年
三
月

酒

井
シ
ッ
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年
譜

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）

堀
内
家
の
善
左
ェ
門
の
代
、
実
子
早
世
に
よ
り
、
元
御
細
工
頭
金

沢
彦
六
の
弟
が
家
督
相
続
。
堀
内
直
菫
忠
哲
、
俗
名
仁
右
エ
門
と
称

１

し
、
組
外
仲
間
と
し
て
勤
め
る
。

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）

直
董
、
若
年
よ
り
飯
田
忠
林
に
つ
き
、
蘭
方
外
科
を
十
二
、
三
年

修
行
し
た
こ
と
を
以
っ
て
、
医
家
に
転
ず
る
こ
と
を
願
い
出
て
許
さ』

れ
る
。
飯
田
忠
林
は
幕
府
医
官
杉
本
忠
恵
法
眼
に
つ
き
外
科
を
学
ぶ
。

１

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）

二
月
十
五
日
直
董
、
剃
髪
の
上
、
初
め
て
江
戸
に
お
供
登
。
翌

１

年
、
米
沢
に
帰
る
。

享
保
五
年
（
一
七
二
○
）

七
月
、
上
杉
重
定
生
れ
る
。
幼
名
直
千
代
。

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

正
月
二
十
二
日
、
善
左
ェ
門
直
采
（
直
董
の
養
父
）
の
妻
股
す
。

五
月
一
日
藩
主
上
杉
吉
憲
、
米
沢
に
て
段
。

六
月
四
日
上
杉
宗
憲
家
督
相
続
。
江
戸
へ
の
御
発
駕
に
直
董
、

お
供
し
て
江
戸
に
登
る
。
宗
憲
、
江
戸
御
定
府
に
付
、
直
董
、
一
年

交
代
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
年
、
米
沢
に
帰
る
。

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

二
月
十
三
日
直
菫
の
娘
死
す
。
良
紅
童
女
。

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）

五
月
四
日
御
国
御
日
附
と
し
て
本
多
兵
部
、
鳥
井
久
太
夫
両
名

米
沢
に
下
る
に
付
、
直
董
、
米
沢
逗
留
中
の
本
多
兵
部
付
に
仰
付
ら

れ
る
。

七
月
、
烏
井
久
太
夫
付
の
桑
嶋
忠
仙
病
死
に
付
、
直
董
、
本
多
、

烏
井
の
両
人
の
逗
留
中
、
一
人
で
病
用
を
勤
る
。

十
一
月
四
日
直
董
、
本
多
、
烏
井
両
人
帰
府
に
お
供
し
て
江
戸

に
。
同
二
十
八
日
米
沢
に
帰
る
。

享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）

直
董
、
江
戸
に
お
供
登
。
翌
年
、
米
沢
へ
の
帰
路
、
日
光
参
詣
に

お
供
、
五
月
米
沢
に
帰
る
。

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）

四
月
、
直
董
、
御
留
学
御
番
転
を
命
ぜ
ら
れ
、
江
戸
に
登
り
、
一

年
勤
め
る
。
こ
の
間
、
御
前
様
の
瘡
腫
な
ど
治
療
す
る
。

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）

正
月
、
米
沢
藩
に
御
堀
俊
御
手
伝
御
普
請
を
命
ぜ
ら
れ
た
為
、
直

董
、
四
月
の
米
沢
へ
帰
る
こ
と
を
差
留
め
ら
れ
、
場
所
勤
を
仰
付
け

ら
れ
、
十
月
ま
で
そ
こ
に
移
り
勤
め
る
。

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）

三
月
、
直
董
、
五
十
九
才
を
以
て
隠
居
を
願
い
、
嫡
子
直
生
忠
意

に
家
督
を
譲
る
。
直
生
調
才
。

五
月
、
藩
主
上
杉
宗
憲
残
。
宗
房
、
家
督
す
。

元
文
二
年
（
’
七
三
七
）

直
生
、
宗
房
に
つ
い
て
江
戸
に
お
供
登
。
一
年
、
御
番
転
を
勤
め
、
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翌
年
、
お
供
下
。

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）

十
一
月
三
日
堀
内
直
菫
忠
哲
殿
。
享
年
“
才
。
関
忠
哲
玄
居
士
。

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）

３ Ｊ

直
生
忠
意
、
御
中
の
間
御
番
医
と
な
る
。

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）

八
月
十
二
日
藩
主
宗
房
設
。

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）

二
月
一
日
堀
内
直
生
忠
意
段
。
享
年
鞭
才
。
意
徹
忠
祖
居
士
。

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）

堀
内
易
庵
（
直
生
の
嫡
子
）
の
弟
、
御
中
間
御
番
医
師
（
鍼
医
）

草
刈
元
民
の
跡
を
継
ぎ
、
草
刈
道
格
良
典
と
称
す
。

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）

十
月
二
十
三
日
忠
哲
直
董
の
妻
残
す
。
祖
室
惹
焼
大
姉
。

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）

二
月
八
日
米
沢
藩
江
戸
家
老
竹
俣
当
綱
ら
、
米
沢
の
二
の
丸
会

談
所
に
て
、
悪
評
高
き
郡
代
森
平
右
エ
門
を
誰
殺
。

明
治
一
年
（
一
七
六
四
）

十
月
十
六
日
松
原
で
解
剖
、
主
と
し
て
骨
関
節
を
観
察
し
、

「
手
足
骨
節
之
図
」
を
記
す
（
二
七
七
号
）

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

藩
主
重
定
隠
居
、
治
憲
家
督
す
。

安
永
七
年
（
一
七
七
六
）

１ Ｊ

草
刈
道
格
、
江
戸
へ
お
供
登
。

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

八
月
五
日
明
和
元
年
の
解
剖
に
続
き
、
ま
た
解
剖
が
行
わ
れ
、

こ
の
時
は
内
臓
も
調
べ
る
（
二
七
七
号
）
。

安
永
九
年
（
一
七
八
○
）

こ
の
頃
、
堀
内
直
生
忠
意
の
嫡
子
易
庵
忠
知
（
初
め
忠
意
と
称
す
）
、

外
様
法
体
に
組
入
ら
れ
る
。

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

米
沢
凶
荒
。
領
民
す
べ
て
に
粥
、
榛
を
用
い
さ
せ
る
。
六
老
志
賀

八
右
ェ
門
、
降
旗
左
司
馬
は
越
後
、
酒
田
な
ど
へ
米
の
購
入
に
遣
わ

２ Ｊ

さ
れ
る
。

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）

４ Ｊ

米
沢
藩
領
内
に
疫
病
流
行
。

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

二
月
六
日
、
治
憲
隠
居
、
九
月
に
三
の
丸
御
殿
（
餐
霞
館
）
に
移

２ ブ
ブ
（
》
○

二
月
七
日
、
治
広
、
家
督
と
な
り
、
治
憲
を
中
殿
様
、
重
定
を
大

２

殿
様
、
治
憲
の
実
子
顕
孝
を
若
殿
様
と
呼
ぶ
。

４ Ｊ

易
庵
、
こ
の
時
す
で
に
治
憲
の
御
側
医
と
し
て
仕
え
て
い
る
。

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）

長
雨
に
よ
る
凶
作
。
こ
の
年
も
粥
躁
を
用
い
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ

２ Ｊ
ブ
（
》
Ｏ

十
二
月
、
赤
井
専
五
郎
宗
峻
、
堀
内
の
門
に
入
る
（
門
生
譜
第
一
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人
目
）
。

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）

五
月
十
八
日
、
易
庵
、
治
憲
の
実
父
秋
月
長
門
守
種
美
の
病
気
同

４ Ｊ

い
に
江
戸
に
遣
わ
さ
れ
る
。

六
月
、
易
庵
の
嫡
子
忠
意
忠
明
（
林
哲
、
号
は
壺
天
）
、
父
の
留
守

中
、
治
憲
の
御
薬
用
を
勤
め
る
。

２ Ｊ

六
月
二
十
三
日
、
治
憲
、
格
外
の
大
倹
約
を
命
じ
る
。

八
月
十
七
日
、
治
憲
、
秋
月
長
門
守
の
看
病
に
江
戸
に
出
立
。
香

坂
右
仲
、
家
老
代
と
な
る
。

九
月
二
十
五
日
、
秋
月
長
門
守
殿
。

十
月
十
七
日
、
治
憲
、
養
父
重
定
の
重
体
の
報
せ
に
急
い
で
米
沢

に
戻
る
。
易
庵
、
供
を
し
て
米
沢
へ
・

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

八
月
六
日
、
易
庵
の
娘
死
す
。
卯
月
禅
童
女
。

寛
政
一
年
（
一
七
八
九
）

四
月
、
林
哲
、
江
戸
詰
と
な
る
。
こ
の
時
、
大
槻
玄
沢
の
芝
間
堂

に
入
門
。
門
人
帳
の
三
人
目
に
そ
の
名
を
見
る
。
林
哲
は
二
年
江
戸

で
過
し
、
米
沢
に
戻
る
。
こ
の
間
、
杉
田
玄
白
に
も
つ
い
た
ら
し
い
。

同
月
、
内
村
洞
翁
（
米
沢
藩
医
、
初
め
覚
端
）
、
杉
田
玄
白
に
入
門
。

寄
宿
修
業
の
上
、
翌
年
米
沢
に
戻
る
。

七
月
、
中
津
川
小
屋
村
疫
病
流
行
。

宇
津
木
運
蔵
、
堀
内
の
門
に
入
る
（
二
七
一
号
）
。

寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）

。
．
ｎ
色
。

、
●
’
五

五
月
十
八
日
、
米
沢
大
雨
洪
水
。

２

七
月
、
疫
病
大
流
行
。
貧
者
に
薬
代
が
施
さ
れ
る
。

九
月
、
斎
藤
万
太
郎
祐
方
、
林
哲
に
入
門
（
二
七
一
号
）
。

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

五
月
、
治
広
、
政
費
大
節
減
を
断
行
。
諸
役
人
の
減
省
、
休
職
を

２
・

←
何
宗
っ
。

九
月
二
十
六
日
、
易
庵
の
室
段
。
天
相
妙
然
大
姉
。

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

五
月
、
寺
嶋
式
次
、
小
池
忠
伯
二
名
林
哲
の
門
に
入
る
（
二
七
一

口
百
○

七
月
、
下
長
井
栃
窪
村
疫
病
流
行
。

八
月
十
七
日
、
江
戸
本
草
家
佐
藤
平
三
郎
を
米
沢
に
招
く
。
翌
年

十
月
帰
府
。
こ
の
間
、
藩
医
や
修
行
中
の
も
の
に
本
草
綱
目
な
ど
の

講
義
を
行
う
。
こ
れ
が
の
ち
に
発
展
し
て
、
好
生
堂
と
な
る
。

八
凡
廿
一
日
、
易
庵
、
癌
疫
に
て
卒
す
。
舘
山
寺
に
葬
る
。
易
山

３ Ｊ

幽
庵
居
士
。

十
一
月
、
林
哲
、
家
督
相
続
。
治
憲
の
御
薬
御
用
に
命
ぜ
ら
れ
る

４

（
五
石
五
人
扶
持
）
。

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

米
沢
国
産
所
内
に
医
学
所
を
設
け
、
好
生
堂
と
称
す
。
初
代
会
頭

平
田
道
宣
。

十
月
二
十
五
日
、
杉
田
玄
白
宅
焼
失
（
二
八
号
）
。

こ
の
頃
、
林
哲
、
産
科
に
も
通
暁
し
て
い
た
（
三
三
号
）
。
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４ 、
ノ

桑
嶋
雲
白
（
米
沢
藩
医
、
初
め
貞
白
）
、
杉
田
玄
白
に
入
門
。

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

４

一
月
、
顕
孝
（
治
憲
実
子
）
、
江
戸
白
銀
邸
で
庖
瘡
に
て
段
。

二
月
、
治
広
、
庖
瘡
に
罹
る
。

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）

九
月
、
米
沢
、
痘
瘡
大
流
行
。

十
月
、
林
哲
、
子
供
を
亡
す
。
霊
光
童
子
。

十
一
月
、
痘
瘡
専
門
医
津
江
栢
寿
、
江
戸
よ
り
招
か
れ
、
藩
医
に

教
授
し
、
治
療
を
行
う
。
こ
の
時
、
津
江
栢
寿
の
編
に
な
る
「
庖
瘡

２ Ｊ

治
療
書
」
を
板
行
、
領
内
に
頒
布
。

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

４ ７

一
月
二
十
一
日
、
林
哲
、
治
憲
の
御
側
医
と
な
る
。

４ Ｊ

二
月
、
飯
田
忠
林
正
倫
、
桂
川
甫
園
（
周
か
）
に
入
門
。

寛
政
九
年
（
一
七
九
二
）

四
月
、
佐
藤
秀
蔵
林
庸
、
林
哲
の
門
に
入
る
（
二
七
一
号
）
。

１ ０

十
一
月
二
十
二
日
、
杉
田
玄
白
宅
類
焼
。

こ
の
年
、
全
国
各
地
に
痘
瘡
流
行
。
林
哲
の
子
供
も
罹
患
（
二
○

号
）
。
７

２

治
広
、
米
沢
藩
士
の
屋
敷
に
薬
草
黄
連
の
栽
培
を
推
奨
。

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）

大
殿
様
重
定
段
。
享
年
門
才
。

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

４ Ｊ

六
月
、
荻
金
山
に
疫
病
流
行
。

七
月
、
諸
士
御
扶
持
米
、
一
人
扶
持
一
ケ
月
分
一
斗
三
升
と
定
め

２ Ｊ
ブ
（
》
○

九
月
、
佐
藤
長
吉
、
林
哲
の
門
に
入
る
（
二
七
一
号
）
。

寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）

林
哲
、
門
人
の
た
め
「
誓
誠
」
を
作
る
（
二
七
○
号
）
。

四
月
、
米
沢
藩
、
合
薬
売
買
取
締
の
令
が
で
る
。
以
後
、
他
国
の

合
薬
の
購
入
が
禁
止
さ
れ
、
売
買
に
は
看
板
、
薬
袋
に
「
御
免
」
と

５ Ｊ

印
す
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

五
月
十
八
日
、
林
哲
の
妻
殿
す
。
蓮
香
妙
華
大
姉
。
》

享
和
元
年
（
一
》
八
○
一
）

林
哲
の
嫡
子
、
忠
竜
忠
覚
（
初
め
忠
公
と
称
し
、
号
が
素
堂
、
壽

は
忠
寛
、
字
は
君
栗
、
忠
竜
を
後
に
故
あ
り
忠
亮
と
称
す
）
、
米
沢

元
篭
町
に
生
れ
る
。

二
月
、
高
橋
玄
勝
（
米
沢
藩
医
、
桂
山
、
後
に
素
堂
の
岳
父
と
な

る
）
、
京
大
阪
、
長
崎
に
留
学
。
京
都
で
竹
中
文
啓
よ
り
痔
漏
の
治

術
を
伝
授
さ
れ
、
長
崎
で
は
九
月
、
吉
雄
定
次
郎
に
入
門
、
蘭
方
を

４ Ｊ

修
業
（
二
三
九
号
）
。
翌
年
六
月
に
江
戸
に
戻
る
。

四
月
、
飯
田
幽
澗
、
・
細
井
平
洲
（
治
憲
の
師
）
の
治
療
に
遣
わ
さ

４ う

れ
る
。
平
洲
、
六
月
に
段
す
。

４ ７

十
一
月
、
下
長
に
痘
瘡
流
行
。

享
和
二
年
（
一
八
○
二
）

八
月
、
林
哲
、
於
克
様
（
重
定
の
次
男
勝
煕
の
女
、
後
の
日
野
資

４ Ｊ

英
夫
人
）
に
つ
い
て
江
戸
に
登
る
。
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享
和
三
年
（
一
八
○
一
一
一
）

Ｊ

小
松
村
一
帯
麻
疹
流
極
。

十
二
月
二
十
五
日
、
奉
行
蓮
戸
六
郎
兵
衛
喜
政
卒
す
。
三
日
間
鳴

Ｊ

物
を
停
心
。

文
化
元
年
（
一
八
○
四
）

十
二
月
二
十
四
日
、
江
戸
御
留
居
、
高
橋
平
左
エ
門
吉
輔
殿
。
俳

名
を
紅
二
と
称
壷
。

こ
の
年
、
、
林
哲
、
門
人
戒
令
を
作
る
（
一
一
七
二
号
）
。
大
御
門
上
番

脇
本
友
右
ェ
門
他
五
名
、
林
哲
の
門
に
入
る
（
二
七
一
号
）
。

文
化
三
年
（
一
八
○
六
）

二
月
、
喜
平
次
（
治
広
の
世
子
後
の
斎
定
）
庖
瘡
に
罹
る
。４ Ｊ

八
月
、
内
村
元
智
直
高
（
初
め
源
次
郎
、
洞
翁
の
嫡
子
）
、
杉
田
玄

Ｊ

白
に
入
門
。
翌
年
、
土
生
玄
碩
に
つ
い
て
眼
科
を
修
業
。６

十
二
月
、
米
沢
、
国
産
役
所
内
の
好
生
館
を
学
館
長
屋
に
移
転
。２ 少

４ Ｊ

総
裁
飯
田
幽
澗
。

文
化
四
年
（
一
八
○
七
）

六
月
五
日
、
露
西
亜
船
北
辺
を
窺
ふ
旨
の
通
報
あ
り
。２ Ｊ

文
化
五
年
（
一
八
○
八
）

正
月
、
仙
台
、
会
津
の
両
藩
よ
り
蝦
夷
地
守
護
の
た
め
出
兵
。

六
月
、
治
憲
、
膝
痛
を
患
平
林
哲
、
こ
の
治
療
法
を
杉
田
玄
白

に
書
翰
で
問
う
。
こ
の
頃
、
治
広
も
足
指
を
患
い
、
玄
白
の
往
診
を

求
め
る
（
一
二
号
）
。

治
憲
の
膝
痛
に
つ
き
、
隠
居
後
の
飯
田
幽
澗
（
忠
林
）
も
相
談
に

４ ，
Ｊ

あ
づ
か
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
る
（
八
○
号
、
八
一
号
）
。

，

十
月
、
上
杉
岩
之
助
（
斎
定
の
弟
）
、
元
服
。
主
水
勝
庸
と
称
す
。２

文
化
七
年
（
一
八
一
○
）

三
月
飯
田
幽
澗
段
。

ｊ

中
山
駅
疫
病
流
徹
。

文
化
八
年
（
一
八
二
）

正
月
、
林
哲
、
御
側
医
と
し
て
十
六
年
勤
め
た
こ
と
を
以
て
八
人

Ｊ

扶
持
五
石
と
な
ふ
。

閨
二
月
二
十
三
日
、
林
哲
殿
。
舘
山
寺
に
葬
る
。
壺
天
院
清
亮
中

３ Ｊ

明
居
士
。

三
月
、
米
沢
大
火
。
林
哲
の
嫡
子
、
忠
竜
忠
寛
（
素
堂
）
、
ｎ
才
に

し
て
家
督
相
続
。
五
人
扶
持
五
石
を
も
っ
て
、
組
並
に
相
勤
め
る
よ

４ う

う
命
ぜ
ら
れ
る
。

文
化
九
年
（
’
八
一
二
）

九
月
七
日
、
治
広
、
中
風
の
た
め
隠
居
、
兵
庫
頭
と
称
す
。
斎
定

２ Ｊ

家
督
。

十
一
月
、
江
戸
大
地
震
。

十
二
月
、
林
哲
の
三
男
死
す
。
天
然
幼
性
童
子
。

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

幕
府
、
米
沢
藩
に
紅
葉
山
御
殿
の
普
請
手
伝
金
一
万
八
千
二
言
両

出
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
藩
の
財
政
緊
縮
の
策
を
と
り
、
好
生
堂
を
閉

５

鎖
す
。

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
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３ ，
Ｊ

素
堂
、
高
橋
桂
山
（
玄
勝
）
の
門
に
入
り
、
寄
宿
修
業
。

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

杉
田
玄
白
設
。
享
年
弱
才
。

文
政
三
年
（
一
八
二
○
）

三
月
、
素
堂
、
江
戸
御
番
転
の
お
供
を
し
て
江
戸
に
登
る
。
十
二

月
よ
り
、
江
戸
御
留
守
御
番
詰
と
な
り
、
家
芸
修
業
の
た
め
杉
田
立

６ Ｊ

卿
の
門
に
入
る
。

六
月
、
米
沢
に
熱
病
流
行
。

冬
、
治
憲
の
腫
物
悪
化
。

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）

三
月
二
十
七
日
、
素
堂
の
祖
母
、
易
庵
の
妻
投
す
。
永
室
妙
寿
大

姉
。

６

閨
四
月
、
大
塚
村
庖
瘡
流
行
。

十
月
、
斎
定
、
病
犬
を
撲
殺
し
、
負
傷
者
の
治
療
を
頒
示
す
る
こ

２ Ｊ

と
を
命
ず
。

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

二
月
、
素
堂
、
米
沢
に
呼
び
戻
さ
れ
、
斎
定
の
御
側
医
に
命
ぜ
ら

れ
る
（
塑
才
）
。
こ
の
時
、
素
堂
、
臓
山
（
治
憲
）
の
元
に
召
さ
れ
、

３ Ｊ

説
諭
さ
れ
る
。
こ
の
模
様
を
日
渉
園
随
筆
の
認
楚
続
詔
に
記
す
。

三
月
、
鷹
山
残
す
。

四
月
、
素
堂
、
江
戸
へ
。

九
月
、
前
藩
主
上
杉
治
広
投
。

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

二
月
、
伊
東
救
庵
祐
直
（
救
葦
）
、
江
戸
で
土
生
玄
碩
、
杉
田
立
卿

６ Ｊ

に
入
門
。
眼
科
と
外
科
を
習
う
。

６ Ｊ

四
月
、
素
堂
、
米
沢
へ
お
供
入
り
。

二
月
、
黒
沢
農
輔
、
素
堂
に
入
門
（
一
説
に
文
政
三
年
十
月
と
あ

る
）
。

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

三
月
、
米
沢
、
好
生
堂
再
開
。

四
月
、
素
堂
、
江
戸
へ
お
供
登
。

同
月
、
米
沢
大
火
。
麻
疹
流
行
。

八
月
、
米
沢
大
雨
で
洪
水
。

五
月
、
小
池
忠
郁
、
素
堂
の
門
に
入
る
。

３

十
月
、
素
堂
、
布
連
幾
の
解
剖
書
中
骨
編
を
訳
す
。

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）

四
月
、
藩
主
よ
り
、
素
堂
の
藺
学
に
勤
勉
な
る
こ
と
を
賞
し
て
小

６ Ｊ

判
壱
枚
と
蘭
書
一
部
を
下
さ
る
。

五
月
、
素
堂
、
お
供
下
り
で
米
沢
へ
・

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

三
月
、
素
堂
お
供
登
で
江
戸
へ
・

四
月
、
伊
東
救
庵
、
長
崎
へ
眼
科
、
外
科
修
業
に
赴
き
、
シ
ー
ポ

ル
ト
に
入
門
。
翌
年
五
月
米
沢
に
帰
る
。
こ
の
間
、
素
堂
、
救
庵
を

３ Ｊ

介
し
て
シ
ー
ポ
ル
ト
に
依
藺
苔
の
鑑
定
を
依
頼
す
る
。
ま
た
、
シ
ー

ポ
ル
ト
に
米
沢
の
舘
山
寺
裏
山
の
イ
カ
リ
草
と
綱
木
村
の
竹
節
人
蓼

５ Ｊ

を
贈
り
、
こ
れ
が
ラ
イ
デ
ン
博
物
館
に
残
る
。
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十
月
、
斎
定
諺
江
戸
で
大
病
と
な
り
、
篠
山
藩
医
湊
長
安
が
招
か

２ ７

ら
治
療
に
あ
た
り
、
平
癒
。
こ
れ
よ
り
一
層
、
米
沢
藩
の
蘭
方
が
盛

と
な
る
。

八
月
、
素
堂
の
師
、
神
保
蘭
室
残
す
。
享
年
拠
才
。
素
堂
「
祭
先

３

師
神
保
先
生
」
を
作
る
。

三
月
、
大
槻
磐
水
段
。
亭
年
刷
才
。

五
月
、
素
堂
、
米
沢
へ
お
供
下
。

六
月
、
上
村
玄
端
（
玄
立
、
孝
継
）
他
二
名
、
八
月
に
小
池
忠
琢

が
素
堂
の
門
に
入
る
。

３ Ｊ

こ
の
年
、
素
堂
「
獲
依
蘭
苔
記
」
を
著
す
。

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）

三
月
、
素
堂
、
お
供
登
り
で
江
戸
へ
。
翌
年
四
月
お
供
下
り
で
米

沢
へ
。こ

の
年
、
素
堂
「
幼
々
一
言
」
を
著
す
。

十
一
月
、
細
谷
忠
貞
、
素
堂
に
入
門
。

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

五
月
、
須
階
元
亮
（
庄
入
生
れ
）
と
後
に
坪
井
信
道
の
門
人
と
な

っ
た
鈴
木
千
里
が
素
堂
に
入
門
。
六
月
に
飯
田
有
益
（
連
倫
、
幽
澗

の
孫
）
、
七
月
に
山
口
彰
水
、
十
月
に
寺
島
退
葺
（
後
の
志
田
玄
策
）
、

十
一
月
に
栢
倉
庄
蔵
（
最
上
生
れ
）
が
入
門
。
合
計
六
名
。

天
保
元
年
（
一
八
三
○
）

三
月
、
素
堂
、
江
戸
へ
お
供
登
。

十
月
、
高
橋
玄
勝
殿
。

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

三
月
、
長
崎
の
通
詞
吉
雄
忠
次
郎
蓮
シ
ー
ポ
ル
ト
事
件
に
よ
り
、

米
沢
支
侯
上
杉
駿
河
守
頑
け
と
な
る
。
天
保
四
年
二
月
、
米
沢
で
客

死
。

八
月
、
素
堂
、
六
十
日
の
休
暇
を
得
て
米
沢
に
帰
り
、
十
月
江
戸

に
登
る
。

こ
の
年
、
嫡
子
忠
淳
生
れ
る
。

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

六
月
、
色
摩
嘉
門
（
後
の
山
田
伯
竜
）
、
素
堂
に
入
門
。

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

二
月
二
十
二
日
、
青
地
林
宗
残
す
。

四
月
、
素
堂
、
米
沢
へ
お
供
下
り
。
こ
の
年
、
米
沢
近
辺
疫
病
大

流
行
し
、
素
堂
に
予
防
方
法
を
講
じ
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
る
。
素
堂

７

「
扶
祇
蘭
度
種
痘
説
」
を
訳
す
。

五
月
、
山
崎
周
春
、
素
堂
に
入
門
。

２ Ｊ

十
月
、
伊
東
救
庵
、
塩
野
村
に
薬
衣
米
銭
を
送
る
。

こ
の
年
凶
作
。
全
国
各
地
で
米
価
騰
貴
。
米
騒
動
が
お
き
る
。

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

八
月
、
素
堂
、
江
戸
へ
お
供
登
。

十
月
四
日
、
宇
田
川
玄
真
残
す
。

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

四
月
、
素
堂
、
米
沢
へ
お
供
下
。

五
月
、
庖
瘡
流
行
、
翌
年
に
及
ぶ
。
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こ
の
年
、
佐
藤
文
竜
、
黒
津
忠
達
、
大
沢
忠
格
（
越
後
生
れ
）
が

素
堂
に
入
門
。

２ １

《
こ
の
年
亦
凶
作
。

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

三
月
、
素
堂
、
江
戸
へ
お
供
登
。
翌
年
三
月
、
米
沢
へ
お
供
下
。

三
月
、
藁
科
立
廸
（
米
沢
藩
医
）
、
多
紀
安
叔
に
入
門
。

こ
の
年
、
村
山
忠
篤
（
上
の
山
生
れ
）
、
三
浦
有
恒
が
素
堂
に
入
門
。

こ
の
年
、
冬
か
ら
翌
年
秋
ま
で
疫
病
流
行
（
九
三
号
）
。

２ Ｊ

米
沢
藩
、
こ
の
年
も
凶
作
。

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

八
月
、
素
堂
、
一
代
限
り
三
人
扶
持
加
増
さ
れ
る
。

坪
井
信
道
、
大
病
に
罹
る
。
こ
の
疫
病
で
米
沢
藩
士
長
井
音
蔵
、

長
谷
川
源
右
エ
門
が
死
亡
（
九
三
号
）
。

こ
の
年
、
大
貫
直
章
、
素
堂
の
門
に
入
る
。

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

四
月
、
素
堂
、
江
戸
へ
お
供
登
。

六
月
、
湊
長
安
残
す
。

八
月
、
素
堂
、
於
雍
様
看
病
で
一
本
松
邸
（
秋
月
邸
）
に
詰
る
。

こ
の
年
も
米
沢
藩
凶
作
。

こ
の
年
、
伊
東
文
仲
、
素
堂
の
門
に
入
る
。

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

二
月
、
藩
主
斎
定
、
江
戸
藩
邸
で
残
す
。
素
堂
、
御
遺
骸
に
つ
い

て
米
沢
に
下
る
処
、
昌
寿
院
（
大
夫
人
）
の
看
病
の
た
め
江
戸
に
留

ブ
（
》
○

四
月
、
上
杉
斎
憲
、
家
督
を
継
ぐ
。

五
月
、
蛮
社
の
獄
事
件
お
こ
る
。
小
関
三
英
自
殺
。

こ
の
年
よ
り
素
堂
「
幼
々
精
義
」
の
筆
を
と
る
。

四
月
、
松
木
救
庵
、
素
堂
の
門
に
入
る
。

天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）

一
月
、
素
堂
、
昌
寿
院
の
侍
医
と
な
り
、
五
十
石
と
な
る
。

四
月
、
素
堂
、
暇
を
と
り
帰
省
。

五
月
、
蘭
書
の
翻
訳
を
規
制
さ
れ
る
。
医
書
の
出
版
に
は
医
学
館

の
許
可
を
必
要
と
な
る
。

こ
の
年
、
林
洞
海
訳
「
寅
篤
児
薬
性
論
」
の
訳
成
る
が
、
出
版
は

安
政
三
年
に
許
可
さ
れ
る
。
こ
の
年
、
素
堂
の
門
に
山
崎
春
他
五
名

入
門
。天

保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
ｊ６

閨
四
月
、
昌
寿
院
急
病
の
報
せ
に
、
素
堂
は
急
い
で
江
戸
に
登
る
。

八
年
、
素
堂
、
御
前
様
の
御
薬
用
に
命
ぜ
ら
れ
る
。

二
月
、
山
崎
長
春
（
藩
医
）
、
竹
内
玄
同
に
入
門
。

こ
の
年
四
月
ま
で
に
素
堂
の
門
に
河
内
忠
逸
他
二
名
入
門
。

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

こ
の
年
五
月
に
武
田
玄
幹
、
六
月
に
鈴
木
長
伯
他
五
名
素
堂
に
入

門
。
こ
の
年
よ
り
江
戸
で
の
入
門
者
の
名
前
を
見
る
。

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）

三
月
に
吾
妻
千
齢
、
四
月
に
大
木
忠
益
（
坪
井
芳
洲
）
、
五
月
に
久
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保
田
祐
庵
が
素
堂
に
入
門
。

「
幼
々
精
義
」
の
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
を
第
一
輯
と
し
て
刊
行
。

序
文
坪
井
信
道
、
賊
杉
田
立
卿
。

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）

一
月
、
素
堂
、
拾
石
加
増
さ
れ
て
六
拾
石
と
な
る
。

同
月
、
坪
井
安
貞
（
信
友
、
信
道
の
長
男
）
、
釈
観
竜
の
二
名
、
素

堂
に
入
門
。

ｊ

二
月
、
志
賀
青
岡
（
水
明
楼
外
史
米
沢
郷
士
史
の
著
者
）
残
す
。２

六
月
、
素
堂
米
沢
に
帰
り
、
八
月
に
出
府
。

八
月
、
中
村
玄
長
、
素
堂
の
門
に
入
る
。

こ
の
年
、
素
堂
は
黒
川
良
安
、
青
木
研
蔵
（
共
に
坪
井
塾
門
人
）

と
共
に
「
医
理
学
源
」
を
訳
す
。

高
野
長
英
、
江
戸
小
伝
馬
町
の
獄
舎
の
片
事
の
た
め
の
三
日
間
放

免
後
、
獄
に
戻
ら
ず
行
方
を
く
ら
ま
す
。

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

正
月
、
素
堂
、
御
前
様
の
お
産
に
介
助
す
。

三
月
、
佐
々
木
玄
英
他
一
名
、
素
堂
に
入
門
。

十
一
月
二
日
、
杉
田
立
卿
段
。

年
末
、
一
局
野
長
英
、
米
沢
に
現
わ
れ
、
素
堂
に
か
く
ま
わ
れ
、
後
、

和
田
村
の
医
師
高
橋
嘉
膳
宅
の
土
蔵
に
か
く
ま
わ
れ
る
。

弘
化
一
二
年
（
一
八
四
六
）

一
月
に
加
藤
嶋
蔵
、
五
月
に
森
谷
直
次
、
七
月
に
鈴
木
周
益
、
九

月
に
柏
倉
亮
達
、
冨
藤
寛
司
が
素
堂
に
入
門
。

大
木
忠
益
、
坪
井
塾
の
塾
頭
と
な
る
。

こ
の
頃
、
素
堂
の
嫡
子
忠
淳
、
坪
井
塾
に
入
る
。

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

八
月
八
日
、
坪
井
信
道
、
熱
海
に
療
養
に
出
発
。

素
堂
、
出
発
の
前
日
坪
井
を
訪
ね
、
「
浴
戒
五
条
」
と
「
送
浴
坪
井

８ ７

誠
軒
熱
海
の
詩
一
篇
を
贈
る
。

十
一
月
七
日
、
素
堂
の
次
男
亮
之
輔
生
れ
る
。

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

八
月
六
日
、
坪
井
信
道
、
素
堂
の
依
頼
で
日
野
資
英
の
夫
人
（
於

克
様
）
を
往
診
（
九
九
号
）
。

３ Ｊ

八
月
十
一
日
、
日
野
夫
人
残
す
。
の
ち
に
素
堂
、
観
月
夫
人
墓
喝

銘
を
作
る
。

八
月
十
六
日
、
信
道
発
病
。
十
一
月
八
日
残
す
。
翌
年
素
堂
「
誠

軒
坪
井
君
を
祭
す
る
の
文
」
を
作
る
。

こ
の
年
、
日
向
鼓
肥
の
木
脇
元
竜
三
名
、
素
堂
に
入
門
。

「
幼
々
精
義
」
第
四
巻
よ
り
第
七
巻
ま
で
を
第
二
輯
と
し
て
刊
行
。

序
文
は
箕
作
元
甫
、
賊
は
伊
東
玄
朴
。

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

長
崎
で
牛
痘
接
種
に
成
功
。

嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）

十
一
月
一
日
、
高
野
長
英
自
殺
。

こ
の
年
、
長
州
の
栗
山
立
孝
他
十
名
、
素
堂
に
入
門
。

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
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こ
の
年
二
宮
桂
葦
、
河
田
養
正
他
二
名
が
素
堂
に
入
門
。

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

夏
、
素
堂
、
坦
斎
公
の
子
に
供
奉
し
て
豆
相
に
遊
び
、
「
豆
相
遊

３

記
」
を
書
く
。

ま
た
こ
の
年
、
「
保
嬰
瓊
言
」
を
著
し
、
伊
東
玄
朴
ら
の
好
評
を

得
る
（
二
四
一
号
）
。

８ Ｊ

大
木
忠
益
、
芝
浜
松
町
に
開
業
。

こ
の
年
、
赤
石
の
松
井
玄
純
、
天
童
の
奥
山
雲
陵
他
二
名
、
素
堂

に
入
門
。

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

３ Ｊ

夏
、
素
堂
病
み
、
許
可
を
得
て
米
沢
に
帰
る
。
こ
の
時
、
忠
淳

（
忠
廸
）
は
父
に
附
添
う
べ
く
江
戸
に
登
る
。

９ Ｊ

四
年
、
織
田
貫
斎
、
伊
東
玄
朴
の
養
子
と
な
る
。

こ
の
年
、
細
野
生
春
、
大
橋
秀
□
が
入
門
。

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）

素
堂
、
正
月
よ
り
病
み
、
三
月
十
八
日
に
段
す
。
副
才
。
花
仙
院

３ Ｊ

殿
瀧
慶
素
堂
居
士
。
米
沢
の
舘
山
寺
に
葬
る
。

こ
の
年
、
旱
天
続
き
凶
作
。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

一
月
、
江
川
太
郎
左
ェ
門
、
伊
東
玄
朴
病
む
（
一
七
一
号
）
。

一
月
十
六
日
に
江
川
殿
す
。

三
月
十
二
日
、
林
哲
の
妻
、
素
堂
の
実
母
（
志
賀
氏
）
段
す
。
寿

照
院
玉
底
智
月
大
姉
。

十
月
二
日
、
江
戸
で
大
地
震
。

こ
の
年
、
萢
瘡
流
行
。

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

二
月
八
日
、
忠
廸
の
二
女
死
す
。
梅
渭
妙
香
嬰
女
。

十
一
月
二
十
六
日
、
素
堂
の
二
女
牧
（
大
竹
某
の
妻
）
段
。
梅
含

院
盛
山
妙
香
大
姉
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

堀
内
忠
廸
「
医
家
必
携
」
を
出
版
。
忠
廸
に
は
こ
の
他
「
扶
歌
蘭

度
氏
小
児
病
内
科
篇
」
「
適
斎
漫
録
」
の
著
作
が
あ
る
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

五
月
七
日
、
江
戸
在
住
の
藺
方
医
の
拠
金
で
お
玉
ケ
池
種
痘
所
が

で
き
る
。

こ
の
年
、
コ
レ
ラ
流
行
。
米
沢
近
く
の
温
泉
湯
治
場
赤
湯
に
も
コ

レ
ラ
流
行
、
忠
廸
、
斎
憲
御
側
医
の
石
川
欧
所
の
指
図
で
治
療
に
あ

２ Ｊ

た
る
。

９ Ｊ

伊
東
玄
朴
ら
幕
府
の
奥
医
師
と
な
る
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

四
月
二
十
四
日
、
忠
淳
の
四
女
死
す
。
聯
室
智
芳
童
女
。

万
延
元
年
（
一
八
六
○
）

忠
廸
の
長
男
勝
次
郎
、
米
沢
に
生
れ
る
。

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

四
月
、
江
戸
に
庖
瘡
流
行
。

六
月
二
十
九
日
、
忠
廸
の
夫
入
段
す
。
深
源
院
桂
林
妙
香
大
姉
。
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文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

米
沢
、
麻
疹
流
行
、
物
価
騰
貴
。

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

六
月
二
十
九
日
、
忠
廸
股
。
享
年
型
才
、
賢
光
院
学
雄
適
斎
居
士
、

３ ７

舘
山
寺
に
葬
る
。

米
沢
に
コ
レ
ラ
流
行
。

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

八
月
二
十
八
日
、
忠
廸
の
弟
忠
世
亮
之
輔
、
家
督
相
続
。
忠
廸
、

長
男
の
勝
次
郎
の
幼
少
な
る
を
以
っ
て
弟
忠
世
を
嫡
子
と
し
、
勝
次

郎
を
そ
の
順
養
子
と
し
て
い
た
。

烏
方
有
義
人
炎
鑑
擬
蕊
麦
服
糺
駐
吋

溌
索
学
、

●

10)9) 8) 7) 6) 5）4）3）2）1）

緯
測
牌
埼
嶬
。
準
羅

遮
、
“

大
凄
み
滋
海
猫
・
を

文
献
０

５

米
沢
藩
士
先
祖
書
、
外
様
法
体
、
外
様
外
科
。

中
村
忠
雄
編
「
米
沢
大
年
表
」
米
沢
市
役
所
発
行
、
昭
和
均
年
。

堀
内
亮
一
編
「
堀
内
素
堂
」
昭
和
７
年
。

米
沢
藩
禽
士
勤
書
（
天
明
５
年
以
来
代
々
勤
言
上
）

新
野
辰
三
郎
他
編
「
米
沢
医
界
の
あ
ゆ
み
」
米
沢
市
医
師
会
発
行
、
昭
和

詔
年
。

米
沢
藩
々
士
勤
書
（
文
化
皿
年
以
来
代
禽
勤
方
書
上
）

乾
々
斎
架
蔵
秘
書
目
録
、
昭
和
喝
年
。

青
木
一
郎
著
「
坪
井
信
道
の
生
涯
」
杏
林
温
故
会
発
行
、
昭
和
“
年
。

伊
東
栄
著
「
伊
東
玄
朴
伝
」
玄
文
社
発
行
、
大
正
５
年
。

片
桐
一
男
著
「
杉
田
玄
白
」
吉
川
弘
文
館
発
行
。
昭
和
姉
年
。



山
野
を
践
渉
し
た
。
し
か
し
そ
れ
ュ

九
日
に
青
森
か
ら
船
で
上
京
し
た
。

優
善
は
そ
の
年
の
十
月
に
周
禎
の
下
に
居
た
妻
鉄
を
迎
え
入
れ
て
、
土
手
町
に
家
を
持
っ
た
が
、
そ
の
間
に
諄
が
生
じ
て
和
解
出
来
ず
、
優

善
は
十
二
月
二
八
日
に
失
蹉
し
て
行
方
を
晦
し
た
。

専
六
は
親
方
町
の
町
医
小
野
元
秀
に
従
学
し
た
が
、
あ
ま
り
こ
れ
に
な
じ
ま
ず
む
し
ろ
兵
士
の
間
に
交
り
を
求
め
て
、
医
者
銃
隊
と
し
て

山
野
を
践
渉
し
た
。
し
か
し
そ
れ
も
永
く
つ
づ
か
ず
、
も
と
津
軽
家
の
側
用
人
を
し
た
山
田
源
吾
の
養
子
に
な
っ
て
、
明
治
三
年
十
二
月
二
十

原
著

六
人
で
あ
る
。

陸
は
明
治
二
年
九
月
二
十
三
才
で
矢
川
文
一
郎
に
嫁
し
た
。
文
一
郎
は
江
戸
定
府
の
矢
川
宗
兵
衛
の
長
子
で
あ
る
。
抽
斎
の
遺
族
と
と
も
に

江
戸
を
引
揚
げ
、
同
じ
富
田
新
町
に
住
し
た
。
明
治
五
年
に
帰
京
し
、
本
所
緑
町
で
砂
糖
店
を
開
い
た
が
、
翌
年
閉
店
し
陸
と
別
れ
た
。

水
木
は
明
治
三
年
十
八
才
で
弘
前
藩
の
馬
廻
役
村
田
小
吉
の
長
子
広
太
郎
二
十
六
才
に
嫁
し
た
が
、
幾
許
も
な
く
離
婚
し
た
。
五
年
に
母
五

渋
江
抽
斎
の
遺
族
が
江
戸
を
引
揚
げ
て
弘
前
へ
着
い
た
の
は
、
明
治
元
年
の
五
月
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

弘
前
で
は
富
田
新
町
に
居
住
し
た
。
富
田
新
町
は
俗
に
江
戸
っ
子
町
と
言
っ
て
、
江
戸
か
ら
引
揚
げ
た
定
府
の
人
々
の
住
宅
街
で
あ
っ
た
。

ｉ
が

ハ
き

家
族
は
戸
主
成
善
十
二
才
、
母
五
百
五
十
三
才
、
陸
二
十
二
才
、
水
木
十
六
才
、
専
六
十
六
才
、
矢
島
優
善
三
十
四
才
、
の

弘
前
に
お
け
る
渋
江
抽
斎
の
遺
族
と
伊
沢
巣
軒

ｌ
伊
沢
藺
軒
覚
之
書
（
二
）
Ｉ

詫
華
誰
唾
嘩
搾
醍
一
，
畷
詞
聿
罐
昭
和
四
十
七
年
二
月
一
日
受
付

松

木

明
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明
治
二
年
三
月

「
十
日
、
曇
、
夕
雨
雷
鳴
、
広
江
繁
三
郎
附
添
且
又
打
撲
為
養
生
温
泉
行
御
用
済
、
朝
よ
り
出
立
、
津
軽
坂
に
て
午
飯
、
夕
七
時
中
野
村
長

谷
川
総
右
衛
門
へ
著
、
終
日
乗
輿
、
津
軽
坂
一
名
鶴
坂
、
外
浜
と
内
郡
と
の
界
で
あ
る
。

「
十
四
日
、
雨
夕
晴
、
受
許
今
朝
出
馬
、
黒
石
通
り
中
野
村
迄
帰
程
様
子
相
寄
尋
候
処
、
五
七
日
内
に
は
出
艦
手
筈
難
及
由
に
付
、
午
刻
よ

巣
軒
は
渋
江
抽
斎
の
師
で
あ
る
伊
沢
蘭
軒
の
養
孫
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
蘭
軒
の
長
子
榛
軒
の
女
柏
の
婿
で
、
榛
軒
の
門
人
田
中
良
安
で
あ

訳
え

る
。
当
時
福
山
藩
の
藩
主
阿
部
正
弘
の
侍
医
で
あ
っ
た
。

そ
の
間
に
函
館
戦
争
に
従
軍
し
て
油
川
（
青
森
市
）
に
滞
留
し
て
い
た
伊
沢
業
軒
が
、
明
治
二
年
三
月
十
五
日
に
弘
前
の
富
田
新
町
に
、

斎
の
未
亡
人
五
百
を
訪
ね
た
。
こ
の
こ
と
は
鴎
外
の
史
伝
「
伊
沢
藺
軒
」
の
中
に
裳
軒
の
従
軍
日
誌
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

プ
（
）
０

百
ら
と
帰
京
し
た
。

成
善
は
の
ち
の
保
で
あ
る
。
弘
前
で
兼
松
石
居
に
経
史
を
学
ん
だ
。
明
治
三
年
藩
学
稽
古
館
の
助
教
と
な
っ
た
。
四
年
に
母
五
百
と
水
盃
を

し
て
単
独
で
帰
京
し
た
。
別
離
の
挨
拶
に
廻
っ
た
際
、
塩
分
町
に
居
た
平
井
東
堂
は
も
う
再
び
会
う
こ
と
は
出
来
ま
い
と
言
っ
て
、
涙
を
流
し

て
最
も
別
れ
を
惜
し
ん
だ
と
い
う
。

五
百
も
ま
た
翌
明
治
五
年
帰
京
し
、
五
月
二
十
日
に
東
京
に
到
い
た
。
一
行
は
水
木
、
そ
れ
に
矢
川
文
一
郎
夫
妻
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
明
治
五
年
帰
京
の
際
に
は
渋
江
家
に
は
五
百
未
亡
人
と
村
田
か
ら
復
帰
し
た
抽
斎
の
六
女
水
木
の
二
人
だ
け
だ
っ
た
。

そ
れ
で
抽
斎
の
遺
族
が
弘
前
に
滞
留
し
た
の
は
、
明
治
元
年
五
月
か
ら
五
年
五
月
ま
で
で
、
お
よ
そ
四
ケ
年
の
間
で
あ
っ
た
。

＝

い抽
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小
野
氏
と
い
う
の
は
親
方
町
の
医
小
野
元
秀
で
あ
る
。

巣
軒
は
二
月
二
十
日
に
右
側
胸
部
に
打
撲
傷
を
う
け
、
痒
痛
、
咳
疾
が
ひ
ど
く
病
臥
し
て
い
た
。
十
日
許
可
を
得
て
温
湯
村
温
泉
へ
行
っ
て

療
養
し
た
。
十
三
日
に
は
急
報
が
来
て
、
青
森
港
へ
軍
艦
が
来
た
か
ら
至
急
青
森
へ
出
向
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
官
軍
の

準
備
が
整
っ
て
、
函
館
へ
進
撃
す
る
時
が
迫
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
十
四
日
に
な
っ
て
様
子
を
聞
い
て
み
た
ら
、
出
航
ま
で
に
は
ま
だ
多
少
の
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
間
を
利
用
し
て
弘
前
に
抽
斎

未
亡
人
を
訪
ね
た
。
黒
石
か
ら
藤
崎
へ
馬
で
行
き
、
そ
こ
で
馬
を
乗
り
継
い
で
弘
前
へ
行
っ
た
。
そ
の
日
は
お
そ
ら
く
下
土
手
町
の
伊
勢
屋
に

宿
泊
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
翌
十
五
日
に
渋
江
氏
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。

下
土
手
町
の
伊
勢
屋
へ
宿
泊
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
伊
勢
屋
か
ら
中
土
手
町
へ
出
て
、
代
官
町
へ
の
十
字
路
か
ら
右
へ
折
れ
、
品
川
町
を
通

っ
て
現
在
の
第
二
大
成
小
学
校
の
正
門
の
前
か
ら
、
富
田
新
町
へ
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
時
は
富
岡
新
町
に
は
五
百
未
亡
人
、
成
善
、
陸
、
水
木
、
専
六
の
五
人
が
居
っ
た
。

業
軒
は
抽
斎
の
遺
族
と
久
し
振
り
に
対
面
し
、
そ
の
久
闇
を
叙
し
、
抽
斎
の
遺
族
た
ち
は
集
軒
を
手
厚
く
も
て
な
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

巣
軒
は
午
後
抽
斎
未
亡
人
の
許
を
辞
し
て
、
中
野
村
へ
帰
っ
た
。

説
腎
ｏ
Ｏ

り
又
々
弘
前
行
相
催
す
。
藤
崎
村
に
而
継
馬
、
夕
七
時
半
時
過
弘
前
城
下
下
土
手
伊
勢
屋
甚
太
郎
方
著
諺
直
小
野
氏
尋
訪
行
飲
」

「
十
五
口
、
晴
、
渋
江
氏
行
飲
。
午
刻
よ
り
弘
前
出
立
、
夕
七
時
頃
中
野
村
へ
著
一
泊
。
渋
江
氏
で
は
抽
斎
未
亡
人
が
巣
軒
を
饗
し
た
の
で

四
月
五
日
函
館
追
討
軍
は
い
よ
い
よ
函
館
へ
向
っ
て
進
撃
を
開
始
し
た
。
し
か
し
某
軒
は
藤
田
松
軒
と
と
も
に
そ
の
ま
ま
油
川
に
残
留
す
る
兜

三

伊
沢
藺
軒
そ
の
三
百
四
十
一



ｊ
ｌ
１
ｊ

書
評

Ｉ
Ｉ浦

和
市
医
師
会
編
纂
「
物
語
浦
和
市
医
師
会
史
」

本
書
で
ま
ず
驚
か
さ
れ
る
の
は
一
地
方
都
市
の
医
師
会
史
が
八
三
七
頁
か

ら
な
る
大
部
な
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
次
い
で
、
そ
の
表
題
に
「
物

語
」
と
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
も
読
む
に
つ
れ
て
疑
問
が
解
け
る
。

本
書
は
二
部
に
大
別
さ
れ
、
前
編
は
浦
和
の
宿
の
時
代
か
ら
終
戦
ま
で
の
歴

史
で
あ
る
。
浦
和
に
は
幸
い
に
し
て
、
そ
の
地
の
旧
家
仲
田
家
や
大
久
保
盛

次
氏
宅
に
豊
富
な
関
係
資
料
が
残
っ
て
お
り
、
ま
た
明
治
初
期
か
ら
の
貴
重

な
資
料
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
容
が
確
実
な
資
料
に
よ
る
と
い
う
強
味
を
み

せ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
編
纂
委
員
が
史
実
の
羅
列
を
避
け
る
た
め
に
、

労
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
結
果
、
通
読
し
て
も
面
白
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
各
県
の
医
師
会
史
の
編
纂
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
中

央
の
医
事
制
度
の
移
り
変
り
が
地
方
に
ど
の
よ
う
に
惨
透
し
て
い
っ
た
か
、

ま
た
大
多
数
を
占
め
る
開
業
医
の
教
育
が
ど
う
行
わ
れ
て
き
た
か
が
判
り
つ

つ
あ
る
が
、
こ
の
本
で
も
明
治
初
年
の
埼
玉
医
学
校
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
大
事
な
資
料
を
採
録
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
ま
た
、
こ

れ
に
類
す
る
こ
と
は
本
書
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
、
そ
の
価
値
を
高
め

上
陸
し
た
。

こ
と
に
な
っ
た
。
藤
田
松
軒
は
福
山
藩
の
医
師
で
あ
る
。

四
月
十
七
日
、
官
軍
は
松
前
を
恢
復
こ
れ
を
占
領
し
、
五
月
十
九
日
榎
本
武
揚
ら
が
官
軍
に
降
伏
し
、
戌
辰
の
役
は
こ
こ
に
終
了
し
た
。

二
十
四
日
、
業
軒
は
胄
森
を
出
航
、
函
館
に
向
い
こ
こ
で
英
船
ア
ラ
ビ
ァ
ン
号
に
乗
船
し
て
函
館
を
出
航
、
二
十
九
日
に
品
川
へ
着
船
、

Ｊ
，
、
ｆ
＃
，
ｊ
ｊ
ｌ
～
～
く
く
！
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ
ノ
ノ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
～
～
～
～
～
～
～
く
く
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ
ｌ
ｊ

ち
な
み
に
伊
沢
巣
軒
は
明
治
八
年
四
十
二
才
で
没
し
た
。

て
い
る
。
一
方
、
浦
和
の
女
医
第
一
号
の
沖
田
ト
ョ
ノ
氏
の
回
顧
談
、
終
戦

前
後
の
医
師
の
体
験
談
は
大
勢
の
人
に
あ
る
種
の
感
慨
を
も
た
ら
す
だ
ろ

字
つ
。

後
編
は
「
終
戦
よ
り
健
保
近
代
化
促
進
闘
争
ま
で
」
と
題
さ
れ
る
よ
う

に
、
戦
後
の
混
乱
か
ら
、
新
生
医
師
会
が
軌
道
に
乗
り
、
幅
広
く
医
師
会
活

動
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
今
日
ま
で
、
そ
の
内
容
の
充
実
さ
れ
て
い
く
過
程

を
克
明
に
記
し
て
あ
る
。
現
在
の
活
動
が
正
し
く
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
附
属
と
し
て
詳
細
な
年
表
と
物
故
会
員
も
含
め
た
全

会
員
の
略
歴
の
あ
る
こ
と
も
便
利
な
本
に
し
て
い
る
。

こ
う
い
う
地
方
史
を
見
る
と
き
に
、
い
つ
も
気
が
か
り
に
な
る
こ
と
で
あ

る
が
、
い
わ
ゆ
る
通
史
に
属
す
る
と
こ
ろ
で
の
誤
り
が
目
に
つ
く
。
勿
論
、

編
者
は
充
分
気
を
つ
け
て
い
た
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
通
説
に
な
っ
て
い
る

も
の
を
そ
の
ま
ま
採
っ
た
り
、
誤
解
し
た
ま
ま
書
い
て
い
る
個
所
が
あ
る
。

医
学
史
の
分
野
の
研
究
者
が
少
い
こ
と
や
特
殊
で
あ
る
た
め
国
史
学
者
か
ら

敬
遠
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
無
理
も
な
い
と
思
う
が
、
印
刷
に
な
る
前
に
、

そ
の
部
分
だ
け
で
も
専
門
と
す
る
者
な
ど
に
問
わ
れ
れ
ば
と
悔
ま
れ
る
。

（
Ａ
５
版
八
三
七
頁
社
団
法
人
浦
和
医
師
会
発
行
）

（
酒
井
シ
ヅ
） ／
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第
八
号
文
書
香
坂
右
仲
書
状
堀
内
易
庵
宛

（
端
裏
）

「
堀
内
易
庵
殿
香
坂
右
仲

内
密
用
御
返
報
」

長
門
守
様
御
容
子
西
良
仲
へ
御
越
可
レ
及
二
御
熟
評
二
一
候
ハ
、
当
時
何
な

り
と
も
御
別
条
不
し
被
し
為
し
在
御
容
子
、
宜
敷
儀
ハ
各
方
一
而
も
恐
悦
、

籾
又
御
全
躰
之
儀
ハ
最
前
方
十
目
之
見
上
候
通
御
難
治
之
御
症
、
先
土

肘
中
ハ
御
無
難
二
被
し
成
二
御
凌
一
候
得
共
、
残
暑
甚
ク
、
又
ハ
新
凉
不

意
二
至
り
候
ハ
、
、
無
二
御
心
許
一
な
と
際
禽
御
咄
合
候
得
者
、
良
仲
も

内
々
ハ
其
儀
甚
心
付
居
候
由
、
三
月
方
御
取
扱
申
上
罷
在
、
御
内
外
之

儀
何
彼
申
上
候
得
と
も
、
先
二
被
二
仰
付
置
一
候
、
御
自
分
御
出
府
以
来

ハ
元
来
同
門
兄
弟
之
間
ダ
ニ
候
ヘ
ハ
、
米
沢
江
相
聞
へ
、
御
療
治
之
事

も
安
心
之
由
申
段
左
も
可
レ
有
二
御
座
一
候
、
為
二
御
対
顔
一
御
参
府
可
レ
被
し

遊
哉
な
と
も
薄
々
承
知
、
左
候
ハ
、
、
当
時
御
床
二
も
被
し
為
し
附
不
レ

申
、
御
順
宜
御
平
一
一
被
し
為
し
入
候
ヘ
ハ
、
此
折
御
出
府
被
レ
遊
、
可
レ
然

由
申
談
候
旨
、
是
又
左
も
可
レ
有
二
御
座
一
候
事
二
候
、
其
節
御
自
分
も

御
申
候
ニ
ハ
、
成
程
其
儀
一
一
甚
御
苫
ミ
候
、
左
候
て
当
時
宜
折
二
候
哉

と
御
申
候
ヘ
ハ
、
良
仲
申
一
天
、
此
折
御
出
府
御
対
面
可
し
然
由
、
御

家
老
へ
も
申
出
候
様
二
良
仲
も
申
二
付
、
則
其
旨
御
家
老
へ
御
申
出
候

Ｉ
資
料
一

ｒ
ｊ
口
ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｋ
ｆ
２
唾
乃
迅
〃
口
乃
ａ
ｍ
ｆ
〃
屯
夕
月

堀
内
文
書
の
研
究
五

片
桐
一
男

山
致
二
承
知
一
候
、
御
急
変
御
大
切
と
申
儀
一
一
相
見
、
御
申
出
之
儀
、ホ

ー
ス
決
而
無
し
之
由
、
唯
末
々
之
御
容
子
無
二
覚
束
一
御
症
之
事
故
、
ヶ

左
候
通
御
評
判
尤
之
事
二
候
、
御
家
老
方
も
其
一
兀
御
申
出
之
趣
勿
圷

を
一
一
言
上
有
し
之
候
、
玄
永
な
と
ハ
当
月
中
御
別
条
有
二
御
座
一
間

布
事
と
申
候
得
共
、
御
自
分
良
仲
〈
何
と
も
延
引
一
一
相
及
兼
ら

れ
、
万
一
手
抜
二
も
相
成
候
節
ハ
大
切
と
被
し
存
、
良
仲
江
熟
談
之

趣
御
申
越
、
内
を
承
知
置
候
様
委
細
致
二
承
知
一
候
、
誠
御
存
慮
之
ｌ

儀
尤
之
至
と
存
候
間
、
何
之
可
レ
及
二
遠
慮
一
儀
二
無
し
之
候
ヘ
ハ
、
有
之

儘
及
二
御
沙
汰
一
候
、
左
候
ヘ
ハ
、
侯
御
参
府
二
も
相
移
可
レ
申
儀
二
侯

へ
共
、
其
表
米
殻
不
足
之
処
、
近
年
御
国
許
不
熟
二
付
而
ハ
御
扶
持
米

皆
以
御
買
入
と
見
込
候
処
、
急
段
為
二
御
登
一
一
一
罷
成
候
得
共
、
駄
送
相

滞
、
今
日
詰
合
之
物
さ
へ
て
か
ノ
ー
之
御
渡
米
、
夫
々
御
参
府
と
申
時

者
臨
時
之
御
扶
持
米
別
二
為
し
登
不
レ
申
不
レ
叶
候
処
、
金
橋
二
而
も
不
し

参
此
米
公
儀
為
二
御
登
一
米
二
而
人
馬
ハ
路
中
二
無
し
之
、
又
ハ
津
留
な

と
二
而
、
受
へ
御
頼
、
か
し
こ
へ
御
頼
と
御
座
候
ヘ
ハ
、
中
々
以
急
之

御
登
二
も
相
成
兼
候
間
、
専
其
儀
取
配
之
事
二
候
、
於
二

中
殿
様
一
ハ
疾
方
御
参
府
候
事
一
時
も
は
や
く
と
被
二
思
召
一
候
へ
と
も
、

右
之
通
二
候
ヘ
ハ
、
失
症
二
可
二
思
召
一
候
而
も
不
二
相
叶
一
、
天
命
之

不
レ
免
処
無
二
御
拠
一
御
事
二
も
尤
専
心
遣
之
事
与
候
ヘ
ハ
、
不
し
遠
相
弁

申
歎
二
候
へ
共
、
何
彼
一
図
二
被
し
存
候
様
二
参
兼
、
気
之
毒
千
万
之

御
節
二
御
座
候
、
何
此
節
ハ
急
御
変
二
成
二
御
座
一
候
而
ハ
矢
庭
一
一
御
立

ハ
相
成
不
レ
申
候
間
、
尚
此
儀
ハ
此
度
之
便
二
も
奉
行
中
方
申
参
ル
筈

一
一
御
座
候
、
我
等
方
申
遣
候
ハ
、
誠
二
御
薬
功
之
有
躰
、
御
用
状
一
天

又
御
大
法
向
宜
唱
方
も
可
し
有
し
之
哉
、
何
と
も
其
元
江
者
委
細
典
膳
殿
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第
九
号
文
書
香
坂
右
仲
書
状
堀
内
易
庵
宛

註

・
本
状
、
第
一
号
’
第
七
号
と
同
様
、
天
明
七
年
七
月
十
四
日
付
書
状
な

脆
い
ソ
。

心候＝被害当′－，

鮮鱸悪
罵御 、座候申
し心文間蹴篇
瞥騨葱弥甚
儀く候一当無

属燐繩商

議々
不被月月景善器巾者

も事候二年
御二様も之

へ
も
物
語
可
し
有
し
之
候
間
、
夫
か
正
二
御
承
知
、
一
本
松
長
者
丸
な
と

へ
も
御
物
語
之
端
御
心
扣
一
一
可
し
被
し
致
候
、
右
御
報
芳
如
レ
此
御
座
候
、

巳
上
、

七
月
十
四
日

中
向
々

長
門
守
様
御
容
躰
、
去
ル
七
日
之
夜
中
迄
之
御
容
子
、
無
二
御
心

許
一
御
事
二
候
処
、
八
日
一
一
御
平
一
一
被
し
成
二
御
座
一
、
先
シ
達
而

被
し
為
し
替
候
儀
も
被
し
成
二
御
座
一
間
敷
哉
、
其
表
残
暑
強
御
座
候

由
、
秀
無
二
御
心
許
一
御
事
一
一
被
し
成
二
御
座
一
候
、
且
又
御
参
府
之

儀
、
御
願
も
罷
出
候
上
ハ
御
遅
滞
可
し
被
し
遊
様
無
し
之
儀
二
候
へ

共
、
又
御
平
之
御
様
躰
被
し
為
し
聞
候
而
〈
、
片
時
も
御
急
キ
之

事
二
も
有
二
御
座
一
間
敷
候
、
兎
角
ハ
尚
度
々
御
様
子
御
調
御
申
上

専
一
二
存
候
、
巳
上

一
筆
令
二
啓
達
一
候
、
残
暑
候
得
共
、
弥
御
堅
固
御
逗
留
珍
恭
二
存
候
、

将
又
去
ル
十
四
日
飛
脚
便
二

長
門
守
様
御
腫
物
御
様
子
無
一
御
心
許
一
被
二
思
召
一
候
得
共
、
御
参
府

御
願
取
運
ハ
兎
角
何
彼
御
見
合
、
追
而
御
下
知
申
参
次
第
、
其
表
二
而

御
家
老
被
二
取
尽
一
候
様
一
一
と
被
二

仰
付
一
儀
候
処
、
其
表
方
去
ル
九
日
立
之
飛
脚
、
去
ル
十
五
日
之
晩
到

着
、
其
元
様
方
御
家
老
江
尚
御
申
出
之
上
、
弥
御
参
府
之
御
願
取
運
可
レ

被
し
申
段
、
御
用
状
二
申
来
、
七
日
八
日
之
御
容
体
害
、
則
結
剤
二
而

相
達
候
、
左
候
得
者
此
表
方
申
参
り
候
、
見
合
之
儀
与
行
連
二
相
成
候
、

其
上
を
以
、
尚
更
被
二
思
召
一
候
は
、
此
節
御
登
り
不
し
被
し
遊
候
而
ハ
、

御
大
法
向
如
レ
何
敷
、
又
ハ
御
実
儀
茂
相
欠
候
付
而
、
是
非
此
度
御
参
府

之
御
願
取
運
被
レ
申
候
様
、
今
晩
態
与
以
二
飛
脚
一
早
為
取
急
キ
御
出
府

被
レ
成
候
様
一
一
取
運
被
レ
申
様
被
二
仰
付
一
儀
二
此
上
御
願
相
済
次
第
此

表
江
被
レ
成
候
は
御
用
意
取
調
無
二
間
も
一
御
発
駕
、
八
月
中
旬
二
は
遅

く
茂
可
レ
被
し
遊
二
御
着
座
一
候
、
此
段
左
様
御
心
得
可
し
被
し
成
候
、
尤
被
レ

遊
二
御
参
府
一
候
上
ハ
、
白
金
御
住
居
之
思
召
二
被
し
成
二
御
座
一
候
間
、

其
元
様
一
一
茂
白
金
江
御
越
被
レ
成
と
存
候
、
十
四
Ｈ
飛
脚
井
山
岸
発
足
迄

之
御
沙
汰
と
引
連
、
弥
御
参
府
之
御
沙
汰
二
相
移
候
間
、
此
段
為
し
可
二

申
入
一
如
レ
此
御
座
候
、
恐
恒
謹
言

七
月
十
七
日
香
坂
右
仲

堀
内
易
庵
様
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第
一
○
号
文
書
香
坂
右
仲
書
状
堀
内
易
庵
宛

註

・
本
状
も
、
天
明
七
年
七
月
十
七
日
付
書
状
な
り
。

尚
々
此
度
之
御
逗
留
痛
入
申
事
、
第
一
ハ
此
度
御
参
府
之
時
節
、

宜
と
御
請
合
之
上
、
御
家
老
へ
御
申
出
之
儀
、
殊
御
様
躰
書
も
御

調
方
六
ケ
敷
儀
、
何
彼
察
入
之
外
、
御
心
遣
之
至
り
、
誠
二
穴
の

あ
ら
ハ
と
申
儀
、
無
二
御
余
儀
一
致
二
承
知
一
候
、
御
同
姓
も
度
々
御

出
段
々
御
噂
の
ミ
ニ
御
さ
候
、
先
日
之
御
状
共
、
早
速
相
届
ヶ
申

候
、
此
表
之
儀
ハ
何
成
共
御
留
守
宅
無
二
御
心
元
一
儀
無
レ
之
候
間
、

御
安
慮
可
レ
被
し
成
候
、
供
々
我
々
も

御
上
一
一
而
一
時
も
御
安
慮
之
無
二
御
様
子
一
、
御
平
常
御
様
躰
書
を

御
例
二
被
一
差
置
弐
御
噂
の
、
、
皇
被
レ
成
二
御
座
《
追
々
御
気
之
毒
成

御
容
子
も
申
来
候
得
者
、
御
痛
心
御
気
色
も
御
不
例
二
被
し
為
し
見
、

御
前
一
一
相
詰
居
候
而
ハ
、
御
咄
も
外
之
事
ハ
不
二
罷
出
一
御
容
子
、

御
申
出
候
事
罷
出
候
而
ハ
、
又
々
御
痛
心
之
御
様
子
御
座
候
ゅ
へ
、

御
用
之
事
さ
へ
申
上
残
し
候
躰
、
何
共
切
角
之
至
二
御
座
候
、
先

私
御
供
登
り
之
事
ハ
差
置
御
見
合
二
相
移
候
間
、
此
処
貴
様
最
前

之
御
仰
含
一
一
相
違
候
事
、
全
以
御
気
之
毒
不
レ
被
し
存
、
此
上
御

家
之
御
為
と
偏
被
レ
存
、
宜
敷
唱
方
御
油
断
有
間
敷
候
、
巳
上

去
ル
八
日
付
九
日
便
と
及
二
御
聞
一
御
状
被
二
差
出
一
候
処
、
最
早
飛
脚
差

立
と
有
し
之
、
御
残
シ
同
十
日
付
之
御
状
与
一
同
二
黒
井
小
源
太
下
り
二

是
迄
之
返
事
済

相
達
、
致
二
拝
見
一
候
、
残
暑
甚
敷
候
得
共
、
弥
御
平
安
御
逗
留
珍
重
之

御
事
候
、
先
以

長
門
守
様
御
容
躰
害
、
毎
度
御
越
、
則
遂
二
御
沙
汰
一
候
、
詰
ル
処
、
御

療
治
之
西
良
仲
江
も
御
詰
合
、
一
本
松
御
医
師
中
江
も
御
熟
談
労
、
其
上

中
殿
様
御
参
府
御
願
取
運
之
時
節
二
相
至
り
候
付
而
、
段
を
御
申
出
、

御
家
老
御
留
守
居
宜
取
運
、
去
ル
十
八
日
御
願
出
、
同
十
九
日
御
願
之

通
被
二
仰
出
一
、
誠
一
段
成
取
尽
と
被
二
思
召
一
候
、
乍
レ
去
中
頃
御

見
合
と
申
義
も
相
起
り
居
候
付
、
彼
是
と
御
決
断
被
し
成
兼
候
、
此
間

之
内
狂
ひ
之
事
、
何
と
も
難
し
及
二
筆
紙
一
事
二
候
間
、
態
と
致
一
筆
略
一

候
、
彼
是
之
儀
二
付
而
、
此
度
五
十
嵐
弥
左
衛
門
方
被
二
指
登
一
候
間
、

委
細
同
人
江
委
敷
被
二
仰
含
一
候
間
、
何
事
も
御
家
之
御
為
と
被
二
思

召
一
候
儀
二
候
間
、
宜
被
二
相
心
得
一
申
唱
方
無
二
御
違
一
様
専
一
之
儀
と
存

候
、
兎
角
書
面
と
弥
左
衛
門
方
演
説
と
少
も
引
連
候
而
ハ
、
却
而
貴
様

御
凝
ひ
も
起
ル
物
一
一
候
間
、
私
方
ハ
不
し
及
二
細
筆
一
候
ハ
、
五
十
嵐
申
分

ン
’
一
随
ひ
御
家
老
御
留
守
居
之
聞
請
次
第
二
決
シ
申
事
二
候
間
、
右
三

人
衆
之
談
合
之
趣
、
得
と
御
承
知
可
し
被
し
成
候

一
、
五
十
嵐
登
り
之
上
之
模
様
次
第
御
参
府
之
有
無
決
シ
申
儀
二
候
へ

と
も
、
其
内

長
門
守
様
御
容
躰
尚
更
無
二
御
心
元
一
御
急
変
も
被
し
為
し
在
候
様
二
御
見

請
候
ハ
、
、
其
旨
右
三
人
一
一
早
為
御
申
達
、
是
又
専
一
一
一
御
心
得
可
し

被
し
成
候

一
、
御
発
足
前
御
請
取
物
之
儀
二
付
、
御
覚
書
被
二
差
下
一
致
二
披
見
一
候
、

此
儀
ハ
無
二
御
余
儀
一
致
二
承
知
一
候
、
早
速
彼
所
へ
も
可
二
差
出
一
儀
一
一
候

処
、
此
間
ハ
御
参
府
有
無
之
儀
二
付
、
私
儀
も
一
切
無
し
隙
、
其
上
談
二

戸再
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第
二
号
文
書
香
坂
右
仲
書
状
堀
内
易
庵
宛

註

・
本
状
も
天
明
七
年
八
月
六
日
付
書
状
な
り
。

尚
々
別
紙
と
申
処
、
御
台
所
へ
頼
ミ
之
書
面
二
候
間
、
折
懸
二
書

面
御
披
見
一
之
上
、
宜
御
引
合
被
レ
下
度
候
、
何
分
一
一
も
頼
入
申
候
、

以
上

一
筆
致
二
啓
達
一
候
、
此
間
ハ
凉
気
立
候
得
共
、
弥
御
堅
固
御
勤
之
由
珍

重
存
候
、
然
者
七
月
晦
日
八
月
二
日
同
五
日
付
之
御
容
躰
書
井
私
江
之

御
紙
面
黍
拝
見
、
細
為
之
儀
不
レ
及
二
御
報
一
候
処
、
右
書
面
共
御
覧

二
指
上
置
、
殊
二
当
十
Ｌ
ハ
日
御
立
之
御
唱
一
一
而
、
公
辺
御
障
日
二
付
十

七
日
御
発
駕
、
同
廿
四
日
其
表
可
レ
被
し
遊
二
御
着
座
一
旨
被
二
仰
出
一
甚

御
混
雑
一
一
御
座
候
、
貴
様
御
擬
熊
胆
之
儀
御
同
姓
江
申
談
、
栄
雪
江
も

被
し
及
二
内
談
一
候
上
取
尽
私
申
立
候
、
何
れ
か
十
七
日
前
済
に
可
し
有
し

之
与
奉
レ
存
候
、
た
と
へ
緒
口
無
し
之
共
、
先
シ
其
表
一
一
而
御
引
替
金
三

御
役
筋
一
不
し
得
二
寸
隙
一
候
瑚
、
何
申
も
行
届
不
レ
申
候
間
、
先
願
置
申

候
、
相
成
丈
之
儀
ハ
随
分
遅
成
候
而
も
、
相
片
付
可
レ
申
候
間
、
此
段

ハ
左
様
御
心
得
当
時
御
間
合
兼
候
儀
ハ
令
二
先
達
一
候
通
、
其
表
二
而
御

申
出
御
受
取
可
レ
被
し
成
候
、
右
芳
乍
一
早
々
一
如
レ
此
御
座
候
、
恐
恒
謹
言

七
月
廿
八
日
香
坂
右
仲

堀
内
易
庵
様
御
報

八
月
六
日
立
御
飛
脚
一
一
返
事
遣
ス

両
相
渡
候
段
、
為
一
御
知
一
も
御
座
候
ハ
、
、
何
と
歎
当
時
ハ
参
ル
儀
と

奉
レ
存
候
間
、
何
分
二
も
御
間
合
可
レ
然
候

一
、
中
殿
様
御
中
暑
之
御
気
味
二
被
し
成
一
御
座
一
御
参
府
御
見
合
と

申
儀
二
候
処
、
段
を
御
順
快
御
参
府
二
相
成

公
辺
江
被
し
為
し
対
宜
儀
長
者
丸
江
御
孝
道
も
相
立
、
此
ニ
ッ
全
ク
恐
悦

只
此
節
之
御
入
料
不
レ
少
候
処
、
御
表
様
正
被
し
為
し
対
候
而
ハ
御
勝
手
向

二
取
り
被
し
遊
二
御
痛
一
而
己
一
一
御
座
候
得
共
、
忠
孝
義
三
シ
之
内
弐
ッ

全
壱
ツ
ハ
御
欠
キ
被
し
遊
儀
と
申
物
二
候
間
、
無
二
御
拠
一
事
又
是
も
御

忠
孝
御
立
被
レ
遊
候
儀
一
一
候
ヘ
ハ

御
表
様
達
而
之
御
病
一
一
も
相
成
間
敷
候

一
、
私
儀
御
供
登
被
二
仰
付
一
本
意
之
儀
二
候
得
と
も
、
内
々
甚
六
ケ
敷

事
二
候
、
何
と
か
近
日
罷
登
可
レ
得
二
御
意
一
候
、
上
着
之
日
彼
方
弐
者

小
屋
道
具
等
用
意
之
儀
、
近
頃
無
心
之
至
二
候
得
と
も
、
貴
様
塘
御
頼

候
間
、
別
紙
之
通
御
尽
被
レ
下
度
、
慮
外
千
万
な
か
ら
頼
入
申
候
、
御

台
所
彼
方
も
兼
而
心
安
キ
者
一
一
も
無
し
之
候
へ
共
相
頼
申
度
、
家
来
方

頼
ミ
申
遣
候
、
宜
御
引
合
可
し
被
し
下
候
、
貴
様
者
御
着
之
日
御
殿
二

御
詰
合
候
間
も
無
し
之
筈
二
候
へ
と
も
、
着
前
小
屋
江
も
御
見
廻
可
レ
被
し

下
候
、
何
被
御
差
図
被
レ
下
度
頼
入
申
候
、
待
請
迎
参
り
居
呉
候
様
之

心
安
之
衆
、
桜
田
一
天
早
速
心
付
不
し
申
候
、
三
潴
三
折
被
レ
参
見
尽
候

も
、
給
候
様
二
致
度
候
、
麻
布
一
一
而
ハ
芋
川
御
用
人
或
ハ
永
井
伊
助

心
安
ク
御
座
候
、
御
屋
敷
二
返
候
儀
一
一
候
ヘ
ハ
、
六
ケ
敷
御
座
候
、
殊

二
麻
布
御
用
人
ハ
一
入
無
し
隙
候
筈
二
候
間
、
自
分
ハ
透
と
不
二
申
越
一

候
、
永
井
伊
助
へ
も
不
二
申
遣
一
候
、
御
面
会
之
儀
も
御
座
候
ハ
、
、
御

噂
可
し
被
し
下
候
、
是
又
御
門
御
受
取
二
而
隙
無
し
之
之
儀
と
存
候
、
細

為
得
一
御
意
一
度
事
共
二
可
レ
有
二
御
座
一
候
得
共
、
何
分
不
し
得
二
手
透
一
、
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第
一
四
号
文
書
酒
井
平
八
郎
書
状
堀
内
易
庵
宛

註

・
栄
雪
Ⅱ
矢
尾
板
栄
雪
。
初
め
道
有
、
の
ち
忠
秋
。
米
沢
藩
中
之
間
詰
番

医
で
組
離
に
属
す
。
天
明
七
年
八
月
十
七
日
、
秋
月
長
門
守
種
美
が
不

例
の
節
、
治
憲
が
看
病
の
た
め
出
府
の
と
き
に
供
を
命
ぜ
ら
れ
出
府
。

、
三
瀦
三
折
Ⅱ
三
瀦
玄
寿
守
行
が
初
名
。
部
屋
住
中
の
勤
務
に
、
天
明
七

年
五
月
中
、
中
之
問
の
番
医
と
し
て
の
直
勤
な
ら
び
に
留
守
番
を
一
ヶ

年
勤
務
。
の
ち
寛
政
四
年
三
月
四
日
家
督
を
つ
ぐ
。
知
行
三
拾
九
石
四

斗
七
升
三
合
八
勺
四
才
。

、
本
状
も
天
明
七
年
八
月
二
日
付
耆
伏
な
り
。

漸
此
書
面
も
調
申
候
、
万
事
ハ
出
府
之
上
積
事
可
レ
得
二
御
意
一
、
此
度

も
則
林
哲
老
江
は
書
状
御
越
候
、
貴
様
之
御
用
物
も
十
七
日
一
天
為
し
持

可
レ
申
候
間
、
御
安
慮
可
レ
被
し
成
候
、
凉
気
一
一
相
移
一
入
御
心
遣
共
察

入
申
候
、
恐
慢
謹
言

八
月
二
日

香
坂
右
仲

八
月
二
日

改
年
之
御
慶
尽
期
不
レ
可
レ
有
二
御
座
一
候
、
弥
御
揃
御
渭
栄
御
越
年
別
目

出
度
奉
レ
存
候
、
私
義
無
為
加
年
仕
候
間
、
御
安
慮
可
レ
被
し
下
候
、
去

冬
ハ
寒
中
為
二
御
尋
一
預
二
貴
札
一
恭
奉
レ
存
候
、
押
詰
相
届
申
候
故
、
貴

答
も
不
二
申
上
一
候
、
目
黒
方
御
書
状
被
し
遣
候
段
相
達
申
候
、
返
書
参

（
マ
マ
）

り
次
第
差
上
可
レ
申
候
、
如
レ
仰
之
厳
寒
雲
酒
一
一
て
防
居
申
計
二
御
座
候
、

堀
内
易
庵
様

人
々
御
中

第
五
四
号
文
書
安
心
院
敬
寿
書
状
御
姓
中
林
・
水
間
三
折
・
藁
科
立
廸

・
平
由
道
宣
・
樫
村
元
龍
・
堀
内
林
哲
・
水
野
元
丈
宛

註

・
目
黒
Ⅱ
目
黒
道
琢
。

・
御
令
息
Ⅱ
堀
内
忠
明
（
忠
意
・
林
哲
）
。

御
令
息
様
江
も
宜
敷
被
し
仰
可
レ
被
し
下
候
、
尚
期
二
永
日
之
時
一
候
、
恐

慢
謹
言
酒
井
平
八
郎

正
月
三
日

孝
徳
（
花
押
）

堀
内
易
庵
様

瀦
議
御
自
愛
可
し
被
し
下
候

尚
々
各
様
御
家
内
様
其
外
皆
様
御
序
可
レ
然
奉
レ
希
候
、
兼
日
乍
レ
存

失
敬
罷
過
候
段
御
用
捨
奉
レ
願
候
、
以
上
、
今
成
吉
四
郎
様
江
是
又

可
レ
然
奉
レ
希
候

改
年
之
吉
賀
不
レ
可
レ
有
二
際
限
御
座
一
万
寿
申
収
候
、
先
以

百
爾
君
子
御
挙
家
弥
益
御
機
嫌
好
被
レ
成
二
御
超
歳
一
奉
重
畳
恐
悦
一
候
、

不
斐
無
二
別
条
一
致
二
加
歴
一
候
問
、
乍
レ
憧
高
意
易
被
二
思
召
一
可
し
被
し
下

候
、
右
年
始
之
御
祝
詞
申
上
度
如
レ
此
御
座
候
、
猶
奉
レ
期
二
永
陽
之
時
一

候
覇
恐
慢
謹
言

正
月
三
日
安
心
院
敬
寿

司
（
花
押
）

御
姓
中
林
様

水
間
三
折
様
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第
二
二
号
坪
井
芳
洲
書
状
堀
内
忠
亮
宛

参
入
を
左
右

註

，
水
間
三
折
Ⅱ
中
之
問
番
医
の
一
一
一
瀦
三
折
か
。

．
藁
科
立
廸
Ⅱ
中
之
間
番
医
藁
科
立
廸
玄
隆
。
実
は
飯
田
忠
林
正
方
が
四

男
な
り
。

．
平
田
道
宣
Ⅱ
中
之
間
番
医
平
田
道
宣
範
淑
。
実
は
樫
村
玄
龍
清
方
が
長

男
な
り
。

，
樫
村
元
龍
Ｉ
中
之
間
番
医
樫
村
元
龍
清
応
で
元
龍
清
方
が
嫡
子
。

、
水
野
元
丈
Ⅱ
中
之
間
番
医
水
野
道
益
秀
文
。
元
丈
は
そ
の
初
名
。

（
端
裏
）

「
堀
内
忠
亮
様
坪
井
芳
洲

里
貝
津
南
一

Ｌ

貴
書
拝
読
仕
候
、
然
は
大
島
へ
参
候
時
日
ハ
貴
示
之
通
承
知
仕
候
、
当

人
へ
出
会
之
節
相
談
間
合
仕
掛
合
抑
又
、
写
真
鏡
之
事
御
尋
有
し
之
承

知
仕
候
、
右
器
械
ハ
心
当
り
も
無
し
之
候
、
両
国
薬
研
堀
一
一
写
真
鏡
師

有
し
之
、
林
家
之
三
四
軒
先
キ
ー
御
座
候
、
是
へ
御
出
二
相
成
候
へ
は
、

藁
科
立
廸
様

平
田
道
宣
様

樫
村
元
龍
様

堀
内
林
哲
様

ｌ
水
野
元
丈
様

第
一
一
五
号
文
書
杉
田
成
卿
書
状
堀
内
忠
亮
宛

（
端
裏
）

「
堀
内
忠
亮
様
杉
田
成
卿
」

昨
日
は
途
中
拝
顔
大
慶
奉
レ
存
候
、
其
節
烏
渡
御
話
申
上
候
、
ヒ
ュ
ヘ

ラ
ン
ド
キ
ン
デ
ル
プ
ー
ド
ル
方
左
之
通
り
二
御
座
候

ｚ
Ｐ
四
ｍ
旬

保
嬰
散

尻
旨
旦
目
己
。
①
Ｑ
の
獄

マ
ク
ネ
シ
入
置

宛
冨
騨
、
。
⑦
卯
．
ｏ
四
局
す
ｏ
ｐ
．
ご
ロ
①
．
〕
．

大
黄
二
麦

宛
煙
ｇ
宛
四
ワ
四
Ｒ
戸
己
Ｈ
“
の
彦
日
．
与

霧
竹
五
分

ｌ
く
里
関
冨
Ｐ
ロ
国
呂
ョ
．
］
①
ョ
誌
．

角
石
四
圭

閃
富
①
９
国
ｏ
ｎ
言
蜀
○
①
ロ
旨
巳
．
ご
ロ
。
帝
日
房
．

三
・
戸
句
昌
ぐ
．
］
．
］
由
目
＄
閑
７
Ⅱ

印
口
再
圃
①
口
く
Ｃ
一
・

寒
暖
計
之
儀
も
今
日
序
御
座
候
付
、
問
合
遣
申
候
、
出
来
次
第
為
し
持

差
上
可
レ
申
候
、
以
上

六
月
十
三
日

器
械
も
一
覧
出
来
、
何
成
共
御
注
文
相
成
、
宜
敷
存
候
、
教
へ
反
飛
脚
帥

ノ
マ
、
申
上
度
候
、
頓
首

薬
研
堀ウ

ガ
イ

九
月
廿
一
日
鵜
飼
玉
川



ｊ二
（
嘉
永
元
年
三
月
廿
五
日
）

く（
別
筆
）
〔
静
海
方
三
月
廿
五
日
出
四
月
六
日
届
〕

本
月
廿
日
出
貴
翰
昨
廿
四
日
夕
方
到
着
拝
見
仕
候
。
如
貴
翰
春
色
日
加
候

得
共
晴
陰
不
定
不
順
之
時
令
二
御
座
候
処
益
御
佳
勝
被
為
渡
恭
喜
之
至
奉
拝

賀
候
。
然
は
今
般
者
御
両
人
湯
治
序
御
出
府
被
成
十
七
日
途
中
無
滞
御
到
着

被
成
候
。
弥
御
丈
夫
に
御
座
候
。
御
省
念
可
被
成
候
。
廿
一
日
供
両
人
調
物

為
持
帰
郷
為
致
候
。
定
而
委
曲
御
聞
被
下
候
事
二
奉
存
候
。
其
節
柳
渓
一
条

御
相
談
申
上
候
。
御
熟
考
上
貴
答
被
仰
下
度
候
。
貴
答
次
第
浪
華
へ
返
書
差

出
度
奉
存
候
。
柳
渓
書
状
入
貴
覧
候
積
此
間
失
念
二
付
此
便
入
貴
覧
候
。
尚

又
御
返
却
被
下
度
候
。

一
、
芝
川
苔
御
恵
投
被
下
不
相
替
風
味
宜
敷
嗜
好
之
品
貴
味
仕
候
義
二
御
座

候
。
籾
又
書
状
数
通
一
同
落
手
其
々
相
届
申
上
候
。
先
は
右
申
上
度
草
々

頓
首

三
月
二
十
五
日

戸
柳
斎
様
戸
塚
静
海

Ｊ三
（
嘉
永
元
年
四
月
二
日
）

く（
封
紙
）
戸
塚
柳
斎
様
緊
要
書
貴
答
戸
塚
静
海

Ｉ
資
料
二Ｉ戸

塚
静
海
よ
り
兄
柳
斎
宛
の
書
簡
の
紹
介
一
一

戸
塚
芳
男

尚
々
一
両
日
者
薄
暑
相
催
候
。
時
下
折
角
御
自
愛
奉
祷
入
候
草
々

廿
八
日
出
の
華
債
今
二
日
到
着
拝
調
仕
候
。
益
御
清
栄
奉
拝
賀
候
。
然
パ

御
両
人
無
事
至
極
丈
夫
二
逗
留
諸
所
見
物
二
被
参
候
。
お
と
へ
殿
菟
角
不
快

勝
に
兼
為
御
座
候
趣
此
間
診
察
仕
候
。
愚
案
処
法
井
二
摂
生
法
篤
と
相
授
可

申
候
。
左
様
御
承
知
被
下
度
候
。
拙
宅
二
逗
留
二
而
ハ
長
く
相
成
候
て
も
少

し
も
御
心
配
一
一
及
不
申
候
。
又
と
申
候
而
は
容
易
に
出
来
候
問
敷
折
角
御
出

府
の
序
緩
交
滞
閉
可
被
成
候
。
籾
又
柳
渓
尚
又
一
ヶ
年
も
遊
学
御
許
容
被
成

下
候
段
難
有
、
左
候
ハ
、
談
合
相
付
可
申
。
先
日
同
人
書
状
入
貴
覧
候
積
失

念
二
付
廿
五
日
便
又
々
書
状
一
回
差
出
候
。
定
而
廿
九
日
の
内
二
は
御
落
手

と
奉
存
候
。
今
般
篤
と
懸
合
申
遣
度
候
。
今
一
ヶ
年
許
容
い
た
し
可
申
依

之
格
別
に
出
精
来
酉
秋
帰
郷
と
致
可
申
遣
候
。
且
不
束
之
書
状
等
已
来
申
越

間
敷
厳
敷
可
申
遣
奉
存
候
。
白
須
沢
山
御
恵
投
被
下
辱
奉
拝
受
候
。

貴
答
草
々
不
備

＊

四
月
三
（
二
）
日
夜
記

戸
柳
斎
様
同
静
海

＊
嘉
永
元
年
に
は
閨
四
月
あ
り
本
書
発
送
日
が
封
紙
と
関
連
し
や
、
不

審
の
点
あ
り
文
末
日
付
も
三
日
を
二
日
と
訂
正
せ
る
如
し

＊
四
月
十
四
日
夜
記
（
別
筆
〔
閏
四
月
二
日
到
来
〕
）

（
別
筆
〔
静
海
四
月
二
日
出
同
十
日
到
来
勘
蔵
持
参
ル
〕
）

ｊ三
（
嘉
永
元
年
五
月
十
五
日
）

く（
封
紙
）
駿
府
梅
屋
町

戸
塚
柳
斎
様
並
序
要
用
書

戸
塚
静
海
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尚
々
追
を
暑
気
相
催
候
間
折
角
御
自
愛
奉
祷
入
候
己
上

寸
楮
奉
啓
益
御
渭
穆
奉
拝
賀
候
。
然
は
今
日
御
両
人
井
二
侍
女
従
僕
等
壮

ム
シ

健
一
一
□
□
□
口
立
天
気
も
宜
敷
何
卒
四
五
日
晴
続
候
様
致
度
奉
存
候
。
お

ム
シ

と
へ
殿
先
常
丸
子
之
方
害
差
上
申
候
。
余
症
有
之
熱
気
口
節
は
丸
子
見
合
対

症
之
煎
剤
等
相
用
可
然
奉
存
候
。
此
方
一
一
而
不
快
中
相
用
候
諸
薬
剤
は
認
不

申
候
。
是
も
跡
方
認
可
申
城
。
籾
又
御
関
所
切
手
持
参
東
海
道
通
行
故
道

中
は
大
案
心
二
御
座
候
。
籾
々
御
逗
留
中
家
内
之
も
の
同
様
存
失
礼
而
已
い

／一一一､

k四ノ 華
犢
拝
訶
仕
候
。
梅
天
益
御
佳
勝
奉
恭
賀
候
。
然
は
お
と
へ
殿
不
快
追
々
軽

快
最
早
食
事
大
抵
平
日
之
体
二
相
成
申
候
。
薄
弱
之
質
少
為
宛
の
儀
は
可
有

之
急
一
一
丈
夫
一
一
相
成
候
様
二
は
菟
て
も
参
り
不
申
候
。
養
生
法
等
愚
案
之

処
方
等
今
般
相
可
申
左
様
御
承
知
可
被
下
候
。
何
れ
今
月
内
一
一
箱
根
通
抜

候
様
可
仕
候
。
其
も
廿
日
過
頃
出
発
致
候
様
可
相
成
哉
月
内
か
来
六
月
初

旬
二
懸
ヶ
帰
宅
一
一
可
相
成
奉
存
候
。
殊
一
一
箱
根
御
関
所
切
手
先
月
出
来
候
一
一

付
今
月
中
な
れ
ハ
宜
敷
余
り
延
引
二
て
は
相
済
不
申
候
。
依
之
何
れ
月
内

近
日
出
立
可
致
左
様
二
御
承
知
可
被
下
候
。
書
余
後
音
申
上
度
草
を
不

備

五
月
十
五
日

鍼
初
夏
望
前
一
日
（
別
筆
）
〔
五
月
十
五
日
〕

（
別
筆
）
〔
静
海
方
五
月
十
五
日
出
之
状
同
十
九
日
届
〕

柳
斎
先
生
侍
史

（
別
筆
）
〔
五
月
十
五
日
出
同
十
九
日
届
申
候
〕

（
嘉
永
元
年
五
月
廿
六
日
）

静
海

ｊ天
（
嘉
永
元
年
七
月
晦
日
）

く残
暑
退
兼
候
処
高
堂
弥
御
安
泰
拝
賀
候
。
草
屋
無
異
眠
食
仕
候
。
御
省
念
可

被
下
候
。
然
は
御
両
人
先
日
帰
郷
後
弥
御
無
事
二
而
お
と
へ
殿
病
気
追
々
快

方
之
趣
持
薬
処
方
中
入
用
之
酒
石
塩
御
註
文
被
仰
越
即
薬
店
二
申
付
取
寄

差
上
可
申
候
。
御
落
手
可
被
下
候
。
先
日
柳
渓
子
方
書
状
披
見
仕
候
処
来

秋
迄
勤
学
之
上
帰
郷
孝
養
仕
候
段
又
々
申
越
候
。
此
段
左
様
御
承
領
可
被
下

候
。 ｊ三

（
嘉
永
元
年
六
月
廿
五
日
）

く
（
封
紙
）
戸
塚
柳
斎
様
戸
塚
静
海

尚
々
両
三
日
来
暑
気
甚
敷
堪
兼
候
程
二
御
座
候
。
貴
地
如
何
。
今
数
日

照
続
候
ハ
、
水
少
く
相
成
可
申
呑
水
払
底
二
も
相
成
と
存
候
。
一
両

日
内
十
分
両
降
候
様
致
希
望
候
事
一
一
御
座
候
。

酷
暑
之
節
高
堂
御
揃
益
御
安
泰
恭
喜
之
至
奉
拝
祝
候
。
草
屋
無
異
眠
食
仕
候
。

御
省
念
可
被
下
候
。
然
は
先
日
は
貴
春
道
中
無
滞
御
帰
郷
之
趣
安
心
仕
奉
賀

候
。
抑
調
物
代
金
取
替
之
分
十
六
両
三
分
弐
朱
早
速
御
遣
被
下
慥
二
落
手
仕

候
。
書
余
後
音
申
述
度
草
々
不
備

六
月
廿
五
日

柳
斎
君
侍
史
静
海
拝

ム
ジ

た
し
申
候
。
と
て
も
之
事
今
少
し
逗
留
被
致
候
ハ
．
宜
敷
奉
存
候
。
□
□
□

後
音
申
上
度
草
々
不
備

五
月
廿
六
日

ム
シ

柳
斎
様
口
史
静
海
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籾
又
拙
宅
静
甫
儀
嫁
貰
候
積
二
付
諸
々
相
尋
候
得
共
菟
角
相
応
之
者
無
御
座

候
処
此
節
田
中
本
多
様
江
戸
家
老
御
勤
居
候
岩
崎
孫
太
夫
娘
十
九
歳
二
而

容
儀
も
相
応
容
子
宜
敷
右
孫
太
夫
家
中
之
評
判
も
宜
敷
由
二
付
縁
組
申
入

度
奉
存
候
。
今
般
掛
川
へ
も
相
談
申
遣
候
。
貴
堂
別
段
思
召
も
無
御
座
候
ハ

、
早
々
貴
答
被
仰
下
度
奉
願
上
候
。
早
々
及
掛
合
申
度
候
。

右
申
上
度
草
々
以
上

七
月
晦
日

戸
塚
柳
斎
様
戸
塚
静
海

ｊ壱
（
嘉
永
元
年
九
月
廿
一
日
）

く

大
槻
平
次
郎
仏
郎
王
詞
出
来
候
二
付
差
上
候
。
時
下
冷
気
折
角
御
自
愛

奉
祈
入
候
。
乍
憧
御
令
閨
及
お
と
へ
殿
に
も
宜
敷
御
致
声
奉
願
上
候

以
上

秋
冷
相
募
候
処
益
御
渭
寧
奉
拝
賀
候
。
草
屋
無
異
御
省
念
可
被
下
候
。
然
は

先
達
而
掛
川
方
墓
碑
金
子
之
義
申
越
鈴
木
書
状
も
入
貴
覧
候
処
其
節
拙
生

方
返
書
差
出
思
召
次
第
割
合
之
義
ハ
如
何
様
二
而
も
宜
敷
先
考
墓
碑
之
義
故

何
を
差
置
候
而
も
不
致
候
而
ハ
不
相
叶
義
二
御
座
候
間
台
石
等
代
払
余
次

第
惣
計
為
御
知
被
下
度
尚
駿
府
へ
御
掛
合
之
上
割
合
之
義
ハ
如
何
程
一
一
而

も
被
仰
下
度
申
遣
候
処
今
般
別
紙
之
通
家
兄
方
申
越
候
間
左
様
御
承
知
可

被
下
候
。

棒
静
甫
方
も
掛
川
其
節
書
状
遣
候
由
彼
是
今
般
は
己
前
と
大
相
違
之
書
状

参
候
間
一
寸
入
貴
覧
候
。
御
一
覧
之
上
近
便
御
返
却
被
下
度
候
。
先
二
初
被

仰
越
候
通
之
割
合
二
而
可
宜
敷
奉
存
候
。
此
殿
御
承
知
可
被
下
候
。

一
、
柳
渓
子
弥
壮
健
勤
学
之
由
大
慶
二
奉
存
候
。
同
人
留
主
二
付
別
而
御
繁

用
御
迷
惑
奉
存
候
。
来
春
は
御
呼
戻
し
被
成
度
趣
先
達
而
被
仰
越
候
。
同
人

へ
可
申
遣
候
得
と
も
折
角
修
業
中
二
付
様
子
次
第
今
一
ヶ
年
差
置
被
成
候
而

ハ
如
何
。
未
た
書
状
差
出
不
申
候
得
共
是
非
今
一
年
遊
学
致
し
度
返
書
可
参

と
察
候
間
此
段
前
以
御
相
談
申
上
候
。
先
は
後
音
委
曲
申
上
度

草
々
頓
首

九
月
廿
一
円

柳
斎
賢
兄
侍
史
静
海
拝

Ｊ天
（
嘉
永
元
年
十
二
月
廿
八
日
）

く（
別
筆
）
〔
申
十
二
月
廿
八
日
茅
場
丁
状
）

再
啓
時
寒
御
自
愛
奉
入
祷
候
。
頓
首
拝

浪
華
へ
書
状
御
差
出
之
節
柳
渓
子
へ
一
通

御
届
可
被
下
候
。

華
犢
拝
語
仕
候
。
寒
中
二
相
成
候
処
存
外
凌
克
如
春
暖
二
御
座
候
。
貴
地
如

何
。
高
台
各
様
弥
御
安
泰
被
為
渡
恭
喜
之
至
奉
拝
祝
候
。
然
は
今
便
蒲
鉾
二マ

マ

枚
御
恵
投
被
下
難
有
風
味
別
而
宜
敷
賞
味
仕
候
。
尚
又
寒
中
御
見
舞
鯛
鯆

（
補
の
誤
）
蒲
鉾
両
品
内
二
而
御
送
被
下
候
由
其
内
何
れ
成
共
好
候
方
可
申
上

被
仰
下
恭
奉
謝
候
。
然
処
最
早
此
節
之
蒲
鉾
一
一
而
宜
敷
御
座
候
。
毎
度
種
を

御
恵
贈
被
下
難
有
先
日
は
被
懸
貴
意
刀
掛
井
二
針
箱
御
恵
投
被
下
二
品
と

も
格
別
上
好
之
口
習
而
芳
情
不
浅
奉
多
謝
候
。
令
閨
令
娘
へ
も
宜
敷
御
致
声

可
被
下
候
。

一
、
静
甫
縁
談
漸
決
着
来
春
二
月
引
取
候
積
一
一
御
座
候
。
先
は
御
省
念
可
被

下
候
。
委
細
油
彦
方
御
承
知
被
下
候
義
二
奉
存
候
。
掛
川
伯
兄
之
大
納
言
様
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新
橲
奉
賀
候
。
高
堂
益
御
清
寧
恭
喜
之
至
奉
拝
寿
候
。
草
屋
瓦
全
越
年
仕
候
。

御
省
念
可
被
下
候
。
然
ハ
旧
臘
例
年
之
通
御
歳
暮
御
祝
儀
験
ま
て
に
鮭
二
本

海
運
二
而
送
上
仕
候
。
定
而
最
早
到
着
可
仕
奉
存
候
。
鮭
其
儘
一
昼
夜
も
塩

出
し
被
成
能
御
洗
一
日
風
日
二
当
其
上
御
用
可
被
成
候
。
将
又
鱈
旧
臘
入
津

無
之
処
漸
く
一
両
日
前
入
津
二
付
壱
頭
今
般
陸
便
送
上
口
仕
候
。
是
も
一
日

シ
ム

塩
出
し
被
成
其
上
能
洗
い
御
用
可
被
成
候
。

籾
又
旧
臘
御
恵
投
之
甘
鯛
風
味
格
別
宜
敷
誠
二
大
振
二
而
肉
厚
く
日
々
賞
味

仕
候
事
二
御
座
候
。
難
有
奉
存
候
。

一
、
柳
溪
義
二
付
掛
川
方
書
中
二
今
一
両
日
浪
華
滞
留
遊
学
為
致
度
様
子
申

越
候
ニ
付
直
二
返
書
差
出
し
当
秋
は
是
非
帰
郷
為
致
候
方
可
然
最
早
駿
府

二
而
も
老
衰
病
用
勤
兼
候
趣
｝
一
付
抑
渓
帰
郷
企
望
二
付
既
一
一
三
年
之
遊
学
二

も
相
成
帰
郷
後
随
分
独
学
二
而
出
来
可
申
養
父
二
対
し
孝
道
二
も
相
叶
当

秋
帰
京
可
然
掛
川
方
も
当
秋
帰
郷
之
義
相
勧
呉
候
様
頼
遣
し
申
候
。
掛
川
よ

り
如
何
之
返
書
参
可
申
哉
未
た
相
知
れ
不
申
候
得
と
も
定
而
理
之
当
然
逆
鱗

被
致
候
事
も
有
之
間
敷
奉
存
候
。
此
殿
御
承
知
可
被
下
候
。
先
は
右
申
上
度

草
を
不
備

、
Ｉ
ノ完

（
嘉
永
二
年
正
月
五
日
）

／
１
１
、

再
啓
余
寒
折
角
御
自
愛
奉
祈
入
候
。
冑

各
様
へ
宜
敷
御
致
声
奉
頼
上
候
。
己
上 貴

二
は
種
々
困
入
候
事
多
く
御
座
候
。
貴
地
之
義
も
御
察
申
上
候

正
月
五
日
記

柳
斎
賢
兄
侍
史

静
海

堂

ｊ三
（
嘉
永
二
年
正
月
廿
四
日
）

く

正
月
廿
四
日
燈
下
書

本
月
十
七
日
出
貴
翰
今
廿
三
日
着
拝
見
仕
候
。
舂
来
益
御
安
泰
拝
賀
候
。
草

更
に
入
津
無
之
二
付
無
拠
鮭
魚
而
己
差
出
申
候
。

一
、
静
甫
儀
一
昨
十
一
日
自
且
那
召
出
御
座
候
而
御
広
敷
医
師
被
仰
付
候
。

難
有
仕
合
二
奉
存
候
。
此
殿
御
吹
聴
申
上
候
。
尤
至
而
閑
隙
之
場
所
二
而
月

二
五
六
度
も
当
番
二
相
成
二
時
程
も
御
広
敷
詰
所
二
罷
出
居
候
得
は
宣
敷
御

座
候
。
依
之
病
用
井
二
読
書
之
障
り
二
も
相
成
不
申
候
。
難
有
事
二
御
座
候
。

来
ル
ー
月
中
二
は
縁
女
も
引
取
候
約
定
二
御
座
候
。
末
た
日
現
（
限
の
誤
記
）

相
分
不
申
候
。
先
は
右
申
上
度
草
を
頓
首

正
月
十
三
日

（
戸
）
家
柳
斎
様
静
海
拝

、
ノ舌

（
嘉
永
二
年
正
月
十
三
日
）

く（
封
紙
）
酉
正
月

駿
府
梅
屋
町

戸
塚
柳
斎
様
井
要
用
書
戸
塚
静
海

（
別
筆
）
〔
駿
酉
正
月
十
三
日
年
始
状
正
月
晦
日
着
〕

舂
寒
退
兼
候
処
貴
堂
各
様
益
御
多
祥
恭
喜
之
至
奉
拝
祝
候
。
旧
臘
は
不
相
替

興
津
鯛
御
恵
贈
被
下
辱
生
賞
味
仕
候
事
二
御
座
候
。
塩
加
減
至
而
宜
敷
実
二

珍
味
に
御
座
候
。
将
又
拙
方
旧
冬
例
之
鮭
送
上
仕
候
。
相
達
申
候
哉
承
度
候
。

当
年
は
延
着
無
之
様
少
し
早
め
一
一
差
出
申
候
。
尤
鱈
差
上
度
奉
存
候
処
旧
臘
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屋
瓦
全
御
省
念
可
被
下
候
。
然
は
浪
華
柳
渓
子
当
然
帰
郷
之
義
昨
年
約
束
二

而
定
而
無
相
違
帰
り
可
申
と
は
奉
存
候
得
共
壮
年
之
者
念
慮
易
変
御
座
候

間
尚
又
近
日
書
状
差
出
帰
郷
之
義
可
申
遣
奉
存
候
。
且
又
蘭
書
求
度
申
越
候

義
拙
生
返
書
一
一
此
方
二
而
要
用
之
蘭
書
見
立
調
可
遣
候
間
左
様
承
知
可
致
申

遣
置
候
。
何
れ
是
ハ
三
月
楢
林
並
二
品
川
到
着
之
上
蘭
書
見
立
可
申
と
奉
存

候
。
調
次
第
代
金
申
上
候
。
御
承
知
可
被
下
候
。

一
、
鮭
弐
頭
到
着
御
落
手
被
下
候
由
被
仰
下
安
心
仕
候
。
今
般
又
々
蒲
鉾
御

恵
投
被
下
難
有
賞
味
可
仕
奉
存
候
。

一
、
島
津
戒
了
様
旧
冬
帰
府
之
義
未
た
承
知
不
仕
御
使
も
参
不
申
候
。
若
御

頼
御
座
候
ハ
、
早
々
罷
出
可
申
奉
存
候
。
御
娘
子
は
仰
之
通
且
那
様
側
女
中

二
御
座
候
。
外
二
壱
人
御
娘
子
分
家
島
津
淡
路
守
様
方
二
老
女
勤
被
居
候
由

風
聞
承
候
。
来
二
月
四
日
頃
旦
那
当
地
御
発
駕
一
一
而
彼
是
多
忙

草
為
貴
御
答
如
此
御
座
候
。
頓
首

正
月
廿
三
日
夜
記

柳
斎
先
生
侍
史
静
海
拝

ｊ一
三
（
嘉
永
二
年
正
月
廿
四
日
）

く（
封
紙
）
駿
府

戸
塚
柳
斎
様
平
安

並
便
り
賃
銭
相
済

駿
府
戸
塚
柳
斎
様
要
用
貴
答

余
寒
菟
角
退
兼
候
。
為
国
御
自
愛
奉
祷
候
。

令
閨
井
令
愛
に
も
可
然
御
致
語
奉
頼
上
候
。

自
江
戸
戸
塚
静
海

正
月
二
十
五
日
出

東
都
静
海

酉
正
月
廿
六
日
出

貴
翰
拝
読
仕
候
。
春
来
益
御
健
勝
恭
喜
之
至
奉
拝
祝
候
。
草
屋
無
異
眠
食
仕

候
間
御
省
念
可
被
下
候
。

然
は
浪
華
柳
渓
方
旧
臘
己
来
一
向
書
状
差
上
不
申
候
由
疎
漫
之
事
二
奉
存
候
。

拙
生
方
旧
冬
十
一
月
頃
書
状
差
遣
し
其
節
緒
方
洪
庵
江
も
害
状
遣
し
候
得
共

未
た
柳
溪
方
返
書
参
不
申
掛
川
へ
も
旧
臘
柳
渓
当
秋
迄
遊
学
来
秋
之
内
帰
郷

之
義
申
遣
候
間
掛
川
二
而
も
其
儀
申
遣
呉
候
様
懸
合
候
処
外
掛
川
に
自
分

用
向
之
書
状
は
昨
日
も
参
り
候
得
共
柳
溪
之
事
何
共
不
申
越
候
。
柳
渓
は
全

く
疎
漫
二
而
害
状
参
不
申
候
事
と
存
候
。

一
、
旧
臘
は
誠
に
見
事
之
鯛
捕
被
贈
下
長
々
賞
味
仕
候
。
春
末
尚
又
蒲
鉾
御

恵
投
被
下
是
亦
難
有
賞
味
仕
候
。
春
末
自
此
方
鱈
一
頭
飛
脚
便
二
而
差
上
申

侯
。
御
落
手
被
下
候
哉
。
旧
冬
念
八
九
之
頃
（
廿
八
九
日
の
頃
の
意
）
鱈
船
入

津
一
一
付
春
来
送
上
仕
候
義
二
御
座
候
。
先
は
貴
答
草
為
如
此
御
座
候
。
頓
首

正
月
廿
四
日
夜

マ
マ

柳
斎
先
醒
侍
史
静
海
拝
呈

ｊ三
（
嘉
永
二
年
二
月
十
五
日
）

く（
封
紙
）
駿
府
梅
屋
町
戸
塚
柳
斎
様
要
用
書
江
戸
八
丁
堀
戸
塚
静
海

賃
銭
相
済
二
月
十
五
日
並
便

尚
々
時
下
折
角
御
自
愛
奉
祷
入
候
。
先
日
賢
閨
御
不
快
一
一
付
処
方
之
義

被
仰
出
候
処
聴
と
御
容
躰
相
分
兼
其
故
処
方
差
上
不
申
候
。
其
後
貴
翰

少
々
宛
御
快
方
の
趣
承
知
仕
候
。
此
節
如
何
御
座
候
哉
万
一
未
た
不

宜
敷
候
ハ
、
御
容
躰
委
敷
被
仰
遣
可
下
候
。
愚
案
可
差
上
候
。
早
食

以
上

爾
来
御
無
音
打
過
申
候
。
春
寒
退
兼
候
処
愈
を
御
安
泰
奉
拝
賀
候
。
然
は
兼
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＊
（
追
記
）

書
余
後
音
申
上
度

二
月
十
五
日

而
申
上
候
通
縁
女
弥
当
廿
八
日
引
取
候
積
取
極
申
候
。
此
段
為
御
知
申
上
候
。

籾
又
浪
華
方
先
月
書
状
参
候
処
壮
健
勤
学
之
様
子
二
御
座
候
。
御
省
念
可
被

成
候
。
近
日
書
状
差
出
当
秋
帰
郷
之
義
尚
又
可
申
遣
奉
存
候
。
静
甫
へ
柳
渓

方
書
中
二
帰
郷
之
節
木
曽
路
方
東
都
へ
罷
越
其
上
帰
郷
致
度
申
越
候
由
是

も
無
益
之
事
に
御
座
候
得
共
様
子
次
第
二
而
は
其
丈
之
処
者
当
人
存
寄
次
第

被
成
候
而
も
可
宜
敷
哉
に
奉
存
候
。
乍
然
其
義
は
内
を
静
甫
迄
申
越
候
事
一
一

而
拙
生
へ
は
未
た
何
と
も
不
申
来
候
ま
、
聴
と
い
た
し
候
義
二
は
無
御
座
候
。

書
余
後
音
申
上
度
草
々
頓
首

戸
塚
柳
斎
様
侍
史
同
静
海

＊
以
上
で
廿
三
通
の
書
簡
は
終
る
が
巻
末
に
左
記
の
詩
三
首
あ
り
。
併
記
す

尚
昭
和
四
十
六
年
三
月
廿
七
日
の
医
史
学
会
の
例
会
で
「
戸
塚
柳
溪
と
静

林
駕
竹
雀
寺
朝
晴
柳
眼
梅
唇
競
新
清

古
人
漫
謂
人
心
改
今
日
乾
坤
自
舂
声

駿
地
暖
元
朝
聞
初
踊
之
声

故
林
鵜
之
事
実
景

夢
醒
嗽
光
映
竹
軒
満
城
笑
語
送
迎
繁

老
翁
不
菅
人
来
往
手
折
梅
枝
揮
瓦
盃

日
照
風
和
認
瑞
光
千
門
万
戸
賀
新
陽

草
堂
為
祝
松
花
酒
一
笑
挙
杯
最
後
誉

‘プ

つ
◎

又
和
唄

又

甫
」
と
題
し
上
記
書
簡
の
発
表
を
し
た
事
が
あ
り
又
三
月
廿
日
に
は
蘭
研
々

究
報
告
第
二
四
四
号
に
「
戸
塚
家
の
人
々
１
文
海
静
甫
柳
渓
積
斎
」
と
題
し

本
書
簡
内
容
の
大
意
を
発
表
し
た
。
併
せ
て
参
考
に
供
さ
れ
た
い
。
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十
二
月
例
会
十
二
月
十
八
日
（
土
）

於
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
北
里
図
書
館
第
一
会
議
室

一
宇
田
川
椿
菩
の
植
学
独
語
矢
部
一
郎

二
宇
田
川
椿
蓄
と
遠
西
医
方
名
物
考
緒
方
富
雄

三
箕
作
玩
甫
の
訳
語
一
‐
人
口
」
に
つ
い
て
佐
藤
良
雄

四
坪
井
信
道
塾
の
塾
生
で
つ
く
っ
た
二
つ
の
医

薬
品
辞
典
緒
方
富
雄

五
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
切
手
古
川
明

以
上
は
蘭
学
資
科
研
究
会
研
究
報
告
第
三
五
三
号
（
一
九
七
一
・
一
二
・

一
八
発
行
）
に
発
表
さ
れ
た
。

一
月
例
会
一
月
二
十
九
日
（
土
）

於
順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
六
階
集
談
室

一
堀
内
文
書
に
み
る
藺
学
者
の
生
活
と
思
想
小
川
鼎
三

原
著
と
し
て
本
号
に
掲
載

二
古
川
柳
か
ら
み
た
医
学
山
路
閑
古

（
当
日
配
布
さ
れ
た
資
料
を
こ
こ
に
転
載
す
る
。
）

古
川
柳
よ
り
見
た
る
医
学
史

昭
和
四
十
七
年
一
月
二
十
九
日
講
演
要
旨

講
師
山
路
閑
古
共
立
女
子
大
学
教
授

著
書
「
古
川
柳
」
（
岩
波
新
書
）
「
古
川
柳
名
句
選
」
（
筑
摩
叢
書
）

日
本
医
史
学
会
例
会
記
事

医
学
各
科

本
道
（
内
科
）

明
五
⑪
外
科
の
子
の
本
道
に
な
る
臆
病
さ
（
六
・
町
）

宝
十
二
②
薬
箱
初
に
持
た
せ
て
ふ
り
返
り
（
一
・
州
）

安
二
⑧
ぎ
ざ
ｊ
、
の
あ
る
襟
で
持
つ
薬
箱
（
十
一
・
羽
）

安
元
側
容
体
を
十
分
聞
く
と
膝
を
立
て
（
十
・
㈹
）

安
四
⑤
襟
へ
首
法
眼
の
目
の
つ
け
ど
こ
ろ
（
安
四
礼
２
）

宝
八
⑥
御
簾
越
の
脈
は
病
の
綱
渡
り
（
宝
八
・
九
・
五
）

明
八
例
代
脈
は
若
党
で
来
た
男
な
り
（
八
・
詔
）

蠣
抽
⑧
舟
宿
へ
来
て
狼
も
医
者
に
化
け
（
拾
六
・
、
）

宝
十
二
⑨
脇
差
を
戻
せ
ば
茶
屋
は
か
の
を
出
し
（
拾
八
・
岨
）
（
一
・
詔
）

明
四
川
中
宿
の
内
儀
お
ど
け
て
脈
を
見
せ
（
拾
七
・
３
）

が
い
り
よ
ぅ
げ
か

外
料
（
外
科
）

訳
い
り
よ
う

宝
十
二
仙
外
料
を
祭
の
な
り
で
呼
び
に
行
き
（
一
・
粥
）

安
元
⑫
痛
い
こ
と
な
い
と
外
科
殿
針
を
出
し
（
十
・
Ⅳ
）

天
二
⑬
そ
い
で
取
り
ま
す
と
外
科
殿
平
気
な
り
（
一
七
・
伽
）

宝
十
二
⑭
外
科
殿
の
豚
は
死
身
で
飼
は
れ
て
居
（
一
・
“
）

解
説
古
句
出
典
略
号
一
覧

（
六
・
”
）
誹
風
柳
多
留
六
篇
二
七
丁

（
安
四
礼
２
）
川
柳
評
万
句
合
、
安
永
四
年
、
相
印
礼
二
枚
目

（
宝
八
・
九
・
五
）
川
柳
評
万
句
合
宝
暦
八
年
、
九
月
五
日
披

（
拾
六
・
、
）
誹
風
柳
多
留
拾
遺
六
篇
十
一
丁

（
末
一
・
配
）
誹
風
末
摘
花
初
篇
二
十
二
丁
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小
児
医
者
（
小
児
科
）

宝
十
三
旧
小
児
医
者
が
ら
ノ
ー
な
ど
を
ふ
っ
て
見
せ
（
宝
十
三
礼
２
）

明
五
㈹
小
児
医
者
赤
い
紙
燭
で
お
く
ら
れ
る
（
六
・
７
）

唖
池
川
小
児
家
は
虎
の
脈
な
ど
取
っ
て
見
る
（
拾
十
・
型
）

目
医
者
（
眼
科
）

宝
十
一
旧
馬
島
で
の
近
付
き
な
ら
ば
う
ろ
覚
え
（
一
・
妬
）

女
医
者
（
産
婦
人
科
）

安
六
剛
外
科
で
な
し
本
道
で
な
し
不
埒
な
り
（
安
六
満
１
）

明
五
剛
仲
条
の
静
か
に
暮
す
お
そ
ろ
し
さ
（
六
・
別
）

明
八
剛
股
倉
へ
首
ご
と
這
入
る
女
医
者
（
末
一
・
魂
）

安
五
剛
見
せ
た
外
科
見
る
と
内
儀
は
逃
げ
る
な
り
（
一
四
・
７
）
（
末
二
・

ｍ
）

御
薬
園
（
施
療
機
関
）

明
六
剛
薮
医
者
へ
断
り
い
う
て
御
薬
園
（
七
・
４
）

小
山
玄
良
、
雨
謹
、
明
和
八
年
よ
り
寛
政
元
年
ま
で
の
川
柳
評
万
句
合

の
難
解
句
に
加
註
。

眼
科

大
丸
の
け
つ
に
大
き
な
目
薬
屋
（
天
八
満
２
）
（
二
三
・
弱
）

雨
註
く
き
の
目
薬
あ
り

葉
桜
に
な
っ
て
行
か
う
と
目
を
ゑ
ど
り
（
安
四
仁
２
）

雨
註
目
病
み

役
者
程
ゑ
ど
っ
て
久
喜
の
玄
関
に
ゐ
（
明
三
梅
３
）
（
拾
十
・
幻
）

附
（
時
間
が
余
れ
ば
）

雨
證
註
に
よ
る
古
川
柳
研
究
の
例
。

帥
年
代
に
お
け
る
保
健
と
医
療
ｌ
要
望
課
題
報
告
の
総
括
ｌ

編
集
委
員
会
二
七
一
’
二
七
三

㈹
年
代
の
看
護
制
度
ｌ
准
看
護
婦
制
度
を
視
点
と
し
て
ｌ

志
摩
千
代
江
二
七
五
’
二
七
九

一
九
六
○
年
代
に
お
け
る
看
護
教
育
制
度
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
ｌ
主
と

し
て
日
本
看
護
協
会
の
運
動
を
中
心
と
し
て
ｌ

木
下
安
子
二
八
○
’
二
八
三

幕
末
の
医
学
教
育
ｌ
「
日
習
医
案
」
に
就
い
て
青
木
一
郎
３
１
９

ジ
ゲ
リ
ス
ト
か
ら
の
書
翰
津
田
安
加
１
喝

ジ
ゲ
リ
ス
ト
解
説
阿
知
波
五
郎
出
Ｉ
畑

小
石
元
俊
の
医
案
中
野
操
刈
Ｉ
虹

ｊ

昭
和
四
十
六
年
度
医
史
学
関
係
文
献
目
録
一く

医
謹
復
刊
第
“
号
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部

医
学
史
研
究
調
号

雨
註
無
し

産
婦
人
科

町
内
の
う
ち
で
踊
子
お
ろ
す
な
り
（
安
七
天
１
）
（
一
五
・
兜
）

雨
註
橘
丁
、
吉
田
正
琳

食
べ
る
程
近
所
で
あ
る
と
腰
瓦
（
安
九
梅
２
）

雨
註
吉
田
正
琳

I

口医
学
史
研
究
会
発
行
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わ
が
国
薬
剤
師
の
職
業
的
確
立
を
め
ぐ
る
二
や
三
の
問
題

宗
田
一
二
八
四
’
二
八
七

異
形
式
抜
歯
鉗
子
の
歯
学
史
的
研
究
ｌ
わ
が
国
の
鉗
・
鉈
鉗
・
鉄
鉗
と
い
わ

れ
る
抜
子
鉗
子
に
つ
い
て
Ｉ
杉
本
茂
舂
二
八
八
ｌ
二
九
一

労
働
組
合
期
成
会
鉄
工
組
合
の
救
済
活
動
（
そ
の
一
）
１
日
本
社
会
医
療
史

研
究
二
）
北
原
龍
二
二
九
二
’
二
九
九

室
蘭
地
方
の
医
学
史
御
用
医
師
野
村
周
甫
の
こ
と
な
ど

松
木
明
知
三
○
○
’
三
○
二

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
の
保
健
思
想
汲
田
克
夫
三
○
八
’
三
○
六

医
療
経
済
学
史
ノ
ー
ト
（
そ
の
二
）
野
村
拓
三
○
七
’
三
一
二

田
沢
鏡
二
先
生
の
想
い
出
田
中
助
一
三
一
三
’
三
一
四

わ
が
国
に
お
け
る
社
会
医
学
百
年
の
歴
史
曽
田
長
宗
布
巻
１
号
四

三
’
四
八
布
巻
２
号
一
○
九
’
二
三

古
典
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
生
化
学
思
想
ギ
リ
シ
ャ
本
土
と
そ
の
周
辺
⑧

木
村
雄
吉
布
巻
４
号
二
二
○
’
二
二
五
柘
巻
６
号
五
二
○
’
五
二

五来
日
宜
教
医
の
位
置
と
性
格
長
門
谷
洋
治
柘
巻
６
号
五
一
四
’
五

一
九

Ｈ
・
Ｗ
・
マ
グ
ー
ン
教
授
の
叙
勲
を
祝
っ
て
河
村
洋
二
郎
両
巻
４
号

二
二
六
ｌ
二
二
七

近
世
イ
タ
リ
ア
医
学
の
人
為
斎
藤
純
夫
渦
巻
４
号
一
九
六
’
一
九
八

医
学
の
あ
ゆ
み

医
歯
薬
出
版
株
式
会
社
発
刊

医
学
史
正
誤
帖
ｌ
杉
田
玄
白
親
筆
の
蘭
学
事
始
は
な
か
っ
た
緒
方
富
雄

弼
巻
４
号
一
九
九

健
康
の
思
想
ｌ
合
理
主
義
と
健
康
の
価
値
ｌ
プ
ラ
ト
ン
の
場
合
中
川
米
造

汀
巻
ｎ
号
六
四
七
’
六
五
○

本
川
学
長
の
追
憶
本
川
弘
一
君
を
偲
ぶ
若
林
勲
渦
巻
１
号
釘

Ｉ
棚

本
川
生
理
学
に
つ
い
て
田
崎
京
二
氾
巻
１
号
四
一
’
四
五

健
康
と
思
想
ｌ
目
的
論
と
中
庸
ｌ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
場
合
中
川
米
造

祁
巻
２
号
九
八
’
一
○
二

医
学
と
は
何
か
三
木
栄
祀
巻
３
号
一
五
四
’
一
五
七

小
金
井
良
精
小
川
鼎
三
沌
巻
３
号
一
五
七

健
康
の
思
想
ｌ
調
理
と
生
理
の
ア
ナ
ロ
ギ
ー
中
川
米
造
氾
巻
７
号

四
九
五
’
四
九
八

モ
ル
ヒ
ネ
の
発
見
と
そ
の
近
代
薬
物
史
へ
の
寄
与
宗
田
一
沌
巻
加

号
六
五
一
’
六
五
六
沌
巻
哩
号
七
七
一
’
七
七
六

健
康
の
思
想
ｌ
素
朴
唯
物
論
と
死
Ｉ
中
川
米
造
祁
巻
ｎ
号
七
一
三

’
七
一
六

健
康
の
思
想
ｌ
キ
リ
ス
ト
教
と
医
学
中
川
米
造
ね
巻
２
号

健
康
の
思
想
ｌ
中
国
医
学
の
思
想
的
背
景
中
川
米
造
ね
巻
７
号
四

四
一
’
四
四
五

イ
ン
ド
伝
承
医
学
へ
の
私
の
遍
歴
丸
山
博
門
巻
８
号
四
九
七
’

五
○
一

自
然
哲
学
的
生
命
観
ｌ
意
識
と
生
命
千
谷
七
郎
禰
巻
、
号
六
○
五

’
六
○
九
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昭
和
四
十
五
年
度
漢
方
医
界
年
表
矢
数
道
明
蛆
巻
２
号
一
○
六
’

二
○

華
岡
冑
洲
の
学
説
と
東
洋
古
代
の
麻
酔
薬
高
橋
道
史
肥
巻
２
号
一

一
七
’
二
九

本
居
宜
長
の
一
面
高
橋
道
史
盤
巻
３
号
一
七
八
’
一
七
九

日
本
に
お
け
る
傷
寒
論
の
受
容
日
本
漢
方
の
特
質
１
大
塚
敬
節
魁

巻
４
．
５
号
七
’
十
七

金
置
要
略
の
特
質
と
そ
の
読
み
方
細
野
史
郎
田
巻
４
．
５
号
十
八

’
三
一

「
傷
寒
論
」
と
「
金
置
要
略
」
の
特
質
に
つ
い
て
荒
木
正
胤
魁
巻
４

・
５
号
三
二
四
四

傷
寒
論
の
特
質
・
治
療
方
針
並
び
に
診
療
の
実
際
藤
平
健
蝿
巻
４
．

５
号
四
五
’
七
三

傷
寒
論
の
特
質
と
治
療
方
針
及
び
そ
の
診
療
の
実
際
に
つ
い
て
相
見
三

郎
鴫
巻
４
．
５
号
七
四
’
八
四

後
世
派
医
学
（
金
元
李
朱
医
学
）
の
特
質
に
つ
い
て
矢
数
道
明
咽
巻

４
．
５
号
八
五
二
四

健
康
の
思
想
ｌ
イ
ン
ド
の
宗
教
と
医
学
中
川
米
造
沌
巻
ｎ
号
六
五

三
ｉ
六
五
六

胃
由
⑦
輿
と
そ
の
周
辺
ｌ
イ
ン
ス
リ
ン
発
見
五
○
周
年
に
よ
せ
て
仁
木

厚
他
羽
巻
過
号
七
五
一
’
七
五
四

漢
方
の
臨
床

東
亜
医
学
協
会
発
行

日
本
医
学
会
総
会
よ
も
や
ま
開
巻
５
号
六
四
三
’
六
五
二

病
院
の
歴
史
緬
巻
ｎ
号
一
四
四
五
’
一
四
四
六

「
千
金
要
方
」
に
つ
い
て
大
塚
恭
男
魁
巻
４
．
５
号
二
五
’
一

二
八

折
衷
派
の
本
質
と
そ
の
立
場
山
田
光
胤
咽
巻
４
．
５
号
三
一
九
’

一
三
八

中
国
本
草
の
史
的
展
望
岡
西
為
人
肥
巻
４
．
５
号
一
三
九
’
一
七
四

本
草
の
「
苗
」
に
つ
い
て
宮
下
三
郎
鵡
巻
４
．
５
号
一
七
五
’
一

七
八

東
洋
医
学
の
特
質
に
つ
い
て
ｌ
特
に
神
農
本
草
経
及
び
扁
鵲
伝
を
中
心
と
し

て
Ｉ
和
田
正
系
肥
巻
４
．
５
号
一
七
九
’
一
九
二

針
灸
の
史
的
展
望
代
田
文
誌
肥
巻
４
．
５
号
一
九
三
’
一
二
四

古
典
再
検
討
の
必
要
に
思
う
柴
崎
保
三
岨
巻
４
．
５
号
一
二
五
’

二
三
七

日
本
の
医
療
と
漢
方
伊
藤
情
夫
魁
巻
４
．
５
号
二
八
○
二
八
六

脈
診
に
つ
い
て
小
椋
道
益
鴫
巻
４
．
５
号
二
九
七
’
一
三
九

神
農
本
草
経
は
薬
医
学
で
あ
る
高
橋
良
忠
肥
巻
６
．
７
号
六
四
九

六
七
二

ア
メ
リ
カ
国
立
図
書
館
の
東
洋
医
学
蔵
書
目
録
肥
巻
９
号
八
三
○
’

八
三
六

「
東
医
宝
鑑
」
秘
史
韓
賛
爽
鵡
巻
、
号
九
二
○
’
九
一
二

日
本
医
師
会
雑
誌

日
本
医
師
会
発
行
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日
本
に
お
け
る
社
会
保
険
の
将
来
武
見
太
郎
師
巻
５
号
五
一
五
’

五
一
七

医
学
の
理
想
武
見
太
郎
師
巻
５
号
五
一
八
’
五
二
○

病
院
の
起
原
と
そ
の
史
的
考
察
大
烏
蘭
三
郎
師
巻
７
号
七
五
五
’

七
六
一

診
療
科
目
の
国
際
比
較
ｌ
明
日
の
日
本
の
医
療
を
考
え
る
Ｉ
浅
山
健

髄
巻
７
号
七
六
二
’
七
六
九

国
崎
定
洞
を
読
ん
で
小
田
俊
郎
二
四
三
九
号
師

音
づ
れ
（
四
）
ｌ
父
の
外
遊
日
記
か
ら
Ｉ
大
滝
紀
雄
二
四
四
一
号
的

ｌ
刊
二
四
四
三
号
池
Ｉ
郷
二
四
四
四
号
ｎ
ｌ
粥
二
四
四
五
号

刊
ｌ
犯
二
四
四
六
号
池
Ｉ
科

徳
川
医
業
三
百
年
の
遺
産
布
施
昌
一
二
四
四
三
号
師
Ｉ
的
二
四

四
四
号
髄
ｌ
粥
二
四
四
五
号
師
！
“
二
四
四
六
号
師
Ｉ
的
二

四
四
七
号
江
１
門

漱
石
と
松
岡
譲
松
本
健
次
郎
二
四
四
五
号
田
ｌ
侭

坪
井
信
道
の
一
書
翰
青
木
一
郎
二
四
四
五
号
“
ｌ
妬

医
事
に
関
係
あ
る
名
将
の
言
行
朝
比
奈
泰
雄
二
四
四
五
号
池
ｌ
泓

兵
部
の
狂
気
と
甲
斐
の
乱
刃
王
丸
勇
二
四
四
六
号
“
ｌ
妬
二

四
四
七
号
師
Ｉ
和

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
高
橋
功
二
四
四
八
号
別

「
上
医
は
国
を
医
す
」
の
原
典
矢
数
道
明
二
四
四
九
号
噸

滝
沢
馬
琴
の
眼
疾
村
田
正
夫
二
四
五
○
号
師
’
㈹

日
本
医
事
新
報

日
本
医
事
新
報
社
発
行

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
の
阿
片
中
毒
松
井
好
夫
一
西
五
二
号
脇
Ｉ
開

眼
科
臨
床
医
報
の
歩
み
三
国
政
吉
二
四
五
二
号
師
’
㈹
一
面
五

三
号
師
ｌ
開
二
四
五
四
号
沼
Ｉ
別
二
四
五
五
号
師
Ｉ
的
二
四

五
六
号
鯛
Ｉ
的
二
四
五
七
号
侭
１
ｍ
二
四
五
八
号
門
Ｉ
別

眼
耳
鼻
舌
身
意
（
塙
保
己
一
の
墓
）
安
村
太
郎
二
四
五
四
号
侭

６
１
６

古
在
由
直
先
生
高
村
庄
太
郎
一
四
五
四
号
的

漱
石
と
鈴
木
大
拙
松
本
健
次
郎
二
四
五
六
号
餡
Ｉ
閖

医
聖
上
ツ
ポ
ク
ラ
テ
ー
ス
に
関
す
る
二
、
三
の
疑
問
鈴
木
安
恒
二
四

五
六
号
肺
Ｉ
師

医
師
と
し
て
の
森
鴎
外
伊
達
一
郎
二
四
五
八
号
肌
ｌ
開
二
四
七

三
号
侭
Ｉ
師

豐
臣
秀
吉
の
女
狩
と
荒
療
治
王
丸
勇
二
四
六
一
号
妬
ｌ
侭

「
日
本
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
」
補
遺
緒
方
富
雄
二
四
六
二

号
“
１
節
二
四
六
五
号
師
’
㈹
二
四
六
五
号
師
Ｉ
的
二
四
七

九
号
灯
Ｉ
棚
二
四
八
○
号
師
ｌ
鯛

香
玉
宛
て
の
峯
山
絵
手
紙
土
蔵
よ
り
再
発
見
の
こ
と
折
茂
六
郎
二
四

六
二
号
師
１
師

稲
田
龍
吉
先
生
と
直
弟
子
二
四
六
二
号
“
１
ｍ

橋
本
宗
吉
と
竹
原
阪
田
泰
正
二
四
六
二
号
和
１
，

海
馬
罠
ｇ
ｏ
８
ｇ
ｐ
房
の
語
源
小
川
鼎
三
二
四
六
二
号
噸

國
砲
匡
ョ
ｍ
に
つ
い
て
の
参
考
文
献
大
島
蘭
三
郎
二
四
六
二
号
配

チ
ャ
ラ
カ
の
誓
い
松
木
明
知
二
四
六
三
号
的
ｌ
和

偉
大
な
る
大
森
治
豐
先
生
宇
留
野
勝
弥
二
四
六
四
号
別
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狂
気
の
版
画
家
メ
リ
ョ
ン
松
井
好
夫
一
西
六
四
号
餡
ｌ
師

漱
石
と
良
寛
松
本
健
次
郎
一
西
六
八
号
“
Ｉ
闘

音
づ
れ
（
補
遺
）
大
滝
紀
雄
一
西
六
八
号
科

フ
ラ
ン
ス
の
医
学
教
育
と
医
師
づ
く
り
に
思
う
日
野
原
正
二
四
六

八
号
師
Ｉ
的

へ
ミ
ン
グ
ゥ
ェ
ィ
と
一
二
島
由
紀
夫
伊
東
高
麓
夫
一
四
七
○
号
“
ｌ
妬

種
痘
ゥ
イ
ル
ス
・
微
研
池
田
株
の
思
い
出
池
田
武
夫
一
一
四
七
○
号

的
Ｉ
鮒

徳
川
家
康
の
好
学
と
誤
診
王
丸
勇
二
四
七
一
号
“
ｌ
妬

馬
賊
と
軍
医
米
津
和
幸
二
四
七
五
号
河

曲
直
瀬
玄
朔
が
後
陽
成
夫
皇
に
灸
治
を
し
た
始
末
記
矢
数
道
明
一
西

七
七
号
矼
Ｉ
銘

乖
に
つ
い
て
清
水
藤
太
郎
二
四
七
七
号
妬

漱
石
と
パ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
松
本
健
次
郎
二
四
七
八
号
侭
Ｉ
髄

井
上
達
也
小
伝
井
上
正
澄
二
四
七
八
号
洞
Ｉ
拠

蔵
志
と
解
体
新
書
の
差
を
め
ぐ
っ
て
布
施
昌
一
二
四
七
九
号
“
ｌ

妬
二
四
八
○
号
㈹
１
ｍ
二
四
八
一
号
妬
ｌ
師

パ
ラ
ヶ
ル
ズ
ス
復
興
伊
東
昇
太
二
四
七
九
号
帥
Ｉ
矼

福
島
正
則
の
剛
勇
と
酒
乱
王
丸
勇
一
西
八
○
号
“
Ｉ
師

仙
台
医
専
時
代
の
魯
迅
飯
野
太
郎
二
四
八
○
号
池
１
両

鴎
外
あ
る
冬
の
日
の
感
懐
小
篠
速
雄
二
四
八
○
号
脚

ベ
ル
ッ
と
大
森
先
生
の
写
真
宇
留
野
勝
弥
一
画
八
三
号
“
ｌ

安
藤
昌
益
に
お
け
る
産
科
学
思
想
友
吉
唯
矢
二
四
八
三
侭
Ｉ
的

阪
田
氏
の
「
橋
本
宗
吉
と
竹
原
」
を
駁
す
中
野
操
二
四
八
三
号

日
本
東
洋
医
学
会
誌
日
本
東
洋
医
学
会
発
行

漢
蘭
折
衷
派
と
解
剖
学
小
川
鼎
三
塑
巻
２
号
１
１
３

近
世
医
学
史
か
ら
近
代
病
理
学
の
発
展
ｌ

館
ｌ
配
一
○
○
号
卯
Ｉ
型
一
○
一
号

近
世
医
学
史
か
ら
ｌ
眼
科
学
の
勃
興
と
発
展

Ⅳ
’
昭
一
○
四
号
Ⅳ
ｌ
焔
一
○
五
号

Ｍ
一
○
八
号
的
Ｉ
釦

０
２

７
１
７

柏
原
学
而
伝
土
屋
重
朗
一
西
八
四
号
田
Ｉ
開
二
四
八
六
号
媚

１
８４

日
本
の
大
学
に
お
け
る
最
初
の
日
本
人
眼
科
教
授
の
選
定
一
一
国
政
吉

二
四
八
四
号
“
ｌ
師

陸
軍
病
院
岸
田
壮
一
二
四
八
四
号
、
１
脚

漱
石
と
大
塚
保
治
夫
妻
松
本
健
次
郎
二
四
八
五
号
“
Ｉ
師
号

大
阪
医
学
校
と
教
師
エ
ル
メ
レ
ン
ス
中
野
操
獅
ｌ
唖

淀
君
の
勝
気
と
ヒ
ス
テ
リ
ィ
王
丸
勇
二
四
八
六
号
“
Ｉ
妬

私
の
軍
歴
寺
木
忠
二
四
八
六
号
婚
Ｉ
卵

上
顎
癌
を
思
わ
せ
る
徒
然
草
の
記
載
鈴
木
安
恒
二
四
八
七
号
妬
Ｉ
卿

医
史
学
会
阿
知
波
五
郎
二
四
五
七
号
妬
Ｉ
媚

公
開
講
演
大
塚
恭
男
二
四
五
七
号
州
Ｉ
鉛

日
本
医
事
新
報
ジ
ュ
ニ
ア
版

日
本
医
事
新
報
社
発
行

大
鳥
蘭
三
郎
九
九
号

蛤
Ｉ
Ⅳ

大
鳥
蘭
三
郎
一
○
三
号

Ⅳ
Ｉ
蛆
一
○
七
号
昭
１
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宇
田
川
椿
庵
の
植
学
啓
原
伽
矢
部
一
郎
二
四
二
号
１
Ｉ
８

オ
ラ
ン
ダ
正
月
の
盛
行
片
桐
一
男
二
四
二
号
９
１
Ｍ

芝
間
堂
新
元
会
の
西
洋
人
の
画
像
緒
方
富
雄
二
四
二
号
咽
’
Ⅳ

種
痘
法
の
伝
来
と
お
玉
ケ
池
種
痘
所
小
川
鼎
三
二
四
三
号
１
１
６

伊
東
玄
朴
の
人
に
交
友
緒
方
富
雄
二
四
三
号
７
１
、

戸
塚
家
の
人
々
１
文
海
・
静
甫
、
柳
溪
・
積
斎
戸
塚
芳
男
二
四
四
号

ｍ
Ｉ
蝿

「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
書
誌
学
的
研
究
③
狩
野
本
「
遁
花
秘
訳
」
に
つ

蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告

当
研
究
所
に
所
蔵
す
る
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
医
書
文
庫
に
つ
い
て
（
そ
の
咽
）

高
木
和
男
鞭
巻
６
号
三
三
九
三
四
七

ケ
ン
ペ
ル
と
シ
ー
ポ
ル
ト
の
故
地
を
訪
ね
て
沼
田
次
郎
二
七
四
巻

“
ｌ
布

紅
雪
と
い
う
薬
李
家
正
文
一
一
七
五
号
“
ｌ
“

曲
直
瀬
道
三
に
関
す
る
疑
問
点
服
部
敏
良
二
七
五
号
“
Ｉ
灯

杉
田
玄
白
と
海
外
情
報
片
桐
一
男
二
七
二
号
的
ｌ
布

東
洋
医
学
用
語
の
研
究
（
そ
の
二
）
募
穴
の
意
義
に
つ
い
て
柴
崎
保
三

塑
巻
１
号
Ⅳ
１
劃

日
本
歴
史

労
働
科
学

日
本
歴
史
学
会
編
集
吉
川
弘
文
館
発
行

蘭
学
資
料
研
究
会
発
刊

労
働
科
学
研
究
所
発
行

い
て
Ｉ
松
木
明
知
二
四
三
号
蛆
ｌ
泌

足
立
左
内
に
つ
い
て
上
原
久
二
四
五
号
１
１
８

小
森
玄
良
関
係
資
料
（
一
）
山
本
四
郎
二
四
五
号
妬
Ｉ
詔

阿
蘭
陀
通
詞
西
雅
九
郎
（
荒
井
庄
十
郎
Ⅱ
森
平
右
Ⅳ
）
補
遺
片
桐
一
男

二
四
七
号
１
１
ｕ

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
・
賛
研
究
補
遺
緒
方
富
雄
二
四
七
号
蝿
ｌ
妬

川
本
幸
民
の
理
化
学
害
宗
田
一
二
四
八
号
１
１
４

日
本
学
士
院
蔵
川
本
幸
民
関
係
資
料
片
桐
一
男
二
四
八
号
５
１
加

川
本
幸
民
と
蘭
学
者
た
ち
緒
方
富
雄
二
四
八
号
妬
Ｉ
型

明
治
初
期
の
津
軽
に
お
け
る
器
粟
の
栽
培
ｌ
日
本
に
お
け
る
窯
粟
の
栽
培
歴

史
に
関
連
し
て
Ｉ
松
木
明
知
二
四
九
号
妬
ｌ
肥

幕
末
明
治
初
期
の
病
院
建
築
小
考
菊
池
重
郎
二
五
一
号
３
１
６

解
体
新
書
を
原
本
と
比
較
し
て
酒
井
シ
ヅ
二
五
一
号
６
１
８

杉
田
玄
白
研
究
補
遺
中
山
沃
二
五
一
号
８
１
，

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
・
賛
研
究
補
遺
（
そ
の
後
）
緒
方
富
雄
二
五
一

号
過
Ｉ
Ⅳ

宇
田
川
椿
庵
と
自
然
発
生
説
矢
部
一
郎
二
五
一
号
Ⅳ
ｌ
⑬

山
口
県
三
田
尻
、
華
浦
医
学
校
蔵
書
目
録
追
補
ｌ
と
く
に
書
誌
学
か
ら
み
た

蘭
学
よ
り
ド
イ
ツ
医
学
へ
の
推
移
Ｉ
阿
知
波
五
郎
二
五
一
号
郡
ｌ
酌

堀
内
文
書
に
見
え
る
オ
ラ
ン
ダ
語
に
つ
い
て
大
鳥
蘭
三
郎
二
五
一
号

鋤
Ｉ
鋤

ツ
ュ
ー
ン
ベ
リ
ー
研
究
資
料
補
遺
岩
生
成
一
二
五
一
号
知
Ｉ
蛇

幕
末
洋
学
の
性
格
に
つ
い
て
田
崎
哲
郎
二
五
一
号
弱
ｌ
妬

「
毛
利
藩
の
蘭
学
」
補
遺
田
中
助
一
二
五
一
号
胡
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本
書
の
副
題
に
「
風
土
病
を
追
う
人
と
事
蹟
の
発
掘
」
と
あ
る
。
著
者
が

そ
の
ま
え
が
き
に
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
著
者
の
専
門
と
す
る
寄
生
虫
と
そ

の
関
連
領
域
の
微
生
物
に
よ
る
風
土
病
の
研
究
史
の
周
辺
に
惨
み
で
て
く
る

人
間
性
、
ひ
た
む
き
な
熱
意
、
そ
れ
に
研
究
に
協
力
し
た
人
々
の
美
し
い
気

持
に
ひ
か
れ
て
、
こ
の
一
冊
の
本
を
作
ら
れ
た
。
そ
れ
で
「
あ
る
医
学
史
の

周
辺
」
と
題
さ
れ
た
が
、
こ
の
内
容
は
著
者
の
専
門
的
知
識
と
労
を
惜
し
ま

ぬ
資
料
集
め
に
よ
っ
て
立
派
な
風
土
病
研
究
史
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
・
大
正
時
代
の
医
学
雑
誌
を
み
れ
ば
、
日
本
住
血
吸
虫
、
肝
臓
ジ
ス

ト
ー
マ
虫
、
惹
虫
な
ど
の
文
字
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
目
に
つ
き
、
そ
れ
ら
の

研
究
に
研
究
者
同
志
の
壮
裂
な
闘
争
心
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

想
像
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
今
、
こ
こ
に
一
冊
の
本
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
、

１
１

；
１
１

新
刊
紹
介

衛
戊
病
院
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
菊
池
重
郎
二
五
二
号
１
１
４

適
塾
門
下
生
大
国
明
二
郎
に
つ
い
て
茅
原
弘
二
五
二
号
亜
Ｉ
型

宇
田
川
椿
庵
の
植
学
独
語
矢
部
一
郎
二
五
三
号
１
１
９

坪
井
信
道
塾
の
塾
生
で
つ
く
っ
た
２
つ
の
医
薬
品
辞
典
緒
方
富
雄
二

五
三
号
Ⅳ
１
羽

オ
ラ
ン
ダ
医
学
切
手
古
川
明
二
五
三
号
酌
１
羽

森
下
薫
著
「
あ
る
医
学
史
の
周
辺
」

口

そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
明
治
以
後
の
ま
だ
貧
弱
な
医
学

史
の
研
究
に
肉
附
け
を
し
て
く
れ
る
本
で
も
あ
る
。

近
年
、
病
理
学
に
し
ろ
、
内
科
の
講
義
に
し
る
癌
が
最
も
華
や
か
な
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
時
代
前
ま
で
は
寄
生
虫
病
、
わ
け
の
解
ら
ぬ
風
土
病

の
解
明
が
脚
光
を
あ
び
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
本
の
中
に
は
患
者
の
苦
し
み
か

ら
、
研
究
者
の
ひ
た
む
き
な
熱
意
、
そ
の
結
果
、
次
々
に
虫
体
を
発
見
し
、

そ
の
生
活
環
を
発
見
し
、
予
防
対
策
の
と
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
も
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
風
土
病
の
名
と
共
に
、
そ
の
業
績
に
か
か
わ
っ
た
多
く
の

人
た
ち
が
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
時
に
著
者
は
ゆ
か
り
あ
る
地
を
訪

れ
、
記
録
さ
れ
ず
に
あ
っ
た
で
き
ご
と
も
発
掘
し
、
珍
し
い
写
真
と
共
に
、

一
冊
の
本
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
た
こ
と

も
、
著
者
の
探
索
の
結
果
、
事
実
は
異
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
野
口
英
世

の
死
ん
だ
病
院
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
資
料
と
し
て
も
価
値
の
高
い

本
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
一
冊
の
本
で
終
り
で
な
い
。
続
い
て
探
索
中
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
続
篇
の
で
る
日
が
待
た
れ
る
。

（
Ａ
５
版
三
五
四
頁
日
本
新
薬
株
式
会
社
発
行
定
価
千
円
）
（
Ｓ
）
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第
一
条
本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な
う
。

一
、
年
一
回
、
総
会
を
開
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
を
発

行
し
、
こ
れ
を
会
員
に
わ
か
つ
。

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
開
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

四
、
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体

と
の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
四
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
二
○
○
○
円
を
前
納
す
る
。
た

だ
し
外
国
に
居
住
す
る
会
員
は
年
額
一
○
ド
ル
と
す
る
。

日
本
医
史
学
会
々
則

会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
（
維
持
）
会
員
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
万
円
以
上
を
収
め
る
者

と
し
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
役
員
は
理
事
長
漁
会
長
、
理
事
、
監
事
、
幹
事
と
す
る
。

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

三
、
会
長
は
年
一
回
の
総
会
を
主
催
し
、
そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
准
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

五
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
二
名
、

幹
事
若
干
名
を
お
く
。
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は

75



『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

発
行
期
日
年
四
回
（
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名

を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
（
た

だ
し
会
長
を
除
く
）

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。
・

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

第
八
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

（
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
一
の
一
）
に
置
く
。

第
九
条
本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き

の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
は
編
集
委
員
が
行
な

う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も

坐
〈
｝
フ
（
》
○

原
稿
枚
数
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
版
等
を
除
く
）
で
五

印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
）
ま

で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
越
え
た
分
は
実
費
を
著
者
の

負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印
刷
ペ

ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を

徴
収
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。

別
刷
投
稿
者
に
は
論
文
掲
載
紙
を
五
部
無
料
贈
呈
す
る
。
別

刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学

会

編
集
委
員
大
島
蘭
三
郎
（
委
員
長
）
石
原
明
杉
田
暉
道

大
塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
沢
井
貫
太
郎
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
山
形
敞
一

常
任
理
事
石
原
明
大
烏
關
三
郎

会
計
監
事
宗
田
一

理
事赤

松
金
芳
阿
知
波
五
郎
石
川
光
昭

今
田
見
信
内
山
孝
一
大
久
保
利
謙

大
塚
敬
節
大
矢
全
節
緒
方
富
雄

岡
西
為
人
蒲
原
宏
佐
藤
美
実

杉
靖
三
郎
鈴
木
正
夫
鈴
木
勝

宗
田
一
竹
内
薫
兵
津
崎
孝
道

戸
苅
近
太
郎
中
野
操
三
木
栄

矢
数
道
明
吉
岡
博
人
和
田
正
系

幹
事大

塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
沢
井
貫
太
郎

杉
田
暉
道
谷
津
三
雄

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

赤
松
金
芳
安
芸
基
雄
阿
知
波
五
郎

石
原
明
石
田
憲
吾
石
川
光
昭

今
市
正
義
今
田
見
信
岩
治
勇
一

内
山
孝
一
大
鳥
蘭
三
郎
大
塚
敬
節

大
塚
恭
男
王
丸
勇
大
矢
全
節

緒
方
富
雄
小
川
鼎
三
岡
西
為
人

片
桐
一
男
川
島
恂
二
蒲
原
宏

金
城
清
松
久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎

こ
の
号
か
ら
金
原
出
版
の
好
意
に
よ
り
、
印
刷

の
雑
務
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
。
今
回
は
文

部
省
科
学
研
究
費
を
受
け
た
堀
内
文
書
の
研
究
を

特
集
し
た
。
し
か
し
、
内
容
の
豊
富
な
文
書
は
多

く
の
こ
と
を
物
語
り
、
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次

々
と
原
著
と
な
っ
て
で
て
く
る
筈
で
あ
る
。
ま

た
、
最
近
は
投
稿
も
ふ
え
、
今
年
中
に
四
号
ま
で

出
す
見
通
し
が
立
っ
て
い
る
の
は
心
強
い
。
科
学

古
関
係
の
定
期
刊
行
物
で
定
期
的
に
で
て
い
る
も

の
が
少
い
だ
け
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。
（
Ｓ
・
Ｓ
）

酒
井
シ
ヅ

杉
靖
三
郎

鈴
木
勝

高
木
圭
二
郎

田
中
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・
わ
が
国
の
文
化
史
上
、
特
異
の
存
在
で
あ
る
薬
固
史
の
研
究
は
、
上
田
三
平
氏
に
よ
り
始
め
て
体
系
づ
け

ら
れ
た
。
再
刊
に
際
し
長
年
に
わ
た
り
日
本
薬
史
学
会
の
諸
氏
が
踏
査
研
究
し
た
論
文
や
、
わ
が
国
の
伝

統
殖
産
に
定
着
し
て
い
た
薬
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生
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と
加
工
調
整
法
に
関
す
る
新
資
料
を
紹
介
し
、
内
容
全
体
に
本
草
学

的
な
検
討
を
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え
、
同
物
異
名
の
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も
索
引
に
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て
利
用
の
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に
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〈日本医事新報別刷集シリーズ〉

囚鶏員皮層疾患100例く改訂第2版〉
''川''川''川川'''川川'川YW:'千葉大学名誉調受竹内 勝署B5判

カラー写真，03葉 日常頻繁にみられる代表的な皮膚疾患約’00例を大判
定価 1 ,800円 カラー写真によって紹介し、疾患毎に症状、治療法、鑑

別のポイントを解説するとともに局所療法を加えたもの。送料共
ill llⅡ1 1Ⅲ1111illⅢ11Ⅲ11Ⅲ1111111111ⅡIⅡ11

回輻ラ外来における簡易検査
順天堂大学教授小酒井望・同助教授林康之共著

病態の把握に、正しい治療方針の決定に、臨床検査は

‘川''1川''川''川'川''''1'11''''鵬Ⅲ今や日常診療上欠《ことのできない情報源｡外来においB5判

カラー写真124葉て最も頻繁に行なわれる尿、血液、便の簡易定性検査を
定価 1 ,200円簡潔に要領よく、美麗なカラー写真126葉をもって構成・
送料 110円解説した本書は、他に類をみない“絵でみる臨床検査”

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1111lll1111 の決定版です。実地医家、医学生各位の座右において診

療内容の向上、知識の整理にお役立て下さい。

回予島頁直腸鏡のみかた
東邦大学教授小平 正著

,ⅡⅡ,,IⅢlIIllIIlIⅡ1,,,,,Ⅲ1 ,1ⅡⅢ,Ⅱ,111,Ⅱ 直腸疾患の増加が注目されています。この時に当り外
B5判 26頁来診察の実際、器具の操作など直腸鏡使用法の基本から

カラー写真85葉ポリープ．、ポリポージス、潰瘍性大腸炎、直腸癌など直

定価 500円腸主要病変所見を、病理組織像、摘出標本と対比しなが

送料 70円 ら鮮明カラー写真85葉を中心に解説した本書は、内科、
111Ⅱ11ⅡⅢ11ⅢllIlllIlⅢⅢ111Ⅱ111 1Ⅱ11 1Ⅲl

外科、産婦人科臨床医家の必携書と確信します。

日本医事新報社
〒101-91束京都千代田区神田駿河台2－9

電話(292) 1551 (大代表）・振替東京25171
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AChronologicalHistoryof the

HoriuchiDocuments

-froml712to1864-

byShizuSakai

Thispaperisanattempt tobringtogether inchronologicalorder
moreor lesssigni6cantmatterschieflyoftheYonezawaClanfor the
useofresearchersontheHoriuchidocuments.

ThehereditarycourtphysiciansoftheYonezawaclancamefrom
theHoriuchi family. Thematerialsofthisdescriptionweretakenfrom

凸 ｡

recordsoftheYonezawaClanandfrombiographiesof theHoriuchi
familv.

ｰ

Thechronologyofthispaperbegins intheyearl712,whenHori-
nouchiChutetsusucceededtohisfather'sestateandendsintheyear
1864,whenHorinouchiChuteki, the sixthgenerationafterChutetsu
andthelastphysicianofhisfamilyintheEdoera, died.
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addedhisownopinionsconcerningtheproblemsasked.

HorinouchiTadahirotranslatedaDutchtextbookoriginallywritten

inGermanbyHufelandintoJapaneseandpublisheditas"Yoyo-Seigi"

in1843. This became famous as the6rst printedbook inJapan

ofWesternpediatrics.

AStudyontheMedicalPractice in

theLatterHalfoftheTokugawa

PeriodwithReferencetothe

"HoriuchiDocument3' (I}

byYasuoOtsuka

HoriuchiChui (?-1811)wasanexcellentclinicianandasuccessful

teacherofmedicine. Oneofhisteachingsdeliveredtohispupils in

1800revealsaclear inHuenceofYoshimasuTodouponhisthoughtas

amedicalpractitioner. Buthewasnotsatis6edwiththemethodsof
Chinesetraditionalmedicinealoneandsoughtacquaintancewithsome

pioneeringphysiciansoftheDutchschoolofmedicinesuchasSugita

Genpaku,OtsukiGentakuandothers. Theauthorpresentssomeletters
betweenHoriuchiChuiandtheabove-mentionedfamousphysiciansto

showhowtheythoughtaboutmedicineandhowtheytreatedpatients

practically. Oneof thecardinaldifferencesbetweenscholarsof the
Dutchschool ofmedicine inthel8thcenturyandthoseinthel9th

centurylies inthat thoseoftheformerpariodhadsufficientknowledge

andunderstandingofChinesetraditionalmedicine・ At thesametime

thevdidfundamentalresearchinconnectionwiththeintroductionof
‐

Westernmedicine. Forinstance, theytriedtofindavailablesubstitute

materialsofsomeWesterndrugssuchasTerebinthinabecauseofthe

shortageof imports, andmadeclinicalexperimentswiththem・ SuCh

eiforts led to thepopularityoftheDutchschoolofmedicineinthe

19thcentury.
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terminologyofthat time.

The letteraddressedtoHoriuchiTadayoshi fromTakeuchiGendo

(Documentnumberl86),forexample,arousestheinterestofthereader.

It isamusingtonotethatTakeuchiGendousedDutchwordsforverv

confidencialorprivatematters. This isevenmore interestingwhen

weconsiderthatthis ideaofusingforeignwords todiscuss private

matters inpubliciscommonpractice inpresenttimes.

Horinouchi, theattendingdoctors to the

Rulersof theYonezawaClan

byJunichiHoriuchi

This is anarticleconcernillgtheauthor's ancestorsHorinouchi

thatservedastheattendingdoctorsfortheoldUesugi Familywho

hadgovernedtheYonezawadistrictforover250yearsuntil theMeiji
GovernmentwasestablishedinJapaninl868.

WhiletheHorinouchi familyhadbeenworkingforgenerationsas

"Samurai'' belongingtothelordUesugibeforel712, thefifthgeneration

descendant of the firstHorinouchi learnedmedicine and hewas

appointedaphysician for theYonezawaC1an. About the endof

18thcentury,UesugiYozan, knownas awiseandpractical ruler、

recommendedhis doctors to introduceEuropeanmedicine intothe

province. Therefore, severaldoctorsoftheclanincludingHorinouchi

Tadaaki studiedinEdo(Tokyo)andlearnedWesternmedicinefrom

the thell leadingandfamous scholar, SugitaGenpaku. He later

spread itsdevelopment inhisprovincebyeducatinghispupilsafter

comingback toYonezawa. Hispolicyandprinciplesofthemethod

ofeducatinghispupilswerestrictandseverenotonlyinthescience

butalsoinhumanrelationshipandmorality.

Atpresent,wecanreadseveraloldlettersadressedtotheteacher,

Sugita,writtenbyHorinouchi, inwhichthe latteraskedclinical dia-

gnosis and treatmentmethods for theRuler'sdisease. It isquite

interesting, thatsomelettersweresentbacktoHorinouchiafterSugita
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composedofChinesecharacters; oneexpressedpunishment fromthe

heavenlyGod, whileontheotherhandhesayshefelteasy-minded,

rather freedomfromheavyburdens. Nopessimismisexpressedin
D

the letter.

Theletterofl808,dated"nightof the28th,August'', is very

long･ It is a scroll of Japanese letter一paper, measuring370cmin

length. Sugita, then76yearsold,mentionsinthisletteramongothers

his owndiagnosisofUesugiYOzan'sdiseaseofthekneejointbased

onthehumoralpathologyoftheWesternmedicine･ Butthisdiagnosis

wasmadeonlybyreadingalettersentbyHoriuchi fromYonezawa,

notbyhisownexaminationofthepatient. Therefore, hestateswith

quitereasonablereservation, thatnothingdefinitecanbesaidonthe

correctnessofhisdiagnosisundersuchconditions, and the following

sentenceisveryimpressiveandimportant, that "besides, even if he

couldoftenexaminethepatientdirectly, hewouldnotbeable to

diagnoseitcorrectly." Hereappearveryevidentlythetruescienti6c

spiritandconscienceofSugitaGenpaku.

DutchVocabularyseeninthe

HoriuchiDocuments

byRanzaburoOhtori

Most of the ･･HoriuchiDocuments" arefound tobe lettersof

Dutch learningscholars. These letterswereof coursewritten in

Japanese;however,DutchwordswritteninJapaneseKanafrequently

appear inthem. Inotherwords, amongmostoftheletterswrittenby

scholars inthe"HoriuchiDocuments"、manvDutchterms are found
●

inJapaneseKana. Thisismaterialevidencethatthescholarsofthose

daysusedDutchwordsintheirdailylife.

Thefactthatmostofthenamesofmedicineinthoselettersappear

inKana, transliteratedfromtheoriginalDutchpronunciation,indicates

that thoseDutch､holars inJapanwerefamiliarwithDutchmedical
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|Summaryl

LivesandThoughtsofsomeof the

JapanesescholarsofDutch learning,

asseenfromtheHoriuchi documents

(Part1. LettersofSugitaGenpaku)

by

TeizoOgawa

Thesepasttwoyears, sincethefiscalyearl969,wesix-T・Ogawa,

R.Ohtori,J.HoriuChi,K・Katagiri,Y.Otsuka,S.Sakai-formingaresearch

grouphaveendeavouredtostudy the so-calledHoriuchi documents,

whichconsistchieHyofabout300oldhand-written letters belonging

tothelatterhalfoftheTokugawaperiod. Ourworkhas proceeded,

withfinancialaidfromtheMinistryofEducation,andatpresentabout

halfwayfinished, butstill farfromthegoal.

Inthepresentarticletheauthorcommentsuponafewlettersof

SugitaGenpakusent tohisformerpupilHoriuchiTadaaki(Chni),who

was livinginhisnativeplace, Yonezawa, as anattendingphysician

totheveryfamouslordoftheclan,UesugiYOzan. Theauthorcon-

siders inthispaperfivelettersofSugita. Noneofthemhasmentionof

theyear, buttheauthorestimatesfromthecontents,thattheybelong

veryprobablytotheyearsl793,1797,1804,1808,1810, respectively.

Intheletterofl797,datedDec, 12th,Sugitareports, thathishouse

wasnearlycompletelyburneddownbythegreat fire inEdoonthe

20th,Nov. of thatyear・ ButDutchbooks,whichhehadcollectedand

storedina6re-proofwarehouse, certainlyhisutmost treasure, were

fortunatelyall safe. Andit iSinterestingtoknowwhatSugita, then

65yearsold, thoughtonthegreat lossofhisfamily'spossessions.

Heexpressedtwodifferentwaysofthinking,bywritngtwopoems
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betrachtlicheFortschrittder japaniSchenMedizinstattgefundenhat_

Zugleichmiissenwirdemsehrgutenundimmer freuudlichenLehrer

derMedizin，demdeutschenLand,herzlichstenDankaussprechen.

Sosahenwir,wiegutundfreundlichdeutscheMedizinerwahrend

der langenZeitdauervondrei hundert Jahren, besonders dicht und

innigindenletzteneinhundertJahrenunsgefiihrthaben.

(Anschrift desVerfassers:Medizin-historiches lnstitut, JuntendoUniversitat,

Hongo2-1-1, Tokyo.)
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ersteLehrerderAnatomiekamWilhelmDoenitz imJahrel873, dann
als zweiterHansGierke l877, undzuletzt JosephDissel880. AIs
PhysiologhattenwirErnstTiegelwahrendderZeitdauervonl876bis

1883. TiegelwareinSchiilervonF.L.GoltzvonStrassburg.
Andererseits,gingenvielejungejapanischeArztenachDeutschland,

■●

umMedizinzustudieren. DiePionierewarenSankeiHagiwaraund
SusumuSato. Jenerfuhrl868, dieserl869ab, uminBerlinMedizin
zustudieren. ImJahrel870, d. i.vordemAnkommenvonMiillerund

HoffmanninTokyoschicktedie japanischeRegierungetwalOArzte
bc

zudemselbenZwecknachDeutschland.

SpaterwurdeesRegeloderRoutine, dassjungejapanischeArzte

nachGraduierungaus japanischenmedizinischenSchulennachEuropa,
meistenfallsnachDeutschlandundOsterreich,gingen,umimeinzelnen
speziellenGebietederMedizin tiefer ausgebildet zuwerden． Bei

RiickkehrnahmengewissevonihnendenSitzdesProfessors,denbis
●■

dahindeutscheArztebesetzthatten.

ImJahresbuchl877derTokyoUniversitat siehtmandieNamen

vonlldeutschenProfessorenindermedizinischenFakultat, dannim

Jahresbuchl882gibtes inganzen7fremdeProfessoren, undzwaraus
e凸

Deutschland5,Osterreichl,Holland1．SeitdemJahrel886(indiesem
JahrwurdedieTokyoUniversitat alsKaiserlicheUniversitat zuerst

genannt)bliebenvielleichtnurzweiDeutsche,BaelzundScriba, auf

demProfessorsitzdermedizinischeFakultatUbrig・ Nachdemletzten

AbschiedvonBae]zl902hattenwirkeinendeutschen formellenPro-

fessor inirgendeiner japanischenSchule. Nur temporargabesund

gibtesdeutscheoderandereeuropaischesowieamerikanischeDoktoren,
dieiiberbestimmteThemenfiir japanischeStudentenundArzteVor-
lesungenhieltenoderhalten.

EingewisserTeil der jungen japanischenArztestudiertenoder

forschtensehrHeissiginDeutschlandoder inanderenLandern,oftmit

glanzendemErfolg, z．B・ShibasaburoKitasatoimKochschenlnstitut,
SahachiroHataimEhrlichschen lnstitut usw. Einetwaskomischer

Satz"JapanischerFleiss"war imAuslandegeboren. MitdiesemSatz

waretwasmitScherzdieungemeineFleissigkeitderJapanergemeint.
Aberwirhabendiesem@IJapanischenFleiss"zuverdanken, dass der
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mester),wurdeerrichtet, nachdemTypusderdeutschenmedizinischen

Fakultat. Miiller legte somit dieBasis zumjetzigenmedizinischen

Unterricht inJapan. SeinemPlanfolgend, musstedie japanische

RegierungvieledeutscheLehrernacheinander aus ihremVaterland

rufen,umdiemedizinischeErziehungm6glichstgutauszufiihren・ Auf

derSeitederStudentenwurdeGewichtaufdieErlernungderdeutschen

SpracheundauchdesLateinsgele9t.

Miiller-HoffmannscheVerdienstean Japansindalsosehrgross.

Mtillerver6ffentlichteseineErinnerungen, nachderRiickkehr insein

Vaterland, inderZeitschrift "DeutscheRundschau"Bd.57,1888unter

demTitel "Tokyo-Igaku''． DerNebentitel heisst "Skizzenund

ErinnerungenausderZeitdesgeistigenUmschwungsinJapan, 1871-

1876''. Derlnhalt istfiirunssehrinteressant. MiillerundHoffmann

musstensehrvieleSchwierigkeitenerobern・ ImHong6-campusder

TokvoUniversitatstehtheutedieStatueMiillers inderpreussischen

militararztlichenUniform･ ErtragtdenHelmmitderSpitze. Diese

Statuewurdel895errichtet, FwweiJahrespaternachMiillersTode in

Deutschland; erwar inMainzl824geboren.

AlsNachfolgervonMiillerundHoffmannkamenWernich,Internist,

undSchultze,Chirurg, 1874nachTokyo; ihreNachfolgerwarenErwin

BaelzundJuliusScriba. Baelzkamzuerst imJahre l876und lehrte

25Jahrelangdie interneMedizin,wahrendScribazuerst l881unser

LandbetratundalsProfessorderChirurgie20JahrelanganderTokyo

Universitatarbeitete. BaelzundScribawarenzweigrosseFigurenin

der japanischenMedizinweltwahrendderMeiji-Zeitundverursachten

denbetrachtlichenFortschritt inderMedizinundanderenNaturwis-

senschaftensowiekulturell. BeideverstandenunserLand tiefund

siehattenvielLiebezu ihm. Scribastarbl905und liegt still im

AoyamaFriedhofbegraben. Baelzstarbl913inStuttgart,naheseinem

GeburtsortBietigheim. Heutestehen imHong6-Campus derTokyo

UniversitatBronzestatuenvonBaelzundScribanebeneinander. Sie

wurdeninl907vonihrenSchiilernerrichtet.
●①

AusserdemkameninunserLandvieledeutscheArzteumdem

medizinischenUnterrichtdesneuenJapanszuhelfen･ Ichkannhier

nichtalle ihreNamensagenaberm6chteeinige angeben・ AIsder
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diesemZeitpunkt. JohannesMiiller(1801-58)undJohannLukasSch6n-

lein(1793-1864), zweigrosseSternederBerlinerUniversitat, waren

schongestorben, aber ihreprominentenSchiiler, z.B.Helmholtz, du

Bois-Reymond,Briicke,Schwann,Henleusw. standendamalsamGipfel
ihrerForschungsaktivitat. EswardieglanzendsteZeitderdeutschen

Medizin. VirchowsCellularpathologiewarl858ver6ffentlichtworden.

AndereGrUndeder japanischenWahlDeutschlandsalsLehrerder

MedizinwarenvielleichtdiehistorischenTatsachen, dasswahrendder

Tokugawa-Zeit,wieobenbemerkt, eineAnzahl Deutscher, wiez.B.
Schamberger,Kampfer,Siebold,alsOffizierederhollandisch-Ostindischen

KompagnieJapanbesuchtundJapanerndieeuropaischeMedizin sehr

freundlichunterrichtethatten・ AusserdemwarenvieledeutscheBiicher

aufdemGebietederMedizin,wiez.B. Kulmus' Anatomie, Heisters

'Chirurgie,HufelandsEnchiridionmedicum,MostsEnzyklopadie, auf

UmwegderhollandischenSpracheinsJapanischeUbersetztundUbten

grossenEinHussaufdieEntwicklungderjapanischenMedizinwahrend

derTokugawa-Zeitaus・ AmAnfangderMeiji-Zeitkanntengewisse
JapanerdieseTatsachengut.

DenRufder japanischenRegierungakzeptierend, kamenLeopold

Miiller,ChirurgundpreussischerOberstabsarzt,undTheodorHoffmann,

InternistundMarinearzt, 1871, d. h. geradevor einhundert Jahren,

alsLehrerderMedizinnachTokyo. IhreAnkunftwarsehrverspatet
wegendesfranz6sisch-preussischenKrieges.

DiebeidendeutschenArzte,besondersderaltereMiiller,9ingenmit
EntschiedenheitandiegriindlicheReformderstaatlichenmedizinischen

.SchulezuTokyo, dersogenannten"Daigaku-T6k6'' (Universitat-Ost-

schule)．DieseSchulewardieFortsetzungder"Igakujo"derTokugawa-
Zeit,dievonderMeijiRegierunginhaltlichnuretwasverbessertwurde

undalsdasneueZentrumdermedizinischenErziehungbestimmtworden

war, DieLehrpldnedieser ｣!Daigaku-T6k6"warenaberunvollstandig
unddijrftig.

DieMiiller-HoifmannscheReformwarsehrgrUndlich・ Unteretwa

300Studenten, diebisdahinindieser Schulewaren, wurdenur 59

erlaubt,dasMedizinstudiumindieserSchulefortzusetzen.Der8-jahrige
Lehrplan,Vorbereitungsklasse3JahreundAkademie5Jahre (10Se-
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unseremLandesehrverdndert・ InNagasakiarbeitetedamalsPompe

vanMeerdervoortsehraktivanderVerbesserungdesmedizinischen

UnterrichtesftirunserLand・ Sieboldverweiltediesmal etwazwei

JahreinJapan, teilsinNagasaki, teils inEdo. Erwar sicherder

Europder,dervorderMeiji-Zeitdengr6sstenEinflussaufdieMedizin

unddieiibrigegelehrteWeltausUbte.
甲今

Ausserdenobenbemerkten, gabesnochvieledeutscheArzte,die

alsOffizierederhollandisch-OstindischenKompagnienachNagasaki

kamenundJapanernmehroderwenigereuropaischeMedizinunterrich-

teten. Hier nenne ichnur einigevonihnen:BernardKeller(1791-

95),HermannLetzke(1798-1805),OttoMohnike(1848-51)． Mohnike

wardererst,derdasSthetoskop inJapaneinfiihrteundausserdem

1849zuerstdiePockenimpfungmitJennerschenVakzineninJapanmit

ErfolgausfUhrte.

Dannkaml867dasEndederTokugawa-Regierung･ Daserneute

InsellandJapanstandauf,unterderRegierungvonTenno, demjapa-

nischenKaiser・ BaldverOffenlichtederTenno ftinfPrinzipienzur

Nationalpolitik. Einesdavonbesagte,dassKenntnissederganzenWelt

insJapanaufgenommenseinwerden・ Darauskonntemanleichtahnen,

dassanstattdertraditionellenchinesischenMedizin, imneuenJapan

dieabendlandischeMedizinfiirdieGesundheitdesVolkesgewahlt

wiirde.

AmAnfangderMeiji-ZeitstiesssichdieRegierungandievierfach

diskutierteFrage, inwelchemAuslandeLehrerderMedizinfiirJapan

zusuchenseien.DasKabinettwar imgrossenundganzengeneigt,

englischeMedizinaufzunehmen・ EinGrunddafiirwar, dasssichein

EnglanderWilliamWillis,ArztderenglischenGesandtschaftinJapan,

iminlandischenKriegevonl868sehrfiirdieTruppenvonSatsumaund

Ch6shOverdienthatte,undsoinderneuenRegierunghochgeachtet

war．

●■

ZudieserZeitwarenzwei japanischeArzte,ChianSagaraundJun

Iwasa, beidedamals32Jahrealt, als lntendanten fiirMedizinpolitik

ernanntworden・ Diebeiden,undzwareifrigerdererstere,empfohlen

DeutschlandalsdasbestederganzenWelt inbezugaufMedizin.

DaswarimJahrel869・ SehenSiedieMedizinweltEuropas zu
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GempakuSugitaundRyotakuMaeno sinddiezwei ammeisten

glanzendenFigurenindieserepochemachendenArbeit. Diesebeiden

undweitereMitarbeiter begegnetenfurchtbarenSchwierigkeiten, da
sie, ausgenommenMaeno, fast keineKenntnissevon europdischen
Sprachenhatten・ EsgabdamalskeinW6rterbuch, keinBuch tiber

Grammatik. VomBeginnderUbersetzungbis zurVollendungdesGrammatik・ VomBeginnderUbersetzungbis zurVollendungdes
BuchesbedurfteesdreieinhalbJahre(1771-1774).

MitErscheinendes "Kaitaishinsho"wurdeeineganzneueBahn

fiirdiejapanischeGelehrtenwelter6ifnet. NunmehrkonntenJapaner,
wennsiesichdarinHeissigbestrebten, dasHollandische lesenundbis
zueinemgewissenGradesprechen.

Und1823, d.i. etwa50Jahrespaterals "KaitaishiIIsho" kamder

beriihmtePhilippFranzvonSieboldalsArztderOstindischenKompagnie
nachNagasaki. Erwarl796inWiirzburggeborenundstudiertedort;

erwarbei seinerAnkunft inJapanerst27Jahrealt. Einige junge
Japaner, dieschondamalsdiehollandischeSprachemehroderweniger
gelernthatten, sammeltensichumihn. 1mJahre l824wurde eine

Privatschule,namens $!Narutaki-juku",errichtet,woSiebold fUrdie

japanischenSchUlerKlinikderMedizin,Chirurgie,Drogenkundeusw.
unterrichtete. SeinNamehallteimganzenJapanwider.

Wahrendseines6-jahrigenAufenthaltesko'1nteSieboldnureinmal"
1826,mitdemKapitaneinelangeReisenachEdomachen. Eswarfiir

ihneineausserstwichtigeGelegenheit,daersonstniemalsdaslnnere

diesesgeheimnisvollenLandesmiteigenenAugensehenkonnte・ Er

arbeitetesehr vielwahrenddieserReise. ZweieinhalbJahrespater
bracheinunglUcklichesEreignisein. SieboldwurdealsVerbrechervon

JapanverbanntundvielejapanischeFreundeundStudentenwurden
mehroderwenigerbestraft.

NachseinerRiickkehrnachEuropawohnteSieboldinLeidenund

inDeutschland, studiertedie reichenMaterialien, dieer inJapan
gesammelthatte, undpubliziertenacheinandergrosseArbeiten, "Nip-
pon'', ::FaunaJaponica'', "FloraJaponica'',usw. Bekanntlichwurde
erdiegr6ssteAutoritat iiberdieseslnselland.

DreissigJahrespater,d.i.1859,baldnachEr6ffnungunseresLandes
konnteSieboldnocheinmal Japanbesuchen・ DieSituationwar in
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Dannkaml690derberiihmteGelehrteEngelbertKampferalsArzt

derhollandischenKompagnieinNagasakian. Erwarl651 inLemgo

geboren, studierteMedizinundNaturwissenschafteninHamburg,Dan-

zig,K6nigsbergusw.,gingdannnachSchwedenundreistealsschwe-

discherLegationssekretarnachRusslandundPersienbisl685. Dann

wurdeerOffizierderholldndischen-OstindischenKompagnieundgelan-

gtesozuunseremLande. ErwareinsehrbegabterForscher・ Er

lebtezweiJahreinDesima. Dazwischenmachteerzweimalmitdem

KapitaneineReisenachEdo(1691, 92). Erbeobachtetescharfdasfiir

Europaerganzmystische, ratselhaftelnselland.

NachseinerRiickkehr indieNiederlandepublizierte erl712das

Buch"Amoenitatumexoticarum''undnachseinemTode(1716)erschien

1727inEnglandseingrossesWerk @#theHistoryofJapan".Weit

spater, 1774wurdedaszweibandigeBuchKampfers "Geschichteund

BeschreibungvonJapanundSiam'' inseinemVaterlandpubliziert; ein

sehrwichtigesBuch, demmandamals inEuropagenauereKenntnisse

vonJapanverdankte.

ZurZeitKampfersundauchnochspaterkonntekaumeinJapaner

eineeuropdischeSpracheverstehen, ausgenommeneinigeDolmetscher-

familien inNagasaki, diealsBerufdasHollandischeh6renundspre-

chenmussten.

GewisseDolmetscherstudiertendieabendlandischeMedizin,beson-

dersChirurgie, vondenEuropierninDesimaundwurdenpraktische
eD

Arzte. IhrneuerBerufhiess"Oranda-Geka''(Holland-Chirurgie)oder

"K6m6-Geka" (ChirurgiedesRothaarigen).

Dann,inder zweitenHalftedes l8tenJahrhundertsbegann in

unseremLandedieZeitvon"Rangaku"(Holland-wissenschaft)mitder

Publikationdes"Kaitaishinsho"(NeuesBuchderAnatomie). Esmachte

wirklicheineneueEpocheinderGeschichteder japanischenMedizin.

Dieses5-bandige, 1774inEdopublizierteBuchwareineziemlichtreue
■a

UbersetzungausdemHollandischenderimOriginaledeutschen、von

JohannAdamKulmusvonDanzigverfassten"AnatomischeTabellen".
■■

DieverdienstvollenUbersetzerwarennichtDolmetscher, sondern
●G

einigegelehrteArzte, dieinEdowohntenundmeistensLeibarztebei

feudalenFUrstenwaren.
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JapanischeMedizinundDeutschland*

vonProf.Dr.TeizoOGAWA

EsistmireinegrosseEhre, heuteAbendundzudieserguten

,Gelegenheit einenVortrag zumThema :!JapanischeMedizinund

Deutschland"zuhalten. Diewohlbekannten, sehrinnigenVerhaltnisse

zwischenDeutschlandundJapaninderMedizinbegannenbaldnachder

MeijiRestauration(1867-68);genauergesagt inl871,mitderAnkunft

zweierpreussischerMilitararzteinTokyo:LeopoldMiillerundTheOdor

Hoffmann,d. h.geradevoreinhundertJahren. HeuteundMorgen

habenwirinTokyoeinebedeutungsvolleFeieranlasslichdieses innigen

Verkehrswahrendder letztenhundertJahre・ Aber ichm6chtehier

einenochlangereGeschichtederVerhaltnissezwischenbeidenLandern

beriicksichtigen.

BekanntlichhatsichJapanwahrendderTokugawa-Zeitgegendie

Fremdensehrstrengabgeschlossen.DienationaleAbschliessungdauerte

mehralszweihundertJahre,vonl639bisl858. NurwenigeEuropaer,

namlicheinebestimmteZahlHollander, durftenzwecksHandels in

Nagasakiverweilen・ SiemusstenaufeinerkleinenkiinstliChgebauten

Insel,namensDesima,beigrosserFreiheitsbeschrankungsehrunbequem

wohnen. KeinemJapanerwurdeerlaubt, insAnslandzufahren.

ZuwiderhandlungdesGesetzessolltemitdemTodbestraftwerden.

KurznachdemBeginnderAbschliessung,kamimJahrel649Kaspar

Schamberger,wahrscheinlicheinDeutscher, alsArztderhollandisch-

OstindischenKompagnie,nachNagasaki. ErreistemitdemKapitan

nachEdo, demjetzigenTokyo,undbliebdaimJahrel650mehrals6

Monate. Er scheintdabeigewissenjapanischenAerztendieabendlan-

discheMedizin,besondersChirurgieunterrichtetzuhaben・ Damitbe-

ganninunseremLandediesogenannte "Kasparu-Ryu-Geka'',d．h.die

KasparscheSchulederChirurgie.

*VortraggehaltenimlOO-jahrigenJubildumdesdeutsch-japanischenAustausches

inderMedizin, aml7.Novemberl971,zuTokyo.
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1 近時、抗炎症の作用機作の一つとして
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